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巻頭言
「SCU JOURNAL OF DESIGN & NURSING 2010」刊行への期待
ここに札幌市立大学紀要論文集第４巻第１号を刊行することができました．本
学は完成年度を迎え，そしていよいよ2010年３月に学部第１期生が卒業いたしま
す．本学紀要は，第１部の査読付原著論文・研究報告と，第２部の作品・報告な
どの研究成果を収録しております．このような研究成果が本学の教育のシーズで
あり，また，地域社会貢献の源泉でもあります．
研究成果の多くは，専門学会や展覧会などで発表されることが多いものですが，
本学の特徴とする全く新しい分野や，複合的分野や，応用研究，ならびに地域連
携研究などの内容について公開発表できる学会や展覧会はそう多くはありませ
ん．そのような分野の研究で価値のある研究を，大学の紀要というメディアで取
り上げて公開することは極めて重要なことであると考えております．
本学は，「人間を重視する」と「デザインと看護の横断型連携教育」，さらに「地
域に貢献する」ことを特徴として教育と研究を推進しておりますが，本紀要をお
目通し頂ければ，その内容から，本学の特徴的な研究がどういうものであるかを
知っていただくことができ，またこれらの研究から本学の教育がどのような研究
基盤をベースにしているのかをご理解いただけるのではないかと考える次第でご
ざいます．
2010年４月からは，念願の大学院修士課程ならびに助産学専攻科がスタート
し，研究推進の駆動力が一段と強力なものになります．大学院は産学官連携の主
軸であり，地域貢献研究の推進力でもあります．本紀要でも，大学院生の活力を
内包した一段と深く幅の広い研究成果をご紹介することができるであろうと期待
しているところでございます．
本紀要を通して，広く研究機関，産業界，行政，市民の皆様からのご意見をい
ただきまして，さらなる教育・研究の発展に努力してまいる所存でございます．
2010年３月
学長 原 田 昭
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コミュニケーションの有能感が意欲に及ぼす
直接的・間接的影響の解析
町 田 佳世子
札幌市立大学デザイン学部
抄録：本研究は，コミュニケーションをしようとする意欲に対して，１)コミュニケーションの有能感（コ
ミュニケーションに必要な態度やスキルについての自己評価）の，どの側面がどの程度直接的に影響して
いるかを明らかにすること，２)有能感はストレスコーピングを介して間接的にも影響を与えていること
を見出すことを目的として行った．18歳から24歳までの男女を対象に質問紙調査を行い，165名から回答
を得た．１)に関しては，コミュニケーションの有能感の下位尺度を説明変数，意欲の下位尺度を基準変
数として重回帰分析を行った．２)については，ストレスコーピングを媒介として構造方程式モデリング
を行った．
重回帰分析の結果，有能感の下位尺度のうち社交性と傾聴が意欲の肯定的態度に対して正の影響を与え
ていること，また社交性が意欲の回避的態度に対して負の影響を与えていることがわかった．一方で相手
志向性や自己表現は意欲に影響していなかったが，構造方程式モデリングからはストレスコーピングを媒
介とした間接的効果が認められた．
コミュニケーション能力を向上させるだけでなく，そこで感じるストレスへの適切な対処を学ぶことが，
コミュニケーション意欲の維持に重要であることが示唆された．
キーワード：コミュニケーション，コミュニケーション能力，有能感，ストレスコーピング，意欲
Direct and Indirect Effects of Interpersonal Competence
 
on Motivation to Communicate
 
Kayoko MACHIDA
 
School of Design,Sapporo City University
 
Abstract:The purposes of this study were to find out 1)which aspects of interpersonal competence
 
directly affect motivation to communicate and 2)whether interpersonal competence has an indirect
 
effect on the motivation via stress coping. A questionnaire was administered to males and females
 
aged between 18 and 24 and answered by 165 people. Multiple regression analysis was used for 1):
subscales of interpersonal competence as independent variables and subscales of the motivation as
 
dependent variables. Structural equation modeling was employed for 2).
The results of multiple regression analysis showed that Sociability and Attentive listening attitude,
two of the four interpersonal competence subscales,have a positive effect on Approaching attitude,
one of the two motivation subscales,and Sociability has a negative effect on the other motivation
 
subscale,which is labeled as Avoidance attitude. The other two interpersonal competence subscales,
Other-orientedness and Expressiveness,have no direct effect on both subscales of motivation but have
 
an indirect effect via stress coping.
This study indicates that learning to apply appropriate stress coping strategies as well as improving
 
interpersonal competence is crucial in order to maintain motivation to communicate.
Keywords: Interpersonal Competence,Motivation to Communicate,Stress Coping
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Ⅰ．研究の背景と目的
社会の中に生きる私たちは人とのコミュニケーション
が欠かせない．コミュニケーションによって良好な対人
関係を築き，発展させていくことは日々の生活の質を高
めることにもなる??．そのためにはまず他者とコミュニ
ケーションをとろうとする意欲がなければならないが，
意欲の強さは人によって異なる．その個人差を生み出す
要因は何であろうか．
相川??は，他者との相互作用において，対人反応を知
覚・解釈して対人目標を設定し，感情を統制しつつ対人
反応を決定・実行するために必要なスキルをソーシャル
スキルとし，それらのスキルの不足が対人回避と対人関
係の達成レベル低下につながるモデルを提示してい
る??．ソーシャルスキルが不足していると稚拙な対人反
応をしてしまうため，相手から無視や拒否をされ，それ
が失望感，疎外感を生み，他者との相互作用を不安に思っ
たり劣等感をもつことによって対人関係を回避すること
になる．その結果対人接触の機会が減少し，対人関係の
達成レベルが低くなるというものである??．このモデル
が示すようにスキルの不足が人とのコミュニケーション
の回避につながるとすれば，逆にスキルの高い人は相手
から好感をもたれ，よい反応を得ることができるので自
信を持ち，コミュニケーションしようとする意欲を維持
できると考えられる．従って意欲の個人差を生み出す要
因の１つはコミュニケーションに関わるスキルの高低に
あると想定される．
スキルの高さ，言い換えればコミュニケーションの上
手さがコミュニケーションの意欲に影響するとすれば，
そのスキルとはどのようなものであろうか．
他者とよいコミュニケーションを行うために必要な能
力については多くの研究者が関心をよせてきた．しかし
それぞれの研究者が用いている用語（interpersonal
 
competence, interpersonal communication compe-
tence,social competence,social intelligence,interper-
sonal intelligence, social skills, interpersonal skills,
social abilityなど）の違いからもわかるように，研究者
によってこの能力をどう定義し何を含めるかは異なって
いる?????．前述したソーシャルスキルの研究領域におい
ても，ソーシャルスキルを構成する要素として「聞く」
「会話を始める」「自己主張する」「自分の感情を知る」「問
題がどこにあるか決める」など行動を分類したものや，
異性とつきあうスキル，集団行動のスキルなど状況を分
類したものなど多岐にわたり，サブスキルも含めると全
部で200以上のスキルを設定している場合もある??．一
方でソーシャルスキルは，コミュニケーションにおける
「個々の対人行動を問題とする具体的な概念」であるた
め???，相手から肯定的な反応を引き出すと思われる態度
や姿勢（例えば，分け隔てなく接するなど）は含まれて
いない．ソーシャルスキルやコンピテンスを評価する尺
度も多く開発されているが，それらの中にも態度や姿勢
を含めているものは極めて少ない??????．
そこで本研究では，ソーシャルスキルの構成要素を参
考にしつつ，実際にどのような人をコミュニケーション
能力の高い人と感じるのかというデータを基にして，対
人行動だけでなく態度や姿勢も含めたものをコミュニ
ケーション能力として設定する???．そしてその能力をど
れくらい持っているかの自己評価の高低，すなわち有能
感の高低がコミュニケーションの意欲を左右する要因の
１つであると想定し，検証を試みる．
よいコミュニケーションを行っていくためには，相手
の気持ちを察するという能力も必要になるが，このよう
な能力が高いとかえって心理的に負担になることもあ
る．例えば，町田???では，相手の気持ちを察する能力に
ついては高低に関係なくコミュニケーションで気疲れス
トレスを感じること，また自分の感情や考えを表出する
能力が高くても，気疲れストレスや相手との衝突で感じ
るストレスは減らないことを報告している．このような
ストレスはコミュニケーションしようとする意欲を弱め
ることになるかもしれない．しかし対人ストレス研究に
おいて，適切なコーピングによって心理的ストレス反応
が低減されるとの結果から類推すれば???，気疲れストレ
スがあったとしても，適切なコーピングを行うことに
よって意欲の低下につながらずに済むのではないかと考
えた．そこで，コミュニケーション能力のうち，その有
能感の高さが意欲の強さに直接的に影響を与えていない
場合があったとしても，ストレスコーピングを媒介とし
た意欲への間接的影響があると想定し，検証を試みる．
Ⅱ．研究方法
本研究は，質問紙調査で得られたデータを用いて分析
と考察を行う．まず，コミュニケーションの有能感，意
欲，ストレスコーピングについて因子分析を行い下位尺
度を構成する．次に有能感の下位尺度を説明変数，意欲
の下位尺度それぞれを基準変数とした重回帰分析を行
い，有能感と意欲の直接的な関係を見る．ストレスコー
ピングを媒介とした間接的な影響については，構造方程
式モデリングを行う．
2.1 調査対象
本稿の質問紙調査は２回行われている．１つ目は，2008
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年１月から2008年３月にかけて18歳～24歳の大学生
（札幌圏１大学）に対し，授業中に質問紙を配布・回収す
る方法とweb上に質問を掲載し回答を求める２つの方
法を用いて実施した．２つ目は2008年３月に１企業の協
力を得て，新入職員研修時に，質問紙を配布・回収する
方法で実施した．新入職員であるため，対象者は高校や
短大，大学を卒業したばかりでアルバイト以外の就労経
験のない18歳～24歳の男女である．このため２つ目の
調査対象者も大学在学生を対象にした１つ目の調査と，
年齢および社会的経験の点でほぼ同質であると考えた．
本稿で用いる項目についての有効回答数は165（男性41，
女性124）であった．
2.2 倫理的配慮
調査協力依頼の際は，調査趣旨を説明し，調査への参
加は自由意志によるものであること，無記名であること，
結果はすべて統計的に処理され個人は特定されないこ
と，研究目的以外で結果が利用されることはないことを
伝えている．
2.3 分析方法
調査で用いた質問紙は５つのカテゴリーで構成されて
いるが???，本稿ではそのうちのコミュニケーションの有
能感（22項目），ストレスコーピング（50項目），コミュ
ニケーションの意欲（７項目）の３種類を用いた．コミュ
ニケーションの有能感は，コミュニケーションで求めら
れる態度や行為について，どの程度できるかを問うもの
で，質問項目が回答者自身にどれくらいあてはまるかに
ついて，「あてはまる」（４点）から「あてはまらない」
（１点）までの４件法で回答を求めた．コミュニケーショ
ンでストレスを感じたときのコーピングの方法を問うス
トレスコーピングも，回答は同じく４件法を用い，それ
ぞれの項目を４点～１点とし，得点が高い方がそのコー
ピングをよく用いるとした．コミュニケーションの意欲
に対する回答は「そう思う」（４点）から「そう思わない」
（１点）までの４件法とした．
コミュニケーションの有能感のどの側面が意欲により
強く影響しているかを明らかにするために，因子分析で
得られたコミュニケーションの有能感の４つの下位尺度
を説明変数，意欲の２つの下位尺度それぞれを基準変数
として重回帰分析を行った（SPSS 15.0J）．さらにコ
ミュニケーションの意欲に対して直接的な影響を持たな
い下位尺度については，ストレスコーピングを媒介して
間接的に意欲の維持に関わっていることを確認するため
に，意欲を潜在変数とした構造方程式モデリングを行っ
た（Amos 17.0）．
2.4 尺度の構成
コミュニケーションの有能感と意欲の関連の分析に先
立ち，コミュニケーションの有能感，ストレスコーピン
グ，意欲について尺度構成を行った．いずれも主因子法，
プロマックス回転により因子分析を行い，１つの因子に．
40以上の因子負荷量をもつ項目を採用した．ストレス
コーピング尺度については，加藤??????をもとに３因子構
造を想定して行った．
有能感については４因子が抽出され，第１因子は自ら
積極的に人と関わり明るい雰囲気を作っていく行動特徴
に関するものであったので，社交性因子（６項目）と名
づけ，第２因子は相手の気持ちや周囲の状況に意識を向
けることに関するものであったので，相手志向性因子（６
項目）とした．第３因子はコミュニケーションの送り手
として考えや感情を表現できるかどうかに関するもので
あったため，自己表現因子（４項目），第４因子は傾聴の
姿勢を表す項目を含んだので傾聴因子（３項目）と呼ぶ
ことにした（表１）．４つの下位尺度のクロンバックα係
数は社交性α＝.811，相手志向性α＝.763，自己表現
α＝.813，傾聴α＝.668であった．
ストレスコーピング尺度の第１因子はストレスの原因
に対して前向きな姿勢で向き合おうとする項目が含まれ
たので，積極的対処因子（９項目）と呼び，第２因子は
その問題は自分にとって脅威ではないと考えることに
よってストレスを和らげようとする方略が含まれたので
認知的緩和因子（９項目），第３因子は友好的な関係の継
続や発展をもはや望まない方略であるため，関係放棄因
子（４項目）と名付けた（表２）．α係数はそれぞれ，
α＝.849，α＝.800，α＝.734であった．加藤???の対人ス
トレスコーピング下位尺度と対応させると，積極的対処
が加藤のポジティブ関係コーピングに，認知的緩和が解
決先送りコーピングに，そして関係放棄がネガティブ関
係コーピングにほぼ相当する．
コミュニケーションしようとする意欲については，肯
定的態度と回避的態度の２因子が得られた（表３）．いず
れの尺度においても下位尺度の項目の合計を下位尺度得
点とした．
それぞれの下位尺度の尺度得点の平均値及び標準偏差
を表４に示した．これらを用いて以降の分析を行った．
コミュニケーションの有能感尺度について，性差の検
討のために t検定を行ったところ，社交性において女性
が高い傾向が認められた．しかしそれ以外の下位尺度に
ついて性差が認められなかったことから，本稿の分析の
範囲では性差の影響は小さいと考え，以降の分析は男女
を分けずに行った??．
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表1 コミュニケーションの有能感の因子分析結果（主因子法，プロマックス回転)
因子
質問項目 第１因子社交性
第２因子
相手
志向性
第３因子
自己
表現
第４因子
傾聴 共通性
誰とでもうまくやっていくことができる .836 .649
いつも笑顔でいることができる .669 .493
人と話していて話題が途切れない .585 .586
人見知りせず積極的に人と関わる .575 .438
誰に対しても分け隔てなく接する .569 .385
楽しい雰囲気を作り出すことができる .533 .435
話している相手の気持ちのちょっとした変化を感じる .645 .483
相手の気持ちを察することができる .644 .426
相手に気配りをすることができる .527 .368
その場の雰囲気を読むことができる .523 .508
感情をコントロールすることができる .459 .277
相手が自分の言葉をどう解釈するか考えながら話す .419 .247
自分の意見や考えをわかりやすく人に伝えることができる .899 .724
伝えたいことを言葉で表現することができる .674 .654
自分の感情をうまく伝えることができる .639 .508
語彙が豊富である .624 .380
適度なあいづちをうつことができる .625 .472
相手の話をじっくりと聴くことができる .608 .499
相手の話す内容を正確に理解しようと努める .435 .270
因子寄与（回転後） 3.604 3.205 3.377 2.587
因子寄与率 26.492 9.119 7.100 3.668
累積寄与率 26.492 35.612 42.711 46.380
因子間相関 第１因子 社交性 .282 .432 .376
第２因子 相手志向性 .303 .379
第３因子 自己表現 .344
表2 ストレスコーピングの因子分析結果（主因子法，プロマックス回転)
因子
質問項目 第１因子
積極的対処
第２因子
認知的緩和
第３因子
関係放棄 共通性
この経験から何かを学ぶと思うようにする .719 .490
この経験を反省し，次にいかそうと思う .712 .554
人間として成長すると思うようにする .699 .530
相手をよく理解しようとつとめる .686 .539
相手の気持ちになって考えてみる .671 .431
これまでの経験を思い出して解決方法考える .634 .363
相手ともっとコミュニケーションをとろうと努力する .518 .294
自分のとった方法を反省し，違う方法を試す .489 .251
相手を不快にしていたら，謝る .445 .232
何とかなると思うようにする .688 .490
こんな悩みはちっぽけな悩みだと思う .663 .475
何を言われても聞き流す .628 .354
深刻に受け止めないようにする .606 .347
気にしないようにする .516 .242
楽しみにしている予定や計画を思い浮かべる .501 .323
忘れるよう努力する .474 .325
自分は自分らしくあればいいと思う .471 .227
別のことを考えて気を紛らわす .424 .316
理解したり，理解されることをあきらめる .712 .511
その人とうまく付き合うことをあきらめる .679 .519
相手にされたことと同じことをして相手にも不快感を与える .580 .348
ひきこもる .552 .281
因子寄与（回転後） 3.906 3.149 2.063
因子寄与率 18.962 12.576 6.548
累積寄与率 18.962 31.537 38.086
因子間相関 第１因子 積極的対処 .255 －.161
第２因子 認知的緩和 .198
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Ⅲ．結果
3.1 コミュニケーションの有能感と意欲の関連
コミュニケーションの有能感の４つの下位尺度を説明
変数，意欲の肯定的態度を基準変数として行った重回帰
分析の結果は，社交性（β＝.552,p＜.001）と傾聴
（β＝.180,p＜.05）の標準偏回帰係数が有意になり，決定
係数Ｒ?は.388,p＜.001であった．しかし相手志向性と
自己表現は有意にはならなかった．意欲の回避的態度を
基準変数，コミュニケーションの有能感のすべての下位
尺度を説明変数として行った重回帰分析の結果は，決定
係数R?が.094,p＜.01で，社交性（β＝－.287,p＜.01）
のみが有意であった（表５）．
3.2 意欲に対するコミュニケーションの有能感の
間接効果
コミュニケーションの有能感のうち，重回帰分析で肯
定的態度に有意な影響が認められなかった相手志向性と
自己表現について，ストレスコーピングを媒介にした影
響の有無を確認するために，意欲を潜在変数とした構造
方程式モデリングを行った（図１及び図２）．いずれも母
数の推定は最尤法を用いた．図１の相手志向性について
は，χ2乗値が５％水準で有意となったこと（χ?(6)＝
15.19 p＜.05）とRMSEAが.097となり，適合の目安
とされる.08を上回ったが，GFI＝.974，AGFI＝.907で
あったのでモデルとして採用すると判断した．相手志向
性から意欲に対しては重回帰分析と同様に有意な直接効
果が見いだせなかった（因果係数.11,n.s.）が，積極的対
処コーピングを媒介とした間接効果は，.11(.24
(p＜.01)×.45(p＜.001）），関係放棄を媒介とする間接
効果は.10(－.23(p＜.01)×－.45(p＜.001））であった．
表3 コミュニケーションの意欲の因子分析結果（主因子法，プロマックス回転)
因子
質問項目 第１因子
肯定的態度
第２因子
回避的態度 共通性
人とコミュ二ケーションすることが好きだ .832 .792
わずらわしいこともあるかもしれないがいろいろな人と関わりあっていきたい .743 .466
人とのコミュニケーションは自分を豊かにする .589 .307
コミュニケーションで少し嫌な思いをしても立ち直っていける .381 .174
なるべく人とはつきあいたくない .959 .846
仲のよい友人達とだけつきあっていければいい .561 .357
人とのコミュニケーションは自分を疲れさせる .510 .247
因子寄与（回転後） 2.111 1.925
因子寄与率 34.809 11.692
累積寄与率 34.809 46.501
因子間相関 第１因子 肯定的態度 －.480
α係数：肯定的態度α＝.710，回避的態度α＝.705
表4 各下位尺度の平均値及び標準偏差
下位尺度 平均値 標準偏差 得点可能範囲
社交性 15.81 3.52 6－24
相手志向性 18.03 2.97 6－24
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
有
能
感
自己表現 9.65 2.49 4－16
傾聴 10.04 1.56 3－12
積極的対処 27.67 5.24 9－36ス
ト
レ
ス
対
処 認知的緩和 24.24 5.48 9－36
関係放棄 7.19 2.69 4－16
肯定的態度 13.22 2.13 4－16意
欲 回避的態度 6.48 2.3 3－12
図1 相手志向性，ストレスコーピング，意欲の関連
表5 コミュニケーションの有能感下位尺度を説明変数，意
欲の下位尺度を基準変数とした重回帰分析
説明変数 基準変数
肯定的態度 回避的態度
β β
社交性 .552??? －.287??
相手志向性 .019 －.018
自己表現 －.043 .053
傾聴 .180? －.077
R .623??? .307??
（R?） (.388) (.094)
調整済みR? .373 .072
?p＜.05,??p＜.01,???p＜.001
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自己表現を観測変数，意欲を潜在変数としたモデルに
ついては，χ２乗値が５％水準で有意となったこと（χ?
(6)＝16.46,p＜.05）とRMSEAが.103となり，適合が
悪いとされる目安の.10をわずかに上回ったが，
GFI＝.972,AGFI＝.900であったのでモデルとして採
用すると判断した（図２）．
自己表現から意欲に対しては，相手志向性の場合と同
様に有意な直接効果が見いだせなかった（因果係数.14,
n.s.）が，自己表現から積極的対処コーピングへのパス
は.21(p＜.01），また積極的対処コーピングから意欲へ
のパスは.45(p＜.001）であり，それぞれ有意となった．
同様に自己表現から関係放棄コーピングへのパス
は－.15(p＜.05），また関係放棄コーピングから意欲へ
のパスは－.46(p＜.001）であり，それぞれ有意な負の影
響を与えていた．
相手志向性，自己表現いずれの場合も，認知的緩和の
コーピングを媒介とした場合は意欲に対して有意な影響
をもたらすことはなかった．
Ⅳ．考察
重回帰分析の結果（表５）からは，肯定的態度に対し
て社交性と傾聴についての有能感が直接的に影響を与え
る一方で，相手志向性と自己表現は影響を及ぼさないこ
とが示され，コミュニケーションの有能感のどの側面が
意欲とかかわるのかをより詳しく捉えることができた．
社交性については，質問項目の内容自体がコミュニケー
ションを楽しむ姿勢に関連しているので，その有能感が
肯定的態度に結びつくことは妥当な結果であった．傾聴
が肯定的態度につながるのは，相手の話をじっくりと聴
くことにより相手によい印象を与え，その結果相手から
肯定的なフィードバックを得るからではないかと考え
る??．また，聞き役に徹していれば意見の対立による関係
の悪化を招くこともなく，意欲を失う事態に陥らずにい
ることも考えられる．
一方で相手志向性が意欲に直接的に影響を与えていな
かった結果については，相手やまわりの雰囲気に意識を
向け，相手の気持ちのちょっとした変化を感じる能力が
高く，常に敏感に気配りをする場合は，気を遣いすぎた
り，気づかなくてもよいことまで察知してしまい，疲労
するからではないかと推測される．逆に相手の気持ちを
察することができない場合は，自分勝手な印象を与える
ために，他者との関係がうまく維持されない．そのため
どちらの場合でもコミュニケーションの意欲を維持でき
ないとの結果になったのではないかと考える．自己表現
が意欲と結びつかないのは，表現が下手であればうまく
伝えられないことに起因する劣等感や誤解につながり，
有能感が高い場合は，自分の考えや感情を積極的に表現
して，相手との軋轢を生み出したり，日本のように主張
することが文化的に抑制されている社会においては好ま
しい態度とは思われない場合もあるからではないかと推
測している．
相手志向性や自己表現のようにその能力が高いことが
必ずしも意欲に直接的に影響を及ぼさないとしても，こ
の能力のゆえに感じる気疲れや煩わしさにうまく対処し
ていれば，意欲につながる場合もあると考えて行った構
造方程式モデリングの結果，相手志向性も自己表現もス
トレスを前向きに捉えて解決方法を考える積極的対処の
コーピングを用いたり，あきらめるというコーピングは
選択しないことにより意欲への効果があった．このこと
から相手に対する敏感さや伝えたいのに伝わらないスト
レスを感じることがあっても，適切なコーピングを行い
ストレス耐性を高めていくことで意欲の維持につながる
可能性があることが示された．
一方で，気にしないようにするなどの認知的緩和コー
ピングを媒介とした場合は相手志向性，自己表現いずれ
の場合も，意欲に対して有意な影響を見出せなかった．
加藤???では，認知的緩和コーピングに相当する解決先送
りコーピングが心理的ストレス反応の低減や友人満足感
に有意な影響を与えているので，このコーピングを本稿
での分析に加えたが，それとは異なる結果となった．聞
き流したり気にしないようにするコーピングは，心理的
ストレス反応の緩和には有効なコーピングではあったと
しても，ストレスを乗り越えて意欲につなげていくには
消極的すぎるのかもしれない．
対人ストレスコーピング研究においては，積極的に問
題解決を図ろうとすれば対処方略に伴うコストも大きい
などの理由からストレス反応の上昇を招くという研究結
果もある???．しかし本研究の結果からは，コミュニケー
ションの意欲については，たとえそのためにさらなるス
トレスを感じることがあったとしても，積極的に問題に
図２ 自己表現，ストレスコーピング，意欲の関連
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取り組むことが，最終的にはコミュニケーションの意欲
に結びついていくことが示唆されたのではないかと考え
る．
Ⅴ．結語
本研究は，２つの課題の解明を目的として行った．１
つ目は，コミュニケーションをしようとする意欲に対し
て，コミュニケーションの有能感が影響を与えているこ
と，さらに有能感のどの側面がどの程度影響を与えてい
るかを明らかにすることであり，２つ目は，コミュニケー
ションの有能感が意欲に対して，コーピングを介して間
接的にも影響を与えていることを見出すことである．因
子分析によって得られた下位尺度を説明変数として行っ
た重回帰分析からは，意欲の肯定的側面に対しては社交
性と傾聴が正の影響を与えていること，また社交性が意
欲の回避的側面に対して負の影響を与えていることがわ
かった．一方で相手志向性や自己表現は関係していない
ことも明らかになった．
その結果を踏まえ，ストレスコーピングを媒介とした
間接的影響の有無を確かめるために，自己表現と相手志
向性についてモデルを構成し，構造方程式モデリングを
行った．その結果意欲に対して直接的効果が見いだせな
い相手志向性や自己表現についても，ストレスを前向き
に捉えたり問題を解決しようとするコーピングによって
意欲が維持されていることを示すことができた．このこ
とは，コミュニケーションに自信がない，積極的にコミュ
ニケーションする気になれないなどの問題に陥らないた
めに，コミュニケーション能力の向上だけでなく，スト
レス耐性の強化も平行して行うことが重要であることを
示唆していると考える．
本研究では，意欲が主観的なものであることから，そ
れに影響を与えるコミュニケーション能力についても自
己報告による主観的評価を用いた．しかし自己評価によ
る限界もある．例えば傾聴の各項目の平均得点は3.35
と，社交性の2.63，自己表現の2.41に比べても高く，実
情よりも過大評価している可能性も疑われた．このよう
な問題は「じっくりと話を聞いてくれる人だと，周りの
人から言われる」のように他者評価を問う質問項目にす
ることでも改善できるかもしれないが，将来的にはコ
ミュニケーション能力を客観的方法で評価する方法を開
発し，有能感だけでなく実際のパフォーマンスを評価す
ることが必要だと考える．意欲についても，本研究では
肯定的態度と回避的態度という２次元で構成されると考
えたが，その扱いでよいかどうか，そして性格特性と強
く関連すると思われる社交性を能力として位置づけるべ
きかも含め，取り組むべき課題は多く残されている．し
かし意欲を左右する要因を明らかにしていくことは，コ
ミュニケーションの回避や対人関係構築の弱さを指摘さ
れる現代のコミュニケーション問題に取り組む手がかり
となると考え，さらなる解明を進めていきたいと考えて
いる．
注
⑴ 代表的なソーシャルスキル尺度のKiSS-18においても
約1000名のデータのパーセンタイル値では，平均値に男
女の差がないと報告されている???．これらの結果は，一般
に考えられている，男女のコミュニケーション能力には
違いがあるのではとの推測と一致しない．実際は能力に
差があるにもかかわらず，主観的には男女とも同じよう
に自らの能力を評価しているのか，それとも評価結果の
とおり能力に差はなくとも，表出の程度やスタイルなど
の違いがコミュニケーションでの男女の振る舞いの違い
を生み出しているのか，興味深い課題である．
⑵ 例えば，「自分の話に耳を傾けてくれる人の言うことを，
人はよく聞くもの」と言われている???．
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Abstract: Carson McCullers’The Member of the Wedding is a coming-of-age narrative,in which the
 
tomboy protagonist,Frankie,grows up from a naı?ve childhood to the thresholds of adult womanhood.
Many critics argue that Frankie finally gave up her tomboyishness and is confined to femininity.This
 
paper aims to reexamine this reading and explores the subversive potential of Frankie’s queer
 
identity.First,it examines what “tomboyhood”means in the patriarchal southern society where the
 
protagonist grows. Next, in Chapter III, it investigates Frankies’fear, which is related to adult
(hetero)sexuality,while comparing it with another of McCullers’tomboy,Mick Kelly in The Heart Is
 
a Lonely Hunter.Chapter IV examines the role that Berenice,an African-American housekeeper/
surrogate mother, plays toward Frankie’s sexual orientation and argues that her role is more
 
ambiguous and queer than it used to be considered.Finally I will reexamine the ending of the story,
in which Frankie seems to end up confining herself in the normative gender code.This reconsideration
 
will show that she does not completely surrender to the norm:moreover,the reader can find the latent
 
Frankie’s homosocial/homosexual desire in her friendship with a new friend Mary Littlejohn,and this
 
queer desire offers the potential of breaking out of the patriarchal/heterosexual society.Therefore,
we can conclude that despite giving up her tomboy identity,Frankie’s feminization,or heterosexual-
ization, is never truly complete, and there remains a possibility for her to gain an alternative
 
subjectivity.The Member of the Wedding is a queer coming-of-age narrative.
Keywords: Gender/Sexuality,Coming-of-age Narrative,Queer Theory
フランキーのクィアな抵抗
―?マッカラーズの『結婚式のメンバー』を読む―?
松 井 美 穂
札幌市立大学デザイン学部
抄録：カーソン・マッカラーズの『結婚式のメンバー』は，〝tomboy"である13才の主人公フランキーが
兄の結婚を通して，ナイーブな子ども時代から成人の世界へと一歩参入するという，少女の成長物語
（coming-of-age narrative）である．多くの批評家は，この小説の結末においてフランキーは両性具有的な
tomboyの世界をあきらめ，従来のジェンダー規範にそう女性性を身につけると解釈する．本稿ではそのよ
うな読みに対して，フランキーのジェンダー・アイデンティティやセクシュアリティは結末においても曖
昧であり，むしろ家父長制とその異性愛主義を攪乱するクィアなアイデンティティをマッカラーズは意図
していたことを論じる．その際，同じマッカラーズの tomboyである『心は孤独な旅人』のミックと比較
し，両者の成長過程および異性愛を基盤とした性規範に対する態度の相違を検討する．さらに，従来，伝
統的な性規範へとフランキーを導くと考えられていた黒人の家政婦ベレニスのフランキーの sexual ori-
entationにおける曖昧な，むしろクィアとも言える役割について分析する．最後に物語の最終章を再検討
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し，フランキーの新たな友人メアリー・リトルジョンとの関係におけるホモソーシャル／ホモセクシュア
ルな欲望の，異性愛主義における攪乱的意味を検討し，また結末においてもフランキーの女性化／異性愛
化は未完成なのであり，そこには，あらたな性主体の可能性が見いだされることを指摘する．
キーワード：ジェンダー／セクシュアリティ，成長物語，クィア理論
Ⅰ.Introduction
 
Carson McCullers’The Member of the Wedding is
 
a coming-of-age narrative in which the tomboy Fran-
ces Addams progresses from the naı?vete?of childhood
 
to the threshold of adulthood through her brother’s
 
wedding;during this process, she changes her name
 
from the boyish “Frankie”to the feminine “F. Jas-
mine”and finally,to her real name,“Frances.”In the
“green and crazy summer”??, she spends most of her
 
time with her African-American housekeeper Ber-
enice and five-year old cousin John Henry in the
“silent and crazy and sad”kitchen??, because, being
 
denied initiation into the older girls’club,she is not a
 
member of anything. This sense of alienation annoys
 
her very much. Moreover,various aspects of her life,
such as her freakish outlook and a sense of confine-
ment in a small southern town worry and frustrate
 
her. Then, one day, in order to break through this
 
sense of stagnation,she decides to join her brother’s
 
wedding and honeymoon;however,her plan fails and
 
ends in disillusionment.
The coming-of-age narrative,or the novel of adoles-
cence,tends to have a form of initiation story“where
 
the protagonist experiences a significant change of
 
knowledge or character”??. However,adolescence is
 
a different experience for boys and girls in a male-
oriented society; as Judith Halberstam argues, “if
 
adolescence for boys represents a rite of passage ...
and an ascension to some version (however attenuat-
ed)of social power,for girls adolescence is a lesson in
 
restraint,punishment,and repression”??.
This story is also interpreted as one in which a
 
tomboy is finally confined to a limited world. For
 
example,Keith E.Byerman argues that Mick Kelly,
another of McCullers’tomboyish characters, in The
 
Heart Is a Lonely Hunter and Frankie“are compelled
 
to take on a more socially acceptable feminine iden-
tity”??.??Louise Westling goes so far as to state that
 
the ambitious tomboy changes into“a giddy teenager,
having accepted her femininity”??. However, these
 
interpretations do not seem to listen to and read what
 
Frankie/the narrator does not/can not express in
 
words:her fear and desire under the surface of the
 
text.
In the novel, the narrator repeatedly describes
 
Frankie as being “afraid.”At the beginning of the
 
story, we are told that “Frankie had become an
 
unjoined person who hung around in doorways, and
 
she was afraid”??. Then,we notice Frankie’s fear as
 
she stands beside the arbor, which she has already
 
grown too tall to walk under:“Frankie was afraid.
She did not know what caused this fear,but she was
 
afraid”??. Here, the narrator does not describe the
 
object of Frankie’s fear,although it is not too difficult
 
to assume what it is. However,what I would like to
 
draw attention to is the narrator’s deliberate failure to
 
mention it,which suggests a more important point―?
namely,Frankie’s inability to articulate her own feel-
ings.
There is another feeling that Frankie cannot under-
stand or name; the narrator expresses this as “the
 
tightness.”When Frankie recollects the visit of her
 
brother and his bride, the narrator states that there
 
was“something about this wedding that gave Frankie
 
a feeling she could not name”in her mind??. Then,
while wondering “who she was and what she was
 
going to be in the world,”Frankie“was afraid, and
 
there was a queer tightness in her chest”???. Several
 
pages later, this “queer tightness”is related to the
 
bride and groom:
...and the first sight of her brother and the bride
 
had shocked her heart. Together they made in
 
her this feeling that she could not name. But it
 
was like the feeling of the spring, only more
 
sudden and more sharp. There was the same
 
tightness and in the same queer way she was
 
afraid.???
In this manner,when narrating Frankie’s inner world,
the third-person narrator in this novel evades the
札幌市立大学研究論文集 第４巻 第１号（2010)16
 omniscient point of view, and his/her viewpoint is
 
adjusted to that of a twelve-year old girl who is too
 
young and naı?ve to understand the change inside and
 
outside herself. Yet,what the narrator does not try
 
to explain seems to further urge us to read the unex-
plainable matter in the text.
The purpose of this paper is to explore what Fran-
kie/the narrator does not/cannot verbalize and the
 
significance of her attempt to be a member of the
 
wedding. Then,it examines the seemingly problem-
atic ending of the novel, regarding which, as
 
mentioned above,many critics conclude that Frankie
 
is finally confined to conventional femininity. This
 
reconsideration of the ending leads one to a reading of
 
the novel not as an ordinary coming-of-age narrative
 
but as a queer coming-of-age narrative,in which the
 
protagonist’s initiation into normal adulthood seems
 
finally complete;however,from the queer perspective,
this initiation is not finished.
Ⅱ.The Wedding:Normalizing a Tomboy
 
Wearing a pair of shorts and a B.V.D.undervest and
 
sporting a short haircut like that of a boy,Frankie fits
 
the image of a stereotypical tomboy. She lives alone
 
with her father, as her mother died during delivery,
and her brother is in the army. She practices throw-
ing knives and carries her father’s pistol all over town,
shooting the cartridges in a vacant lot. Frankie’s
 
dream is to go to war,and the fact that she cannot do
 
this makes her restless and blue. In fact,she wants
 
to be a boy. Her appearance, conduct, and desires
 
show that Frankie transgresses the gender code of the
 
South,where the ideal notion of womanhood prevailed
 
during the time when McCullers was writing her
 
novels. Therefore,Frankie,a tomboy,who possesses
 
these cross-gender qualities, can be regarded as
 
threatening the gender normativity of the society.
However, as several critics point out, the gender
 
deviance of tomboys is not always denied; on the
 
contrary, it is accepted under certain conditions in
 
society. In American culture, Michelle Ann Abate
 
argues, the “strength, independence, and assertive-
ness”of tomboys are not completely denied, but
 
rather, can be valued as long as they are “young
 
girls”???. Even in the South,during McCullers’time,
boyishness was accepted for girls,and“tomboys,”as
 
Westling points out,“had complete physical freedom
 
and often served as a lively companion for her father,
temporary stand-in for a son...”???.??However,signif-
icantly,being a tomboy is not “a lifelong identity”???:
tomboyishness is a quality that only a young girl is
 
allowed to possess,not a grown woman. When tom-
boys reach the beginning of adolescence, they are
“expected to slough off tomboyish traits”???and “to
 
begin the metamorphosis”into ideal womanhood???.
Thus,adolescence is the time for“tomboy taming”???.
“As a girl,”Westling points out, “the tomboy is
 
charming,but as an adult she is grotesque”???. In this
 
manner,tomboyishness might be tolerated,only as far
 
as the girl obeys the gender normativity that governs
 
the male-oriented society when she enters into adult-
hood. If she breaks it,she will be punished???;as an
 
adult tomboy of McCullers, Miss Amelia in The
 
Ballad of the Sad Cafe? is defeated/punished in the
 
boxing fight by her ex-husband. Thus,it can be said
 
that a coming-of-age narrative in which a tomboy is
 
finally initiated into normal womanhood can enhance
 
the ideology of gender normativity.
Frankie is now reaching the age when she ought to
 
normalize her tomboyishness. Before the summer,
Frankie worked for her father every Saturday after-
noon and even slept in the same bed with him;she was
 
a “son”of her father. However, just as summer
 
began,she was unexpectedly denied the right to sleep
 
next to her father. She feels much frustrated by his
 
denial and cannot really understand the reason for the
 
change in his attitude, although it certainly implies
 
that Frankie can no longer remain in her tomboyish
 
childhood. Frankie’s father proclaims that she is not
 
his son but his daughter,with whom a father is not
 
allowed to sleep and requires her to obey his com-
mand.
As is implicit in her father’s rejection, “tomboy
 
taming”includes making young girls aware of“nor-
mal”adult sexuality. The most powerful factor that
 
compels young girls to abandon their tomboyishness,
Abate claims,is“pressure to get married and become
 
a mother”; therefore, many tomboy narratives end
 
with “the all-too-familiar trope of wedding bells and
 
baby cries”???. Tomboys are obliged to make them-
selves more feminine,find a man,learn about sex,and
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 prepare for motherhood. As Sarah Gleeson-White
 
argues,all weddings represent“the domestication and
 
heterosexualization of social relations”???.
Although it is not her own, the wedding of her
 
brother has a great impact on Frankie:“When her
 
brother and the bride came to the house, Frankie
 
knew that everything was changed...”???. The change
 
Frankie expects the wedding will bring is obviously a
 
positive one. First, it gives Frankie a chance to
 
avoid alienation by being a member of the wedding.
Moreover, she can fulfill her aspiration of escaping
 
her “ugly”house and the suffocating small southern
 
town and venturing out into the world by following
 
the honeymooning couple. The wedding seems, at
 
least to Frankie,to give her a sense of identity,free-
dom,and connection with other people,as,at the end
 
of Part I,she describes her expectations as follows:
At last she knew just who she was and understood
 
where she was going. She loved her brother and
 
the bride and she was a member of the wedding.
The three of them would go into the world,and
 
they would always be together. And finally,
after the scared spring and the crazy summer,she
 
was no more afraid.???
Meanwhile, the wedding makes Frankie face
 
another type of change, a change in her self-
recognition, which causes her much uneasiness.
After hearing about her brother’s marriage,Frankie
 
worries whether her figure is suitable for the cere-
mony and often looks at herself in the mirror,only to
 
see her image as“warped and crooked”???,contrary to
 
the “prettiest”???and “natural”???bride and groom.
The reflection of her body makes her fear that others
 
would consider her as a freak,like the ones she saw at
 
the House of Freaks. Thus, she tells Berenice that
 
she has to improve herself,that is,normalize herself
 
before her wedding, although it is not easy to cast
 
aside her fear.
Frankie looked for a last time at herself in the
 
mirror and then she turned away. She thought
 
about her brother and the bride,and there was a
 
tightness in her that would not break.???
The bride and groom and the wedding itself make
 
Frankie aware of her unnaturalness and freakishness
 
because she is transgressing the gender code,and this
 
self-awareness,or the fear it brings about,might be
 
expressed by the word “tightness.”Frankie’s words,
“I doubt if they［freaks］ ever get married or go to
 
a wedding”???,show that she recognizes that marriage
 
and freakishness are incompatible. Thus, at the
 
beginning of Part II,on the day before the wedding,
with her new name,F.Jasmine,she appears dressed as
 
an adult woman, in “the pink organdie,”putting on
“lipstick and Sweet Serenade”???,making herself fit
 
for the gender code. Moreover,she goes so far as to
 
have a heterosexual relationship with a man,promis-
ing to have a date with a soldier she happens to meet.
Frankie’s metamorphosis indicates that she internal-
izes the code of gender/sexual normativity to some
 
extent, perhaps unconsciously, although as will be
 
examined later,this masquerade makes her the object
 
of male desire. Thus, in the crazy summer, the
 
wedding brings to Frankie the season of normalizing
 
her gender and sexuality.
Ⅲ.Fear of Sex,Fear of Marriage
 
As mentioned in the last section,the wedding makes
 
Frankie face the problems of her gender/sexual iden-
tity. Yet,at the age of 12,Frankie is too naı?ve and
 
innocent about sex. She cannot understand, or
 
rather, seems to rebel against understanding adult
 
sexuality. When the older girls talk about the“nasty
 
lies about married people”???,Frankie does not under-
stand what they mean. However,in order to join the
 
girls’club,she must be party to this secret of marriage
 
and adult sexuality.
Despite her rejection of the truth about sex,heter-
osexuality gradually infiltrates Frankie’s world. One
 
day, she happens to commit a “queer sin”with her
 
neighbor Barney MacKean,which creates a shriveling
 
sickness in her stomach and makes her dread every-
one’s eyes???. Frankie hates Barney to such an extent
 
that she plans to kill him with a pistol or a knife.
This violent reaction,although in her imagination,can
 
be interpreted as queer revenge on heterosexual sex
 
with phallic tools in order to avenge her autonomy
 
having been damaged by engaging in a sexual act with
 
a boy. As Barbara A.White claims,“...resistance to
 
sex is almost universal in novels of female adoles-
cence. The reason is always the same: adolescent
 
heroines view sex as domination by a man”???.
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Here,it is significant to note the difference in the
 
reactions to sexual experience between Frankie and
 
Mick in The Heart Is a Lonely Hunter. In contrast
 
to Frankie,who is harassed by her sense of guilt,Mick
 
does not feel guilty after having sex with her neighbor
 
Harry, nor does she worry about the loss of her
 
virginity. Rather, the one who is more deeply
 
affected is Harry,who tells Mick,“It was all my fault.
Adultery is a terrible sin...”???. When walking back
 
home, she feels that she is “a grown person now,
whether she wanted to be or not”???. This experience
 
has different results for both of them:Harry leaves
 
town for a job somewhere else and Mick,although she
 
wants to stay in school,must work at Woolworth’s to
 
support her family. They used to be good comrades
 
sharing their interests in mechanics. However,now,
Harry enters manhood and Mick is forced to enter
 
womanhood;that is,the boy goes into the world,and
 
the girl is confined to the home. Compared to Mick,
Frankie’s reaction to sex reveals not only her naı?vete?
but also her vague awareness of what a sexual rela-
tionship with a man means to a woman. Frankie’s
 
sense of guilt is akin to her fear of losing her freedom
 
or herself as a result of having sex.
The summer of the wedding is the time for Frankie
 
to recognize the secret connection between sex and
 
marriage. Near the end of Part I, after discussing
 
her brother’s wedding with Berenice,Frankie recalls
 
an experience that she had at the age of 9,when she
 
accidentally saw the lodgers in her house making love.
Frankie mistook what she witnessed as “a fit”and
 
Berenice,when asked what the matter was with them,
replied that it was “just a common fit”???. Remem-
bering the scene, Frankie,who is now 12 years old,
feels that the conversation with Berenice about her
 
brother’s wedding was somehow wrong;further, her
 
feelings are as follows:
She looked at her dark ugly mug in the mirror.
The conversation about the wedding had some-
how been wrong. The questions she had asked
 
that afternoon had all been the wrong questions,
and Berenice had answered her with jokes. She
 
could not name the feeling in her,and she stood
 
there until dark shadows made her think of
 
ghosts.???
Again,Frankie has a feeling that she cannot name,
but we can assert that it is fear caused by what
 
married men and women do. Just after this recollec-
tion, the idea of “being a member of the wedding”
comes to her,and as mentioned before,for Frankie,on
 
the surface,it means casting off her fear of loneliness
 
and sense of bewilderment. However, considering
 
that the fear of adult sex and marriage brings this
 
idea to her,being a member of the wedding can also
 
be read as Frankie’s subconscious denial and obstruc-
tion of the heterosexual relationship or as a symbolic
 
act of resistance to heterosexism,which is the norm of
 
patriarchal society.
In Part II, as we have already seen, Frankie
 
reinvents herself with the name F. Jasmine and a
 
feminine appearance in order to adjust to the wedding.
Then,she feels as though“the town opened before her
 
and in a new way she belonged,”and“all was natural
 
in a magic way”???,which suggests that she feels the
 
success of normalizing herself. Frankie is so excited
 
that she tries to share her plans about the wedding
 
with anyone she meets and dares to enter the Blue
 
Moon Cafe? where she has never been because she
 
knew“in an unworded way that it was a forbidden
 
place to children”???. There, she encounters a red-
headed soldier who asks her to go on a date with him.
His intention is to have sex with her,which Frankie
 
cannot recognize, although she feels that “their con-
versations would not join together, and underneath
 
there was a layer of queerness she could not place and
 
understand”???. It is not until she is in the soldier’s
 
room that she notices his desire and after escaping
 
with fierce resistance,she remembers“a common fit”
and nasty Barney;however,at that time,“she did not
 
let these separate glimpses fall together”???. It is
 
when she is determined to run away from home after
 
failing to leave with the bride and the groom that
 
Frankie really understands the truth about adult
 
heterosexuality. Unsuccessful in her endeavor to be
 
part of the couple’s honeymoon, she wonders about
 
marrying the soldier in order to leave home. Then,
she has a sudden revelation:“...all at once a fit in a
 
front room, the silence, the nasty talk behind the
 
garage―?these separate recollections fell together in
 
the darkness of her mind ... so that in a flash there
 
came in her an understanding”???.
The wedding encourages her to dress like an adult
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 woman, but ironically, this feminine masquerade
 
makes Frankie appear as though she is a prostitute:
unintentionally, she becomes an object of masculine
 
desire. Her final attempt to leave home by herself
 
results in failure as she is caught by a police officer,
and she finds“the reflection of her own lost face”in
 
his eyes???. Normalization brought by the wedding
 
makes Frankie feel lost;the truth she finally discovers
 
is that heterosexual normativity requires females to
 
be objectified and makes her lose her subjectivity.
Ⅳ.Berenice with a Blue Glass Eye
 
In order to discuss Frankie’s gender and sexual
 
identity,it is necessary to closely examine the role of
 
Berenice. To Frankie, Berenice is a mother figure
 
and a mentor who encourages her to grow up and be
 
a heterosexual woman according to the social gender
 
norms. White notes that“Berenice’s advice to Fran-
kie is a classic compression of traditional ‘womanly
 
wisdom,’”and even says that“no real mother could do
 
a more thorough job of socialization”and that Ber-
enice is“a completely man-oriented woman”???. Ber-
enice tells Frankie to“get clean”and fix herself nicely
 
for her brother’s wedding???. When Frankie worries
 
about her height,Berenice suggests that marrying will
 
certainly stop Frankie’s growth???,which implies that
 
marriage might make her a normal female.
The purpose of Berenice’s mentorship is not only to
 
feminize Frankie but also to heterosexualize her.
She is a heterosexual-oriented woman,“not the kind
 
of person to go around with crowds of womens［sic］,”
but rather “to go out with a beau”???;therefore, she
 
urges Frankie to find“a nice little white boy beau”???.
She also teaches Frankie that without exception, a
 
couple consists of a male and a female. When Fran-
kie insists on joining the couple on their honeymoon,
Berenice cautions her by referring to the story of
 
Noah and the Ark:“He［God］ admitted them crea-
tures two by two”???.
However,Berenice’s role is not limited to normaliz-
ing Frankie;on the contrary,it seems more complex
 
and ambiguous than White thinks it to be. The
 
heterosexual relationships that Berenice represents do
 
not seem normal; in fact, they are represented as
 
rather grotesque. She has been married four times:
first,when she was 13 years old,which makes 12-year-
old Frankie uneasy. The first husband was a very
 
good one,but the other three were“all bad,each one
 
worse than the one before,and it made Frankie blue
 
just to hear about them”???. The last husband
“gouged out Berenice’s eye and stole her furniture
 
away from her”???, so that “her left eye was bright
 
blue glass”???. Her artificial blue eye symbolizes the
 
gruesome reality of the heterosexual relationship.
Undeniably,Berenice’s descriptions of her marriages
 
affect Frankie deeply, as “Frankie could not keep
 
still,”after hearing about Berenice’s marriages???.
Berenice’s sexual orientation is undoubtedly rooted
 
in heterosexism;however,what is even more signifi-
cant in this case is that she introduces“queer”things
 
into Frankie’s world. Berenice says that it gives her
 
the creeps when she sees freaks,but she never stops
 
Frankie and John Henry from being exposed to
 
freaks, one of whom is a “Half-Man and Half-
Woman”;moreover,it is Berenice who informs Fran-
kie and John Henry of Lily Mae Jenkins,a boy who,
with“a pink satin blouse,”fell in love with a man and
“turned into a girl”???. John Henry,who wears Fran-
kie’s clothes and is an androgynous character,is fas-
cinated by the story of Jenkins,while Frankie seems
 
to pay little attention to it. However, considering
 
that later,when these three talk about how to improve
 
the world,Frankie’s idea is to create a world where
“people could instantly change back and forth from
 
boys to girls, whichever way they felt like and
 
wanted”???,it appears that the story of changing sexes
 
through a homosexual relationship has been latent in
 
Frankie’s mind. Berenice insists that “the law of
 
human sex”is exactly right just as it is,but her story
 
of Jenkins certainly casts a queer shadow on Frankie.
Berenice is a heterosexist who never denies that there
 
always exist queer desires in heterosexual society.
When Frankie suggests that Berenice is the biggest
 
crazy in town,Berenice replies that“［t］he crazy calls
 
the sane the crazy”???. These words imply that in
 
Berenice’s world,the boundary between binary oppo-
sitions such as sane/crazy and heterosexual/homosex-
ual is ambiguous, and that the dichotomies may be
 
invalid.
Berenice’s trait as a“queer heterosexist”appears to
 
give her an ability to recognize the homosexual latent
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in the heterosexual. She seems to notice the queer-
ness in Frankie’s plan to run away with the married
 
couple, although she does not express it clearly.
After talking about Jenkins,Berenice argues that she
 
has known many peculiar things,but Frankie’s falling
 
in love with a wedding is the most peculiar thing she
 
has heard of. Then, she tells Frankie, “So I have
 
been thinking it over and have come to a conclusion,”
which is that Frankie had better have a white male
 
beau???. Here,Berenice seems to interpret Frankie’s
 
idea as “queer desire”that transgresses a normal
 
heterosexual  relationship. Therefore, Berenice
 
advises Frankie to find a boyfriend to avoid this
 
queerness. Just before they go to the wedding,Ber-
enice again criticizes Frankie:“You think you going
 
to march down the centre of the aisle right in between
 
your brother and the bride. You think you going to
 
break into that wedding...”???. Being a member of the
 
wedding might simply mean being an attendant at the
 
wedding, but  Berenice is clearly highlighting
 
Frankie’s intention to intervene in the relationship of
 
the bride and groom,that is,break into the heterosex-
ism that governs human sex. Frankie denies this
 
opinion;Berenice then cautions her in stronger terms:
“But what I’m warning is this,”said Berenice.
“If you start out falling in love with some
 
unheard-thing like that,what is going to happen
 
to you? ... And what kind of life would that
 
be?”???
At last,Berenice gives up reasoning with Frankie
 
and proclaims, “You determined to suffer”???. Ber-
enice sees Frankie’s desire to be a member of the
 
wedding as an interference with or resistance to
 
heterosexism. She presumes that Frankie is“not fit
 
to live in a house”???;thus,Berenice penetrates Fran-
kie’s desire with her real and artificial eyes. As we
 
will see later,the heterosexualization of Frankie will
 
never be successful;the most important role Berenice
 
played is to make the reader notice Frankie’s latent
 
fear or desire through her grotesque,queer eyes.
Ⅴ.End of Tomboyhood and Awakening/
Returning of Queer Desire
 
In the last part of the story,Frankie’s final attempt
 
to run away from home results in failure and her
 
father takes her home;finally,she is drawn back to
 
the patriarchal society. Then,McCullers shows the
 
reader that the life of Frankie has drastically chan-
ged. She is now 13 years old, called Frances, and
 
never speaks about the wedding. She and her father
 
are going to move to a new house in a suburb of the
 
town. Berenice has decided to give her notice and
 
marry her boyfriend. Frankie’s queer counterpart
 
John Henry has already vanished from her life,since
 
he dies of meningitis after suffering terribly,and the
 
crazy pictures drawn by Frankie and John Henry on
 
the wall are already whitewashed. On behalf of
 
Berenice and John Henry,Frankie finds another part-
ner―?this time,a white female friend,Mary Little-
john. Frankie no longer visits the Freak Pavilion,as
 
Mary’s mother claims, “it was morbid to gaze at
 
Freaks”???. These changes symbolically mark the
 
end of Frankie’s freakish tomboyhood; however,
whether Frankie has been completely normalized is
 
still questionable.
As mentioned in the Introduction, many critics
 
argue that Frankie finally surrenders to the conven-
tional femininity that the southern society imposes on
 
tomboys. However,it is important to again note the
 
difference between Mick and Frankie after their initi-
ation. One discerns a clear contrast on comparing
 
Frankie with Mick at the end of the novels. Mick’s
 
feminization is described through the eyes of Biff
 
Brannon as follows:
Early in the evenings Mick came in for a cold
 
drink or a sundae. She had grown older. Her
 
rough and childish ways were almost gone. And
 
instead there was something ladylike and delicate
 
about her that was hard to point out. The ear-
rings, the dangle of her bracelets, and the new
 
way she crossed her legs and pulled the hem of
 
her skirt down past her knees.???
In The Member of the Wedding, there is no objec-
tive description of the feminization of Frankie’s out-
look after the wedding. Thus, the reader does not
 
learn whether she has altered her appearance to suit
 
the feminine code. Before the wedding,Frankie was
 
too conscious of her mirror image,which caused her
 
to fear her own appearance,and this implies that her
 
appearance is deeply connected to the construction of
 
female gender identity. Then,it can be said here that
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 the absence of such a description not only indicates
 
Frankie’s ambiguous gender identity but also suggests
 
her resistance to the male-oriented way of construct-
ing female gender identity.
Another difference is that while Mick is finally
 
confined to a small world according to the gender
 
code, Frankie finds alternative ways to realize her
 
dream of traveling around the world, this time, not
 
with a heterosexual couple or a white beau or a
 
soldier, but with a female friend, Mary Littlejohn.
Her encounter with Mary is the culmination of the
 
changes that she undergoes during her period of initia-
tion: “The changes had come about ... during the
 
middle of October. Frances had met Mary at a raffle
 
two weeks before”???. Now, her dream is to be “a
 
great poet,”or “the foremost authority on radar,”
which was a rather masculine profession at that time,
and Frankie and Mary are“going around the world
 
together”???. Although she enters the threshold of
 
adult womanhood,Frankie has not given up her aspi-
ration.
As for the relationship of Frankie and Mary,some
 
critics find the homoerotic/lesbian desire in Frankie’s
 
crush on Mary, “the wonder of her love”???,??espe-
cially after the emergence of queer theory. Certain-
ly, there are some clues to consider her love as a
 
lesbian one in the last section. Berenice’s dissatisfac-
tion with Mary,although Frankie finally finds a suit-
able female friend,implies that Berenice again notices
 
queerness in Frankie’s friendship. The reading of
 
Tennyson’s poems together by Frankie and Mary and
 
their plan to travel around the world remind us of
 
Tennyson’s homosocial/homoerotic relationship with
 
his friend in In Memoriam A.H.H. What must be
 
confirmed here is that the homoerotic desire glimmers
 
throughout the text, including the story of Lily Mae
 
Jenkins.??Prior to the summer,Frankie had a friend
 
named Evelyn Owen and“they would go down to the
 
ten-cent store together,”one in the football suit and
 
the other in the Spanish shawl???. This pair seems to
 
represent a type of butch and femme pair,and signifi-
cantly,Frankie herself feels that it is wrong and not
 
what she wants,which suggests that she repressed her
 
homoerotic desire according to the norm.
In the middle of the story,Frankie half-sees“a dark
 
double shape”in the alley,the one putting his arm on
 
the other’s shoulder,which she first recognizes as a
 
picture of her brother and the bride???. Yet, to her
 
shock,she soon finds that it is two colored boys,and
 
she explains to herself that one of the reasons for her
 
misrecognition is the pose of their shapes. This
 
picture is so shocking to her that during the afternoon
 
after she saw it,Frankie is obsessed with this experi-
ence and when she tries to tell Berenice about it,she
 
again finds it difficult to express herself well. Fran-
kie’s misrecognition shows that she preliminarily
 
excludes the possibility that two persons huddling
 
together might be a same-sex pair. She sees a pair as
 
the convention of a heterosexual society,but it does
 
not give her the right vision. This episode, besides
 
the story of Lily Mae Jenkins she also heard on this
 
afternoon, triggers the shattering of the obviousness
 
of heterosexism in Frankie’s inner world and secretly
 
teaches her that even in the seemingly“normal”―?
that is,heterosexual―?world, homosexuality exists
 
even though it is always repressed.
Although there are some codes that make a queer
 
reading of the story possible,the last section compli-
cates the relationship between Frankie and Mary and
 
makes it difficult for the reader to decide whether it
 
is a homosocial or homosexual one. However, it is
 
significant to examine this obscureness and the mean-
ing of their bond. In Between Men,comparing female
 
homosociality with that of males,Eve Kosofsky Sedg-
wick points that  the opposition between the
 
homosocial and the homosexual in the female bond is
“much less thorough and dichotomous”than that in
 
the male bond???. Male homosocial desire supposes
 
misogyny and homophobia to keep the male bonds in
 
the society of patriarchal heterosexism;therefore,the
 
relation of male homosocial and homosexual bonds is
 
radically discontinuous, and there is no continuum
 
between “men loving men”and “men promoting the
 
interests of men.”On the contrary, the relation of
 
female homosocial and homosexual bonds is relatively
 
continuous. As Sedgwick argues, “an intelligible
 
continuum of aims, emotions, and valuations links
 
lesbianism with the other forms of women’s attention
 
to women,”for instance, “the bond of mother and
 
daughter”and “women’s friendship”???. This differ-
ence,according to Sedgwick,is affected by the differ-
ence in the access to power between men and women
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in our society???. Male homosocial desires always
 
repress the homosexual desire and fortify heterosex-
ism. On the contrary,homosocial bonds of women,
who have less social power than men in the patriar-
chal system, do not exclude the homosexual; there-
fore, as Kazuko Takemura suggests, “female
 
homosocial desires do not enhance heterosexism or
 
rather can serve as a means to criticize it”???.
On the surface, Frankie’s resistance against the
 
normative heterosexuality results in failure;however,
her homosocial/homoerotic desire is latent in the
 
heterosexual society as a crack in monolithic heter-
osexism. Moreover, the repressed desire sometimes
 
returns secretly,as is shown by her queer double John
 
Henry, who exists now only in her inner world, or
 
more precisely,is repressed within her and sometimes
 
returns with the voiceless words,“a hush”:“... there
 
were times when Frances felt his presence there,
solemn and hovering and ghost-grey. And at those
 
times there would come a hush-a hush quivered by
 
voiceless words”???. This“hush”is heard when Fran-
ces is making sandwiches for Mary and more signifi-
cantly when Frances speaks her last words of this
 
novel,“I am simply mad about―?,”she hears “the
 
hush.”Because of this hush,her speech is left unfin-
ished,but it must be“Mary Littlejohn”that follows
 
after“about,”which can bluntly make her homoerotic
 
desire open. John Henry seems to admonish her to
 
keep her queer desire invisible and unheard, yet
 
accordingly, readers could find it in her unfinished
 
words. Frankie’s queer desire is never open, never
 
verbalized,but it is waiting to be read and expressed
 
in order to destabilize the monolithic heterosexism.
Ⅵ.Conclusion:McCullers,Mick,
and Frankie
 
Looking at the autobiography and biographies of
 
Carson McCullers,we recognize that while conceiving
 
The Member of the Wedding,the theme of Frankie’s
 
homosocial desire fluctuates in the author’s mind. In
 
her unfinished autobiography,Illumination and Night
 
Glare, published in 1999 but believed to have been
 
written in the 1960s, McCullers explains how she
 
found the inspiration for the story, which she had
 
struggled with for a long time.??One day in 1940,
while walking outside with her housemate Gypsy Rose
 
Lee,McCullers felt her head clear and suddenly said
 
to Gypsy,“Frankie is in love with the bride of her
 
brother and wants to join the wedding”(emphasis
 
added)???. “Until that time,”she also explains,“Fran-
kie was just a girl in love with her music teacher,a
 
most banal theme, ...”???. However,some of McCul-
lers’biographers write that Frankie is in love with
“her brother and his bride”???.??Josyane Savigneau
 
also claims that the story’s genesis lies in “her
［McCullers’］ childhood despair at the departure of
 
her piano teacher, Mary Tucker”???. In the same
 
manner, the descriptions of the original title of the
 
novel also lead to confusion;Oliver Evans calls it
“The Bride of My Brother”???,and Savigneau,“The
 
Bride and Her Brother”???. Virginia Spencer Carr’s
 
explanation is probably valid:she writes that the title
 
was,around 1939,“The Bride and Her Brother”???,but
 
later, McCullers called it “The Bride of My
 
Brother”???. The replacement of the preposition and
 
pronoun shows that in the conception of the story,the
 
focus shifts from Frankie’s obsession with her brother
 
and his bride to an obsession with the bride herself.
This compels us to interpret Frankie’s words,“I love
 
the two of them so much!”???as a pronouncement of
 
her latent homosocial/homoerotic desire toward her
 
brother’s bride, and makes it possible to consider
 
Mary Littlejohn as another bride with whom she can
 
go everywhere.
McCullers’critics consider Mick and Frankie to be
 
autobiographical characters, and they tend to treat
 
them as the same type of tomboy. However,in terms
 
of the differences in their attitudes toward sexuality
 
and the effect that their initiation has on them,Fran-
kie’s identity is more complex and ambiguous with
 
regard to both gender and sexuality. Mick,although
 
in spite of her will, is finally initiated into normal
 
womanhood through her sexual experience. On the
 
contrary,despite the fact that everything in the world
 
of Frankie appears to be normal in the final section,
inside Frankie/Frances, the normative heterosex-
uality,which is essential for the construction of gen-
der/sexual identity in the patriarchal southern soci-
ety, turns out to be unstable. Although she gains
 
knowledge about adult sexuality and gives up her
 
tomboy identity,Frankie’s feminization,or heterosex-
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 ualization,is never truly complete,and there remains
 
a possibility for her, through her queer identity, to
 
gain an alternative subjectivity and vision that is not
 
biased by the normative code. Thus,The Member of
 
the Wedding is a queer version of a female coming-of-
age narrative.
Notes
⑴ See also Abate M A,Tomboys: A Literary and Cul-
tural History. Philadelphia:Temple University Press,
p.141,2008;Byerman K E,“The Daughter as Outlaw
 
in The Heart Is a Lonely Hunter and The Member of
 
the Wedding.”p.25, Ed. Whitt J, Reflections in a
 
Critical Eye. Lanham:University Press of America,
2008;Gleeson-White S, Strange Bodies: Gender and
 
Identity in the Novels of Carson McCullers. Tus-
caloosa:The University of Alabama Press,pp.33-34,
2003; and Westling L, Sacred Groves and Ravaged
 
Gardens:The Fiction of Eudora Welty,Carson McCul-
lers,and Flannery O’Connor.Athens:The University
 
of Georgia Press, p.131, 1985. I also concluded that
 
Frankie finally accepts the gender code of the south-
ern society in my article, “De/Reconstructing the
 
Gaze:McCullers,Arbus,Freaks.”???This paper, as I
 
will mention later,aims to reexamine the ending of the
 
novel and further explore the possibility of the queer
 
identity of young females.
⑵ On tolerance of tomboyishness,see Halberstam J,“Oh
 
Bondage Up Yours!: Female Masculinity and the
 
Tomboy.”pp.155-156, Ed. Rottnek M, Sissies and
 
Tomboys: Gender Nonconformity and Homosexual
 
Childhood. New York:New York University Press,
pp.153-179,1999.
⑶ See Adams R Sideshow U.S.A.:Freaks and the Amer-
ican Cultural Imagination.Chicago:The University of
 
Chicago Press, p.109, 2001; and Kenschaft L J,
“Homoerotics and Human Connections: Reading
 
Carson McCullers ‘As a Lesbian’.”pp.228-229, Ed.
Clark B L and Friedman M J,Critical Essays on Carson
 
McCullers. New York:G.K. Hall & Co., pp.220-234,
1996. As for Mary, we cannot miss the difference
 
between the novel and the play. At the end of the
 
novel,Frankie is to move into a new house with Mary,
while in the play, Barney is asked to join her and
 
Mary. At this point, Thadious M. Davis claims,
“Although the world of the theater might well provide
 
a more accommodating stage for the dramatization of
 
Frankie’s repressed homosocial desires,it could in the
 
aftermath of World War II do so only within the
 
boundaries of‘normalcy’”???.In shifting from Mary to
 
Barney,the play revises Frankie’s entry into adoles-
cence as heterosexual.
⑷ Lily Mae Jenkins was a character that was first
 
intended to appear in The Heart Is a Lonely Hunter.
See the outline for “The Mute,”its original title, in
 
The Mortgaged Heart???.Bringing Jenkins back into
 
her novel,McCullers hides the theme of homoerotic
 
desire under the text of the female coming-of-age
 
narrative.
⑸ See the introduction to Illumination and Night Glare
 
by Carlos L.Dews???.
⑹ Among them,Savigneau’s is the most recent biogra-
phy,and it provides the source of this incident,which
 
is allegedly based upon an unpublished interview with
 
Tennessee Williams in 1948.See Savigneau J,Carson
 
McCullers: A Life.Trans.Howard J E,London:The
 
Women’s Press,p.78,p.338 n.43,2001.
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Taming of the Tomboy and Her Queer Resistance
ポジティブ感情の喚起要因と機能に関する研究の現状と展望
町 田 佳世子
札幌市立大学デザイン学部
抄録：本稿は，これまでのポジティブ感情研究を，１）ポジティブ感情を喚起する要因，２）ポジティブ
感情の測定方法，３）ポジティブ感情の認知・対人関係・身体運動への影響の３つの観点から概観した．
ポジティブ感情を喚起する要因については，これまで高覚醒と低覚醒という２種類のポジティブ感情を区
別した要因設定が必ずしも行われていないことを指摘した．ポジティブ感情の測定方法では心理尺度と生
理反応測定の利点と問題点を述べた．ポジティブ感情の認知・対人関係・身体運動パフォーマンスに及ぼ
す影響については，これまでに得られた興味深い成果を概観し，対人的機能の中でも特に発話解釈への影
響が着手されずに残されていることなど，今後研究の展開が期待される課題を挙げた．
キーワード：ポジティブ感情，喚起要因，測定方法，効果
Ⅰ．緒言
よい映画を見たり，音楽を聴いたり，誰かと語り合う
ことで気分が前向きになり，仕事に集中できたり，自分
や他者にやさしくなれることがある．スポーツをする人
なら，周囲の応援が気分を高め，よいパフォーマンスに
つながった経験もあるだろう．ポジティブな感情が人間
の認知・対人関係・身体運動に望ましい影響を及ぼすこ
と，またそのような感情が画像・映像・音楽など様々な
方法により実験的にも喚起できることが広く報告されて
いる．
人とのコミュニケーションの過程においても，相手か
ら発せられた言葉やふと目にした言葉によって温かくポ
ジティブな気分になることは多い．しかしそのような日
常的な言語を誘導要因としたポジティブ感情喚起やその
効果に関する実験的研究は少なく，どのような言葉がポ
ジティブな感情を高めネガティブな感情を緩和するの
か，文字言語と音声言語で感情喚起の程度が異なるのか，
そして言語によって喚起されたポジティブな感情は認知
的，対人的，身体運動の変容にどのような影響を与える
のかについては，これから研究が進められなければなら
ない領域である．
本稿では，言語による感情の変化，そしてそれによる
認知や行動変容の解明を目的とした研究の基礎として，
これまでのポジティブ感情研究を，１）ポジティブ感情
を喚起する要因，２）ポジティブ感情の測定方法，３）
ポジティブ感情の認知・対人・身体運動パフォーマンス
への影響の３つの観点から概観し，ポジティブ感情研究
の現状と課題を考察する．
Ⅱ．ポジティブ感情とは
感情研究において，感情を表す用語は多様である．英
語でもemotion，affection，moodなどがあり，それらは，
情動，感情，気分と訳されることが多い．これらは概念
的にもまた実際にも明確に区別されるものなのだろう
か．Fredrickson??は，情動（emotion）は特定の対象を
もち，短時間しか持続せず，主観的経験だけでなく表情
や生理的変化ももたらし，恐れや怒りなどの別々のカテ
ゴリーに分類されるが，感情（affection）は，特定の対
象を持たず長時間持続し，主観的経験のレベルでのみ現
れ，快と活性などの２次元で概念化されると区別してい
る．高橋??は，「感情と記憶をめぐる研究では，対象とさ
れる感情が気分（mood）か情動（emotion）かによって
分けることができる」とし，その場合の気分とは「感情
の強度，すなわち覚醒（arousal）のレベルが低いものの
比較的長続きするもの」，そして情動は「覚醒のレベルが
高く短時間しか続かない」ものとしている．しかしこの
ように概念的には区別ができたとしても，ポジティブ感
情に関する研究において実験的に喚起された感情は，覚
醒のレベルも低くかつ短時間しか持続しない場合もあ
り，感情の対象の有無や覚醒のレベルと持続時間という
基準では，誘導した感情が気分なのか情動なのかを必ず
しも区別できない場合もある．それぞれの用語の使い分
けは感情研究の領域で一貫しているというよりも，それ
ぞれの研究者のスタンスによって異なっていたり，特段
の区別なく用いられているというのが現状であろ
う????．本稿でもこれらの用語を厳密に区別することはせ
ず，特に感情と気分については交換可能な概念とみなし
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て用いることにする．
感情には様々な種類があるが，それらはどのように分
類されるだろうか．感情の基本構造が，少なくとも快と
覚醒（または活性）の２軸をもつことは研究者の間でほ
ぼ一致している????．これらの２軸による２次元構造とし
た場合，感情は，快・高覚醒（わくわくした，活気のあ
るなど），快・低覚醒（落ち着いた，ゆったりしたなど），
不快・高覚醒（おびえた，ぴりぴりしたなど），不快・低
覚醒（退屈，ぼんやりしたなど）の４つのカテゴリーに
分けられる．本稿でのポジティブ感情とはこの４つのカ
テゴリーのうち，快・高覚醒と快・低覚醒の２種類を示
すものとする．
Ⅲ．ポジティブ感情の喚起要因
ポジティブ感情の研究には，ある要因（刺激）がポジ
ティブな感情を誘導するかどうかを検証する研究と，ポ
ジティブ感情の機能解明が主目的で，そのために実験的
に感情誘導を行う場合がある．どちらの場合もある刺激
を用いて感情の誘導を試みるが，その刺激としてよく用
いられるものとして映像があげられる?????．例えば
Fredrickson et al.??は，不安を喚起した映像を見せた後
に，満足感，楽しみなどを喚起する４種類の映像を見せ
て，ポジティブ感情には心臓血管系の反応がより早く元
に戻る効果（undoing effect）があることを見出してい
る．身体運動パフォーマンスへの効果を調べたRuiz???
は，ポジティブ，ネガティブ，中立的な感情を誘導する
映像を見せて，その後で垂直飛びやカップスタッキン
グ??のパフォーマンスを行わせている．また子供や動
物，人間の笑顔の画像を用いる場合もあり，呈示の仕方
も意識的に知覚できる時間呈示する場合と閾下で呈示す
る場合がある??????．それ以外にも，キャンディを与え
る??????，アイスティーを飲む???，筋肉弛緩法???，ロボット
との会話???，温かいコーヒーマグを持つ???，がんばれなど
の言葉???，特定の文を読み感情を思い描くVelten法???，
マッサージチェア???，自分のベストの状態をイメージす
る???，漫画やジョークを読む???，イメージ法???などがあ
る．ポジティブな感情には有意な変化はなかったが，ネ
ガティブな感情が緩和されたことが報告されているもの
として，森林での散策???もある．
これらの要因や刺激はポジティブな感情を喚起したり
高めることが報告されている．しかし感情が２次元で構
成されるにもかかわらず，誘導された気分が快・高覚醒
なのか，快・低覚醒なのかを区別していない場合が多い．
快・低覚醒の気分が誘導されそうな刺激を呈示しながら，
快・高覚醒を測定する尺度を用いているために有意な変
化を見出せなかったのではないかと思われる場合もあ
る??????．今後のポジティブ感情の研究においては，目的と
するポジティブ感情の種類を区別して刺激を設定するこ
とが重要になると考える．
人とのコミュニケーションの中で，ふと耳にしたり目
にした言葉によって温かくポジティブな気分になること
を多くの人が経験しているにもかかわらず，日常的な言
語を誘導要因とした実験的研究は少ない．どのような言
葉がポジティブな感情を高めネガティブな感情を緩和す
るのか，文字言語と音声言語で感情喚起の程度が異なる
のかなどは，解明が急がれる課題である．この点で，感
情と結びついている語句の抽出を行っている研究???は，
言語刺激によるポジティブ感情誘導についての基礎的知
見を提供すると考える．
Ⅳ．ポジティブ感情の測定方法
感情誘導により生じたポジティブ感情を測定するため
に，大きく２つの方法が用いられてきた．１つは心理尺
度やインタビューのように，内省をもとにした自己報告
に基づく評価であり，２つ目は生理反応や脳波などの身
体反応の評価である．どちらか一方，もしくは両方を組
み合わせて測定が行われている．気分や感情を評価する
心理尺度は多数あるが，これまでの日本におけるポジ
ティブ感情研究においては，感情状態を評価するために，
POMSまたは短縮版のPOMS，PANAS???，多面的感情
状態尺度，二次元気分尺度???などが用いられてい
る????????????．これらはいずれも，ポジティブな感情とネ
ガティブな感情の両方を評価することができるという特
徴を持つが，臨床的な目的で開発され，その後一般的に
活用されるようになったものには，構成がややネガティ
ブな気分に偏りがちなものもある．また必ずしもすべて
の尺度が感情の２次元構造に対応しているわけではな
く，ポジティブ感情を高覚醒と低覚醒に区別して質問項
目を構成しているのは，多面的感情状態尺度（MMS）と
二次元気分尺度だけである．さらに尺度によっては，多
面的な感情を測定するため項目数が多くなり，感情誘導
の前後で頻繁に測定する場合などは，被験者への負担が
大きいこともある．今後使用尺度の決定には，対象とす
るポジティブ感情の種類は何か，そしてそれを評価でき
る尺度かどうかを判断した上で選択する必要がある．
生理反応や脳波など身体反応の評価を用いる場合は，
自律神経の活動レベルを心拍変動??????，electrodermal
 
activity;EDA（皮膚電気活動)????????????，末梢皮膚温???
で測定し，感情との対応を見出そうとするものや，それ
らとともに脳波???や脳活動をPETで画像化する研究も
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ある???．EDAを使用する場合は，skin conductance
 
response;SCR（皮膚伝導反応）が感情と対応するという
結果???もあるが，ネガティブ・ポジティブ両方の喚起刺
激に同じように反応するという結果???，SCRだけでは弁
別できないという報告???もあり，生理的指標を用いる場
合は，慎重な検討が必要と考える??????．
Ⅴ．ポジティブ感情の認知・対人・身体運動への
影響
ポジティブな感情状態にある場合，そのことが認知や
対人関係，及び身体運動パフォーマンスにどのような影
響を与えるかについても，近年さまざまな研究成果が報
告されている．認知への影響に関するこれまでの研究に
ついては，山崎??，鈴木???，大竹???が詳しい．それらをま
とめると，ポジティブな感情状態になることは，創造性
を高め，注意の幅を広げ，課題遂行への柔軟性を高め，
すばやい判断を可能にする．またポジティブ感情そのも
のの測定は行っていないが，笑いが注意力や集中力，そ
して記憶を高めるという結果も報告されている???．
Murphy and Zajonc???は，笑いか怒りの顔写真を閾下呈
示するだけで，ターゲット刺激である漢字（被験者のア
メリカ人にとっては何ら意味を持たない象形文字の一
種）への好感度が高まることを見出している．
対人的な影響に関しては，温かいコーヒーマグを持っ
た場合，対人判断において，寛容さ，思いやり，気立て
のよさ，社交性についての評価が高まる???，またポジティ
ブ感情が高い場合社交的である???，他者の視点からもの
を見る傾向を高める???，曖昧な表情をより好意的に捉え
る???などが報告されている．しかし対人的相互作用にお
ける，相手の曖昧な発話に対する評価や，多義的な発話
の解釈に与える影響などについての報告はなく，ポジ
ティブ感情の自己に対する影響，すなわち自尊心や自己
評価へ与える影響とともに，今後研究が進められるべき
領域であると考える．
身体運動パフォーマンスへの影響については，映像に
よりポジティブ感情を喚起された場合，ネガティブ感情
を喚起された場合に比べて，カップスタッキングでより
動作が速くなり，垂直跳びでは中立的な感情状態よりも，
ポジティブ感情・ネガティブ感情の両方が高く飛んだと
いう結果が報告されている???．またAarts et al.???では，
言語刺激を閾下および意識的知覚下のもとで呈示し，そ
のあとに「握れ」の合図で握力を測る装置を握らせた．
気合いをいれるような言語刺激を閾下呈示および肯定的
な言葉を意識的知覚下のもとで呈示された被験者はそう
ではない被験者に比べ，より早く反応し，最大値まです
ばやく到達し，最大値も大きかったという結果が得られ
ている．これらの研究結果は，ポジティブな感情状態に
あることが運動パフォーマンスに影響を及ぼすことを示
唆しているが，運動の種類やその運動の熟達度，性差な
どで違いはあるのか，誘導されるポジティブ感情が高覚
醒の場合と低覚醒の場合では影響が異なるかなどは，今
後研究が展開していく中で明らかにされなければならな
い課題である．
Ⅵ．結語
本稿は，これまでのポジティブ感情研究を，１）ポジ
ティブ感情を喚起する要因，２）ポジティブ感情の測定
方法，３）ポジティブ感情の認知・対人関係・身体運動
への影響の３つの観点から概観してきた．ポジティブ感
情を喚起する要因については，これまで高覚醒と低覚醒
という２種類のポジティブ感情を区別した要因設定が行
われていないことを指摘した．ポジティブ感情の測定方
法ではこれまでの研究で用いられている測定手法を概観
し，心理尺度と生理反応測定の利点と問題点を述べた．
同時に研究目的に対応したポジティブ感情の種類が測定
できる尺度を用いることの必要性を強調した．ポジティ
ブ感情の認知・対人関係・身体運動パフォーマンスに及
ぼす影響については，いずれにおいても一定の効果が報
告されていることを述べた後で，対人的機能の中でも特
に発話解釈への影響が着手されずに残されていること
と，身体運動パフォーマンスへの影響は研究が始まった
ばかりで，まずは運動の種類を広げて実験を進めていく
必要があることを述べた．
ポジティブな感情は，怒りや恐れのような情動に比べ，
随伴する明確な行動が特定できないため，人間生存にお
ける存在意義が曖昧とされてきた．しかし普遍的かつ生
得的な表情の１つに怒りや恐れと並んで喜びという情動
が含まれる以上??????，人間がポジティブな感情を持つ意
義があるはずである???．そのような前提のもとでポジ
ティブ感情研究は，認知・対人・身体運動パフォーマン
スの側面での効果を見出してきた．ポジティブな感情状
態になることが，単に心の活性化や安らぎを得るだけで
なく，人間活動のさまざまな側面に望ましい効果をもた
らすことを明らかにしていくことは，人間の生得的な能
力とその意味の解明への貢献に他ならないと考える．
注
⑴ 複数のカップをさまざまな組み合わせに積んだり崩した
りするテクニックとスピードを競うスポーツ．競技とし
て行うときはスポーツスタッキングと呼ばれている．
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フラクタル解析による札幌市街地の形状と成長過程に関する考察
中 原 宏
札幌市立大学デザイン学部
抄録：人口減社会に移行し，今後，市街地の縮小化が予想されるわが国の都市において，市街地の成長過
程と市街地形態に関する研究は重要である．本研究はフラクタル解析により，札幌市街地の成長過程と市
街地形態の関係について明らかにしたものである．市街地の成長が緩やかな時期については，フラクタル
次元は極めて小さく，市街地の形状も比較的単純である．これに対し，人口増加が著しく，市街地が大き
くスプロールした1970年～1980年についてはフラクタル次元は最大となり，市街地はより複雑な形状を
呈している．その後，市街地拡大が沈静化すると市街地形状も徐々になめらかに変化していくことを明ら
かにした．また，「都市化度」と「市街化度」により札幌市街地のコンパクト性を分析すると，1960年以降
市街地は拡大化傾向を続けたが，その一方で市街地のコンパクト性も高まり続けてきた．近年は人口増加
の鈍化に伴いコンパクト性の変化は小さく，空間的にはDID（国勢調査「人口集中地区」）が市街化区域を，
またDID人口が総人口をそれぞれ充足する状態に到達していることが明らかとなった．さらに人口重心の
分析により，人口重心の変遷はいわば市街地成長のベクトルの合成であり，市街地成長の大きさ・速度・
方向を示すものであることを明らかにした．
キーワード：フラクタル解析，市街地形状，都市成長，市街地のコンパクト性，人口重心
Ⅰ．研究の背景・目的
近年，フラクタルやカオスなどの複雑系科学の重要性
が認識され，これまで樹形や河川形状，神経細胞の電位
のゆらぎ，さらには楽譜や建築物のデザインなどを対象
とした研究????が取り組まれ，成果を上げている．フラク
タル解析の手法は不規則な事象や形状について，複雑さ
の度合いを定量的に計測することが可能であり，都市や
地域を対象とする研究領域においても，都市景観や地形，
街路網パターン，環境評価などの研究事例??????????が増
えている．
しかしながら，都市の形態や地域構造，都市の成長過
程への応用事例研究は極めて少ない状況にある．人口減
社会に移行し，今後，市街地の縮小化が予想されるわが
国の都市において，市街地の成長過程と市街地形態に関
する研究は重要である．
そこで，本研究では第二次世界大戦後，全国的にも都
市成長が極めて著しかった札幌市を対象として，市街地
の形状の計測にフラクタル解析を応用し，都市成長過程
における市街地の形状の変容を明らかにしたものであ
る．
Ⅱ．研究方法
Ⅱ－1 調査対象域および資料
札幌市街地については，「実質的な市街地」とされてい
る国勢調査「人口集中地区」??（Densely Inhabited Dis-
trict，以下DID）をもって各国勢調査年次における「市
街地」として定義した．
また，人口重心の分析で用いたデータの調査単位は札
幌市統計区??とした．資料として，1960～2005年の国勢
調査に係る札幌市統計区人口データ??およびDID変遷
図??を用いた．
Ⅱ－2 分析手法
１)市街地のコンパクト性の分析
市街地の空間構造のコンパクト性を計測する指標とし
ては以下の３つがあり，いずれも数値が大きくなるほど
コンパクト性は高く，小さくなるほど拡散型に近づく??．
①都市化度：DID人口/総人口×100（％）
②市街地密度：DID人口密度
③市街化度：DID面積/市街化区域面積×100（％）
本研究ではこれらの指標により札幌市街地のコンパク
ト性とその変容状況の分析を行った．
２)人口重心
人口重心とは，ある地域を対象とし，その地域に分布
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している居住人口の１人１人が同じ体重を持つと仮定し
て，物理学的に地域を平衡な位置に保つことのできる点
のことである．この人口重心の変遷を分析することによ
り，地域の人口分布の状態や，変容の概要を容易に把握
することができる．
なお，地球は球体のため三次元で重心を計算すべきで
あるが，通例は地上を二次元平面と仮定して以下の式で
重心を求めている．
Φ＝Σω?φ?/Σω?
Λ＝Σω?λ?cosφ?/Σω?cosφ?
Φ：人口重心の緯度
Λ：人口重心の経度
φ?：各ゾーン中心の緯度
λ?：各ゾーン中心の経度
ω?：各ゾーン人口
本研究では札幌市統計区を調査単位ゾーンとし，市街
地内ゾーンについてはゾーンの中心を，非市街地ゾーン
については農地・山林を除く集落中心をゾーンの中心点
として設定し，極力実態に近づける工夫をした??．
３）フラクタル解析
フラクタル次元とは図形の複雑さを表す指標であり，
フラクタル次元が大きいほど対象図形は複雑に入り組ん
でいることを意味している．本研究ではフラクタル次元
の算出にあたっては「ボックスカウンティング法」によ
り行った??．
「ボックスカウンティング法」とは，対象図形を１辺の
長さLの正方形のグリッド（３次元図形の場合は立方体
のボックス）で覆い，図形が含まれるグリッド（ボック
ス）の個数N（L）を求めるものであり，１辺の長さを変
化させたときに以下の関係式が成立する場合，Dをフラ
クタル次元と定義する．
N(L)＝C×L?? (C：定数項)
上式の両辺に対数をとると，
log(N(L))＝－D log(L)＋log(C)
＝－D log(L)＋K (K：定数項)
となる．そこで，グリッドの１辺の長さLを変化させて
各々のN（L）を計測し，両対数軸のグラフで表示した後，
最小自乗法でDとKの値を決定すると，その図形のフ
ラクタル次元Dが求められる．
本研究では，札幌市のDIDの1960，1970，1980，1990，
2000年の各年の形状について，ボックスカウンティング
法によるフラクタル解析を行った．また，グリッドの１
辺の長さを，８km，４km，２km，１km，0.5km，0.25
kmの計６段階に変化させて計測を行った．
Ⅲ．結果
Ⅲ－1 札幌市の人口と市街地の成長過程の概観
国勢調査データ（1920～2005年）に基づき札幌市の総
人口および人口増加率の推移をみると（図１），総人口は
典型的な成長曲線（ロジスティックカーブ）を描いて増
加してきている．とくに1960～1975年までの期間の人口
増加が著しい．これには札幌の都市形成史上，最大の出
来事である「1972年冬季五輪」が影響しており，この開
催に向けた準備期間に地下鉄・地下街の建設をはじめ，
都心部の再開発と都市基盤整備が大きく進められ，札幌
の都市ポテンシャルが高まったためである．この結果，
道内市町村の転出人口を吸収し，1970年に人口は100万
人を超え，拠点都市へと移行した．その後，1980年から
は人口増加傾向は鈍化し，徐々に増加率を下げながら緩
やかな成長を続けている．
一方，これら人口の受皿である市街地の空間的変遷を
DIDの推移により整理すると，図２??に示すようにな
る．1935年以前の市街地の成長は極めて緩やかである．
その後，市街地は成長を続け，1960年には既成市街地
（「環状通」の内側ゾーン）をほぼ形成するに至っている．
とくに成長が著しいのは1960～1975年までの期間で
あり，急増した人口と公共・民間による大規模住宅団地
開発（表１）を背景に，市街地は飛び地を形成しながら
加速度的に外周部に向かってスプロールしている．
しかし，近年の市街地の成長速度は鈍化している．ま
た，現在の市街地は既に市街地の将来像である市街化区
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図1 札幌市の人口推移
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域をほぼ充足する様相を呈している．
Ⅲ－2 市街地のコンパクト性の分析
DIDの面積および人口密度の推移をみると（図３），
1960年には50km?未満であったDID面積はその後人
口増加にともない拡大化を続け，1990年には200km?を
超えている．しかし，その後は人口増加が鈍化したこと
により，DID面積拡大傾向は沈静化している．
一方，DID人口密度は1960年当時100人/haを超えて
いたが，その後の急激なDID面積拡大にともないDID
人口密度は低下し続けた．とりわけ1970～1975年での低
下が顕著である．その後1980年以降，DID人口密度は安
定し，ほぼ77～80人/haで推移している．
次に「都市化度」と「市街化度」の２指標の組み合わ
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図2 札幌市街地の変遷（1889～2000年)
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表1 札幌圏の大規模住宅団地一覧
開発規模
事業期間 団地名 事業主体
面積(ha) 計画人口(人)
1959～1965 真駒内団地 167 20,000 北海道
1959～1965 ひばりヶ丘団地 30 5,000 札幌市
1962～1970 青葉町団地 69 12,000 札幌市
1965～1974 もみじ台団地 242 32,000 札幌市
1964～1971 大麻団地 215 27,000 北海道
1968～1976 北広島団地 441 31,000 北海道
1970～1979 花畔団地 232 23,600 北海道住宅供給公社
1974～ 札幌東部地域・上野幌
・平岡住宅団地他
1,265 民間
1975～ 森林公園パークタウン 102 13,000 民間
1980～1994 あいの里 378 32,000 住宅・都市整備公団
1994～ グリーンピア篠路 72 5,900 札幌市
せで札幌市街地のコンパクト性を分析すると，1970年で
はコンパクト性は低いが，その後，両指標ともに増加し
続け，コンパクト性が高まり続けていることが明確であ
る（図４）．1995年以降は変化が極めて小さい．
Ⅲ－3 札幌市の人口重心の変遷
札幌市の1960～2005年についての５年毎の人口重心
の変遷を図５に示す．札幌市の人口重心は1960年当時，
中央区南２条西５丁目付近に位置していたが，その後，
1965～1975年にかけて北東方向へ大きく移動している．
これは前述のように同期間の人口増加が最も著しかった
ことに伴う変化の表出であると考えられる．
1980年以降は創成川を東に越え，緩やかに東進を続け
ている．これは「札幌東部地域」（清田区平岡地区）の住
宅地開発にともなう人口増加の影響によるものと考えら
れる．1990年以降は「あいの里」「篠路地区」の住宅地開
発・整備を背景に，北東方向に移動するとともに，2005
年にはやや北西方向に向きを変えた．
図3 DIDの面積・人口密度の推移 図4 札幌市街地のコンパクト性の推移
図5 人口重心の変遷（札幌市1960～2005年)
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Ⅲ－4 市街地形状のフラクタル解析
札幌市街地の形状の変容をとらえるため，1960，1970，
1980，1990，2000年のDIDの形状（図６）についてフラ
クタル解析を行い，フラクタル次元を求めた（図7～11）．
図中のLはボックスカウンティング法のグリッドのサ
イズ，N（L）は計測したDID形状の含まれるグリッドの
個数である．
分析の結果，各年のフラクタル次元は1.117（1960年），
1.140（1970年），1.313（1980年），1.283（1990年），
1.271（2000年）である．このことから，市街地の規模が
小さく，成長が緩やかであった1960年はフラクタル次元
が最も小さく，市街地の形状も比較的単純であることを
意味している．
これに対し，人口増加が著しく，市街地が大きくスプ
ロールした1970～1980年についてはフラクタル次元は
最大となり，市街地の形状の変容は著しく，より複雑な
形状を呈しながら拡大化を続けたことが読みとれる（図
12）．
1990年以降，フラクタル次元は低下する傾向にあり，
市街地拡大が沈静化し，市街地形状も徐々になめらかに
変化していることがわかる．
図6 DID変遷図（1960～2000年）
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図8 DID形状のフラクタル解析（1970年)
図7 DID形状のフラクタル解析（1960年）
Ⅳ．考察とまとめ
本研究は市街地の形態の計測にフラクタル解析を応用
し，都市成長過程における市街地の形態の変容を明らか
にしたものであり，分析結果から得られる知見は以下の
とおりである．
札幌市の総人口は成長曲線を描いて増加してきたが，
近年，人口増加傾向は鈍化し，徐々に増加率を下げなが
ら緩やかな成長を続けている．また，人口の空間的投象
である市街地は人口増加に対応して成長してきた．とり
わけ成長が著しいのはスプロール期の1975年前後の期
間である．近年の市街地の成長速度は鈍化し，現在の市
街地は既に市街地の将来像である市街化区域をほぼ充足
する様相を呈している．
DID人口密度は市街地スプロール期（1965～1975年）
には低下し続けたが，その後安定して推移している．「都
市化度」と「市街化度」により札幌市街地のコンパクト
性を分析すると，市街地コンパクト性は高まり続け，近
年は人口増加の鈍化に伴い変化は小さく，空間的には
DIDが市街化区域を，またDID人口が総人口をそれぞ
れ充足する状態に到達していることが明らかとなった．
人口重心の分析により人口重心の変遷を明らかにした
が，これはいわば市街地成長のベクトルの合成であり，
札幌市の市街地成長の大きさ・速度・方向を示すもので
ある．この意味から，人口重心が移動することは，人口
増減が市街地内で等質ではないことに加え，全方向に同
心円状に市街地が成長しないことを明示している．
さらに，フラクタル解析により，市街地の成長過程と
市街地形態の関係について明らかにした．市街地の成長
が緩やかである場合，フラクタル次元は極めて小さく，
市街地の形状も比較的単純である．これに対し，人口増
加が著しく，市街地が大きくスプロールした時期につい
てはフラクタル次元は最大となり，市街地はより複雑な
形状を呈するとともに，市街地拡大が沈静化すると市街
地形状も徐々になめらかに変化していくことが把握でき
た．
また，本研究を通して，フラクタル解析による都市構
造把握の可能性が確認できた点は意義深い．本研究では
市街地の形状についての分析を行ったが，市街地内部は
均質ではないことから，人口密度等値線図や，都市機能
（土地利用）の分布状況についてのフラクタル解析も今後
行う予定である．併せて，本研究で用いたボックスカウ
ンティング法はボックスの位置によりフラクタル次元の
値に差異が生じる可能性もあるため，今後検証を行う予
定である．
図9 DID形状のフラクタル解析（1980年）
図10 DID形状のフラクタル解析（1990年)
図11 DID形状のフラクタル解析（2000年)
図12 DID形状のフラクタル次元の推移
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注⑴ 人口集中地区（DID）とは国勢調査「調査区」を基礎単位
地域とし，人口密度40人/ha以上の調査区が隣接すると
ともに，人口5,000人以上の地域であり，総務省統計局が
設定する．実質的な「市街地」に相当する．
⑵ 札幌市では小地域別データの集計単位として，全市域を
統計区および準統計区の計206ゾーンに区分し，国勢調
査をはじめとする各種統計のデータベースを構築してい
る．
⑶ 参考文献７），８），９），10）のデータに基づく分析．
⑷ 参考文献７）の「人口集中地区変遷図」を利用した．
⑸ 参考文献11），12）参照．筆者は参考文献12）において，
全国の人口100万人以上の政令市を対象に市街地のコン
パクト性の分析を行い，札幌市のコンパクトシティ化の
可能性と方向性を探っている．
⑹ 本研究以外に，参考文献８），13）において人口重心の分
析を行っているものの，調査単位ゾーンの設定や，単位
ゾーンの中心設定が明らかにされておらず，変遷パター
ンは類似しているが，各期の人口重心はかならずしも一
致しない．
⑺ フラクタル次元の計測方法としてはボックスカウンティ
ング法をはじめ，スケール変換法，カバー法，密度相関関
数法などがあるが，ボックスカウンティング法は地形や
複雑な曲線のフラクタル次元の計測に広く適用される手
法であることから，本研究でも同手法を適用した．
⑻ 各年の市街地は国勢調査「わが国の人口集中地区」に基づ
いているが，1935年以前は古地図により作成している
（参考文献12）参照）．
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フラクタル解析による札幌市街地の形状と成長過程に関する考察
札幌市の配偶関係別純移動率 2000年－2005年の推計
原 俊 彦
札幌市立大学デザイン学部
抄録：日本の人口移動統計としては住民基本台帳人口移動報告と国勢調査報告人口移動集計があるが，い
ずれも配偶関係別移動人口は集計されておらず，配偶関係ごとの人口移動率の相違は不明であった．そこ
で，札幌市の人口動態統計の男女初婚件数，離婚件数，再婚件数を，2000年から2005年まで各歳コーホー
ト（同一年出生集団）別に積算・集計し，５歳年齢階級別累積件数を求め，これを元に配偶関係別純移動
（転出入の差）率を推計した．
その結果，未婚の純移動率は男女とも若年層で転入超過だが，25-29歳から30-34歳にかけての移動を境
に，それより上の年齢層で転出超過に転じ，逆に有配偶では転出超過から転入超過にシフトする傾向があ
ること，また離別では全年齢階級で転出超過となる一方，死別では男子が転出超過，女子は転入超過とな
るという興味深い特徴が明らかとなった．これらの傾向は分母に年齢別人口，各配偶関係別人口のいずれ
を取っても，また推計が比較的容易な未婚とそれ以外の配偶関係に分けた場合や，配偶関係不詳をいずれ
かに振り分けた場合も変わらないことが確認できた．
さらに，これらの累積初婚件数や純移動率を用いてコーホート未婚初婚率（未婚者を分母とした初婚率）
を算定したところ，配偶関係別純移動率に差がないと仮定した場合より低い値となり，有配偶女性が市外
に流出して未婚の女性が多く残るために未婚初婚率が低くなるのではないかとの懸念は当たらないことが
判明した．
キーワード：人口動態，移動率，配偶関係，国勢調査，人口推計，札幌市
Ⅰ．研究の背景・目的・意義
わが国全体が本格的な人口減少社会を迎える中で，過
疎地域はもとより大都市地域においても少子高齢化がど
のように進行し，どのような影響をもたらすのかという
問題が重要な研究課題となってきている．
このため，その先進地域である札幌市の超少子化をモ
デル化したいと考え，その人口学的特徴の抽出を試みた．
結果，都道府県・政令指定都市データ（2005年の国勢調
査と人口動態調査）の分析から，性比（男子人口と女子
人口の比，出生時は一般に105÷100＝1.05）と女子未婚
初婚率（未婚者を分母とする初婚率，分母に有配偶者な
ども含む通常の初婚率より独身者の結婚動向をより良く
反映する）の間に強い正の相関が見られることがわかっ
た．
特に札幌市では20-24歳，25-29歳の人口移動の男女
差が，性比の低下を招き，これが女子の未婚初婚率を低
く抑え，さらに未婚性比（男女未婚者のみの性比）のア
ンバンラスを生み，結果的に晩婚化によるキャッチアッ
プを妨げている可能性があることが明らかとなった（原
2008)??．
そこで，この期間データにみられる相関が時系列でも
観察されるか，1950年から2005年までの札幌市の国勢
調査を用い検証した．その結果，1955年-1960年の人口
急増期をピークに20-24歳，25-29歳の性比が急速に低
下し，石油ショック後は長期低落傾向にあり，さらに
1990年以降の経済停滞により非常に低い水準となって
来たことが確認でき，時系列においても人口移動と性比，
性比と女子未婚初婚率との間に相関があることが確認さ
れた（原 2009)??．
しかし，この分析では，全体の人口と未婚者人口の間
で純移動率（転入率と転出率の差）に差がないものと仮
定しており，配偶関係が移動率に与える影響や結婚理由
による移動の問題は扱っていない??．このため結婚した
女性が市外に流出し，市内に未婚の女性が多く残るため，
結果的に未婚初婚率が低くなるのではないかという疑問
が残ることとなった．
この点を明らかにするため，本稿??では，電子化され
たデータが得られた2000年-2005年までの札幌市の男
女各歳別初婚件数，離婚件数，再婚件数をコーホート（同
一年出生集団）別に積算し，それらを集計して，５歳年
齢階級・コーホート別件数を求め，これを元に札幌市の
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配偶関係別純移動率の推計を行い，問題となったコー
ホート未婚初婚率について，コーホート別累積初婚件数
の実績値や未婚人口の純移動率を用いて再計算を行っ
た．
したがって今回の分析の主要な目的は，札幌市の配偶
関係別移動率を推計することにより，その相違が分母人
口の変化として未婚初婚率の変動に影響を与えているか
を検証することにある．
なお，わが国の主要な人口移動統計としては，各年の
住民基本台帳人口移動報告と10年ごとの国勢調査報告
人口移動集計があるが，いずれにおいても配偶関係別の
移動人口数は表章されておらず，このため配偶関係別純
移動率の推計も行われていない．
しかし，2006年の「第６回人口移動調査」（国立社会保
障・人口問題研究所)??によれば，現住地への移動理由と
して「住宅を主とする理由」（35.4％），「職業上の理由」
（12.8％）に次いで「結婚・離婚」（12.6％）が３番目に
多く，配偶関係の変化もまた人口移動の主要な要因の一
つであることが知られている．さらに「住宅を主とする
理由」や「職業上の理由」が幅広い年齢層で挙げられる
のに対し，「結婚・離婚」は家族形成期にあたる年齢に集
中しており，25-29歳では男子の26.3％，女子の34.0％，
30-34歳では男子の23.0％女子の31.3％が主な移動理
由としている??．
したがって「結婚・離婚」がとりわけ家族形成期の人
口移動に少なからぬ影響を及ぼすことは容易に推察しう
るが，全国の移動者を対象としたサンプル調査からは，
この要因が実際に地域の純移動率にどの程度作用してい
るか計量的に把握しえず，この点からも，地域人口にお
いて，未婚・有配偶・離別・死別ごとに純移動率を推計
することの意義は極めて大きい??．
Ⅱ．研究方法
１．使用データ
初婚件数と再婚件数については，厚生労働省のホーム
ページ上で公開されている「厚生労働統計一覧」の「人
口動態調査」の平成12（2000）年から平成17（2005）年
まで，各年次の「中巻－婚姻」にある「各年時に結婚生
活に入った夫・妻別」の「夫―妻の同居時の年齢（各歳）・
都道府県（13大都市再掲）別」【初婚の夫】，【初婚の妻】，
【再婚の夫】，【再婚の妻】から札幌市に該当するデータを
抽出し集計した??．
離婚件数についても同ホームページ上の「中巻－保管
統計表（報告書非掲載表－離婚）」の「離婚件数，夫（妻）
の届出時の年齢（各歳）・都道府県（13大都市再掲）別」
「―夫―」「―妻―」から該当するデータを抽出し集計し
た??．
年齢階級別人口と配偶関係別人口については，平成
12（2000）年??と平成17（2005）年??の国勢調査第１次基
本集計の値（総数）を用いた．また純移動率の算定にお
ける，平成12（2000）年から平成17（2005）年の生残率
（年齢別死亡率をもとに，元の人口が加齢とともに生き残
る確率を計算したもの）の値としては国立社会保障・人
口問題研究所の「日本の市区町村別将来推計人口 平成
20年12月推計」??における札幌市の仮定値を用いた．
２．推計方法
⑴ 国勢調査間の累積初婚数，累積再婚者数，累積離婚
者数，累積死別者数
初婚件数，再婚件数，離婚件数については15歳から75
歳までの各歳別件数（不詳は含まず．日本国籍のみ）を
該当年次について求め??，2000年を起点とする各歳別
コーホートに並べ替え，さらに15歳から75歳まで５歳
年齢階級別に積算し，国勢調査間の累積初婚数，累積再
婚者数，累積離婚者数を求めた．なお国勢調査人口が10
月１日現在をベースとしていることを考慮し，期首の
2000年については12分の３，期末の2005年については
12分の９を掛け補正した???．
また累積死別者数は，男女有配偶者のセンサス間死亡
者数を相互に反映するものと解釈し，次の式（括弧内は
変数の該当年次と年齢．例として2000年時15-19歳から
2005年時20-24歳を記載する．上位の年齢階級は同様の
ため省略）により推計した．なお，ここでは男女有配偶
者の大部分は同一コーホートに所属するとともに，配偶
関係による生残率の差は無視できるほど小さいものと，
近似的に仮定している．
Ａ)男子の累積死別者数（2000年時15-19歳から2005
年時20-24歳）≒女子の有配偶死亡者数（2000年時
15-19歳から2005年時20-24歳）＝女子有配偶人口
（2000年時15-19歳）×［１－女子生残率（2000年時
15-19歳から2005年時20-24歳）］
Ｂ)女子の累積死別者数（2000年時15-19歳から2005
年時20-24歳）≒男子の有配偶死亡者数（2000年時
15-19歳から2005年時20-24歳）＝男子有配偶人口
（2000年時15-19歳）×［１－男子生残率（2000年時
15-19歳から2005年時20-24歳）］
⑵ 国勢調査間の純移動数
男女とも５歳年齢階級別純移動数は，国勢調査間の人
口数の差を，生残率とその間の配偶関係の異動数で補正
することにより求めた．具体的には以下の式（例は2000
年時15-19歳から2005年時20-24歳）による．なお，こ
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こでは配偶関係による生残率の差は無視できるほど小さ
いと近似的に仮定している．また国勢調査間で配偶関係
の異動が繰り返された場合（たとえば初婚の後，すぐに
離婚しさらに再婚など）などは考慮していない．
Ａ)全体の純移動数（2000年時15-19歳から2005年時
20-24歳）＝人口（2005年時20-24歳）－人口（2000
年時15-19歳）×生残率（2000年時15-19歳から
2005年時20-24歳）
Ｂ)未婚者の純移動数（2000年時15-19歳から2005年
時20-24歳）＝未婚人口（2005年時20-24歳）－｛未
婚人口（2000年時15-19歳）－累積初婚数（2000年
時15-19歳から2005年時20-24歳）｝×生残率（2000
年時15-19歳から2005年時20-24歳）
Ｃ)有配偶者の純移動数（2000年時15-19歳から2005
年時20-24歳）＝有配偶人口（2005年時20-24歳）－
｛有配偶人口（2000年時15-19歳）＋累積初婚数
（2000年時15-19歳から2005年時20-24歳）－累積
離婚数（2000年時15-19歳から2005年時20-24
歳）＋累積再婚者数（2000年時15-19歳から2005年
時20-24歳）－累積死別者数（2000年時15-19歳か
ら2005年時20-24歳）｝×生残率（2000年時15-19
歳から2005年時20-24歳）
Ｄ)死別者の純移動数（2000年時15-19歳から2005年
時20-24歳）＝死別人口（2005年時20-24歳）－｛死
別人口（2000年時15-19歳）＋累積離婚数（2000年
時15-19歳から2005年時20-24歳）＋累積死別者数
（2000年時15-19歳から2005年時20-24歳）｝×生
残率（2000年時15-19歳から2005年時20-24歳）
Ｅ)離別者の純移動数（2000年時15-19歳から2005年
時20-24歳）＝離別人口（2005年時20-24歳）－｛離
別人口（2000年時15-19歳）＋累積離婚数（2000年
時15-19歳から2005年時20-24歳）－累積再婚者数
（2000年時15-19歳から2005年時20-24歳）｝×生
残率（2000年時15-19歳から2005年時20-24歳）
なお，死別者の純移動数は，死別再婚者の分だけ減少
すると考えられるが，入手した再婚データでは，それら
を区別することができないため式には算入していない．
同様の事情で離別者の式における累積再婚者数には死別
再婚者が含まれている．したがって，その分だけ推計値
が死別者の純移動数ではやや過大に，離別者の純移動数
は過少となる点に注意を要する．
⑶ 配偶関係別純移動率（分母：年齢別人口）
配偶関係別純移動率としては，まず，上記の各純移動
数を分子にとり，分母をすべて年齢別人口とするものを
算出した．これは全体の純移動率を各配偶関係別に分解
したものと解釈できる．具体的には以下の式（例：2000
年時15-19歳から2005年時20-24歳）による．
Ａ)全体の純移動率（2000年時15-19歳から2005年時
20-24歳）＝純移動数（2000年時15-19歳から2005
年時20-24歳）÷人口（2000年時15-19歳）
Ｂ)未婚純移動率（2000年時15-19歳から2005年時
20-24歳）＝未婚者の純移動数（2000年時15-19歳か
ら2005年時20-24歳）÷人口（2000年時15-19歳）
Ｃ)有配偶純移動率（2000年時15-19歳から2005年時
20-24歳）＝有配偶者の純移動数（2000年時15-19歳
から2005年時20-24歳）÷人口（2000年時15-19
歳）
Ｄ)死別純移動率（2000年時15-19歳から2005年時
20-24歳）＝死別者の純移動数（2000年時15-19歳か
ら2005年時20-24歳）÷人口（2000年時15-19歳）
Ｅ)離別純移動率（2000年時15-19歳から2005年時
20-24歳）＝離別者の純移動数（2000年時15-19歳か
ら2005年時20-24歳）÷人口（2000年時15-19歳）
なお，上記４つの配偶関係別純移動率の総和と，全体
の純移動率の差分を，配偶関係不詳の純移動という意味
で不詳純移動率とした．
Ｆ)不詳純移動率（2000年時15-19歳から2005年時
20-24歳）＝純移動率（2000年時15-19歳から2005
年時20-24歳）－Σ配偶関係別純移動率（2000年時
15-19歳から2005年時20-24歳）
⑷ 配偶関係別純移動率（分母：配偶関係別人口）
今ひとつは配偶関係別純移動率として，分母に年齢別
人口ではなく，各配偶関係別人口を取り算定した．これ
は各配偶関係別人口がどのような移動傾向を持つかを示
すものである．具体的には以下の式（例は2000年時
15-19歳から2005年時20-24歳）による．
Ａ)未婚者の純移動率（2000年時15-19歳から2005年
時20-24歳）＝未婚者の純移動数（2000年時15-19
歳から2005年時20-24歳）÷未婚人口（2000年時
15-19歳）
Ｂ)有配偶者の純移動率（2000年時15-19歳から2005
年時20-24歳）＝有配偶者の純移動数（2000年時
15-19歳から 2005年時 20-24歳）÷有配偶人口
（2000年時15-19歳）
Ｃ)死別者の純移動率（2000年時15-19歳から2005年
時20-24歳）＝死別者の純移動数（2000年時15-19
歳から2005年時20-24歳）÷死別人口（2000年時
15-19歳）
Ｄ)離別者の純移動率（2000年時15-19歳から2005年
時20-24歳）＝離別者の純移動数（2000年時15-19
歳から2005年時20-24歳）÷離別人口（2000年時
15-19歳）
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この場合，2000年時の各配偶関係別人口が分母となる
ため，若年層では未婚以外は，分母が０また極めて小さ
く，純移動率が計算できないか，極端に過大な値となる
点に注意を要する．
Ⅲ．結果
１．純移動率の分解
⑴ 配偶関係別純移動率（分母：年齢別人口）
まず，全体の純移動率と，これを配偶関係別に分解し
た配偶関係別純移動率（分母：年齢別人口）を比較する
（図１）と，男女とも15-19歳から20-24歳（以下，2000
年時15-19歳から2005年時20-24歳を，このように略記
をする．図内の表記は15～19→20～24．以下同様）と，
20-24歳から25-29歳の純移動率は若年層の大部分が未
婚者であるため，主として未婚純移動率を反映したもの
であることがわかる．しかし，このうち男子（図1a）の
20-24歳から25-29歳の未婚純移動率がほぼ０であるの
に対し，有配偶純移動率と離別純移動率は－0.02となっ
ており，この年齢階級の純移動率が全体として－0.04と
僅かに転出超過となっているのは，有配偶者や離別者な
ど比較的早婚な男性人口の市外流出を反映したものであ
ることがわかる．
これに対し女子（図1b）の20-24歳から25-29歳は，
未婚純移動率が－0.01，離別純移動率が－0.02に対し，
有配偶純移動率が0.04とプラスの値となっており，この
年齢階級の純移動率が全体として0.01と僅かに転入超
過となっているのは，比較的早婚な女子人口の転入傾向
を反映したものであることがわかる．
また男子の25-29歳から30-34歳では，全体の純移動
率がプラスで推移しているが，これは専ら有配偶純移動
率の動きを反映したものであり，未婚純移動率は30-34
歳から35-39歳の－0.06まで強い流出傾向を示してい
る．女子の25-29歳から30-34歳より上の年齢階級でも
男子ほど強くはないが有配偶純移動率がプラスであるの
に対し，未婚純移動率は30-34歳から35-39歳の－0.03
まで，強い流出傾向を示しており，高年齢では男女とも
有配偶者の転入超過，未婚者の転出超過が観察される．
なお，離別純移動率は男女とも全年齢階級で転出超過
となっており，いずれも有配偶率が高まり，その結果と
して離別率も高まる25-29歳から30-34歳で転出超過が
最も高くなっている．これに対し死別の純移動率は，分
母を年齢別人口とした場合，該当するケースが極めて限
定されるため，男女とも全年齢階級で１％未満となって
いる．
⑵ 未婚者と既婚者
同様の結果を，生残率と累積初婚数だけから推計でき
る未婚者の純移動率と，その値に配偶関係不詳の純移動
率を加え，全体の純移動率から引いた値である，既婚者
（有配偶，離別，死別）の純移動率の二つに分解し観察す
ると（図２），男女とも15-19歳から20-24歳，20-24歳
から25-29歳の純移動率は未婚者の動き（転入超過）を
反映したものであるのに対し，家族形成期の25-29歳か
ら30-34歳以降の年齢階層では既婚者（有配偶者が多数
を占める）の動き（転入超過）を反映したものであるこ
とが確認できる（未婚者は転出超過）．
２．配偶関係不詳の影響
⑴ 配偶関係不詳を未婚者に算入
2005年の国勢調査では30歳後半から配偶関係不詳者
が非常に多く，この影響が推計結果に影響している可能
性も考えられる??．
そこで，まず，2005年のすべて配偶関係不詳者を未婚
者に加え，同様の計算を行った（図３）．この結果，男女
とも30-34歳から35-39歳以上で未婚純移動率が転入超
過に転じたが，男女の性比と女子未婚初婚率の関係で焦
点となった25-29歳から30-34歳の既婚純移動率は，男
女とも転入超過のままであり，既婚（実質的には有配偶
者）の転出超過とはならないことが確認できた．図1 配偶関係別純移動率（分母：年齢別人口)
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⑵ 配偶関係不詳を既婚に算入
逆の仮定として，2005年のすべて配偶関係不詳者を既
婚者に加えて同様の計算を行った（図４）．この場合には，
全体の純移動率から未婚純移動率を引いた（不詳純移動
率を含む）の場合（図２）に比べ，家族形成期以降の年
齢階層で，既婚者（実質的には有配偶者）の転入超過，
未婚者は転出超過となる傾向がさらに強まることが確認
できる．
３．分母を配偶関係別人口とした場合
次に分母を年齢別人口ではなく，各配偶関係別人口に
した純移動率を計算した（表１）．これは各配偶関係別人
口がどのような移動傾向を持つかを示すものと解釈でき
る．なお，すでに述べたように，2000年時の配偶関係別
人口が分母となるため，若年層では未婚以外，意味をな
さない??．
まず未婚男子の純移動率をみると，15-19歳から20-24
歳（表中の表記は20～24．以下同様）までが転入超過，
25-29歳から30-34歳以降では転出超過となっており，
55-59歳から60-64歳の定年退職年齢で一時的に転入超
過となるものの，そこから上の年齢では再び転出超過と
なり，さらに70-74歳から75-79歳の後期高齢者で，再
度，転入超過となっていることがわかる．これに対し女
図2 未婚者と既婚者の純移動率
図3 配偶関係不詳を未婚者に算入
図4 配偶関係不詳を既婚者に算入
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－8.77 －34.84 －13.18
－0.04 －0.00 －0.26 －0.22 －10.78 －0.01 －2.91
－0.02 －3.03 －0.96
－0.16 －0.54 －1.29 －0.09 －0.36
－0.04 －0.16 －0.65 －0.03 －0.12
－0.00 －0.29 －0.42 －0.00 －0.08
－0.01 －0.25 －0.01 －0.04
－0.00 －0.12 －0.12 －0.03
－0.21 －0.03
－0.02 －0.10 －0.03
－0.02 －0.06 －0.04 －0.01 －0.04
－0.07 －0.03 －0.00
－0.15 －0.02 －0.01
子の未婚者も15-19歳から20-24歳までが転入超過で，
20-24歳から25-29歳が転出超過だが，問題の25-29歳
から30-34歳ではわずかに転入超過，そして，それより
上の年齢では45-49歳から50-54歳まで転出超過とな
る．ただし，それ以上の高年齢では，男性の場合より一
貫した転入超過傾向が見られる．
これに対し有配偶者の純移動率は，男子が15-19歳か
ら20-24歳，20-24歳から25-29歳で転出超過であり，こ
こでも早婚型の男子は札幌市外に転出する傾向が強いこ
とがわかる．逆に25-29歳から30-34歳以上の男子有配
偶者は高年齢まで一貫して転入超過であり，家族形成の
タイミングにより，転出入傾向に差があることが確認で
きる．この転出超過から転入超過にシフトして行くとい
う基本的傾向は，先に示した分母を年齢別人口とした場
合と同じである．これに対し，女子では有配偶者の純移
動率は20-24歳から25-29歳以上のすべての年齢層
（70-74歳から75-79歳を除く）で転入超過であり，この
結果も，先に示した分母を年齢別人口とした場合と，ほ
ぼ同じである．
ここでも興味深いのは離別者の純移動率で，男女とも
全年齢階層で転出超過であり，離別者は市外に流出する
傾向がある．これに対し，分母を年齢別人口とした場合
は該当件数が少なく転出入傾向が不明であった死別者の
純移動率は，分母を死別人口に限定すると，男女で全く
逆の傾向を示しており，男子は全般的に転出超過，女子
は転入超過となっていることがわかった．
４．コーホート未婚初婚率
最後に問題となったコーホート未婚初婚率について，
ここで算出した未婚純移動率（分母を未婚人口）並びに
人口動態統計から求めた累積初婚件数の実績値を用いて
再計算を行った（図５）．
図中，推計値Ａは，未婚者の純移動率が全体の純移動
率と同じであると仮定した場合のコーホート未婚初婚率
であり，2000年の未婚者から推計した2005年の未婚者
数と，国勢調査の実際の値の差を累積初婚件数と解釈し，
これを2000年の未婚者数で除したものである．
これに対し，推計値Ｂは全体の純移動率の代わりに，
今回，算出した未婚者の純移動率を用いたものである．
また推計値Ｃは上記の方法とは異なり，今回，算出した
累積初婚件数を2000年の未婚者数で除したものである．
この結果から明らかなように，実際の値により近いと
解釈できる推計Ｂ，推計Ｃより，問題の25-29歳から
30-34歳以上で，推計Ａは男女とも，むしろ過大である．
したがって，結婚した女性が市外に流出し，未婚の女性
が多く残るために，推計Ａの未婚初婚率が実際の値より
低くなるのではないかという懸念は，当たらないことが
判明した．
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表1 性・年齢５歳階級・配偶関係別純移動率（分母：各配偶関係別人口）
年齢
階級
男子
全体
未婚 有配偶 死別 離別
年齢
階級
女子
全体
未婚 有配偶 死別 離別
０～４ ０～４
５～９ 0.02 0.02 ５～９ 0.02 0.02
10～14 0.03 0.03 10～14 0.03 0.03
15～19 0.14 0.13 15～19 0.15 0.14
20～24 0.09 0.14 4.34 20～24 0.15 0.14 2.33 4.67
25～29 25～29 0.01 0.38 0.87
30～34 0.05 0.31 0.46 30～34 0.03 0.01 0.11 0.72
35～39 0.04 0.11 35～39 0.02 0.04 0.40
40～44 0.03 0.04 40～44 0.03 0.04 0.31
45～49 0.03 0.03 45～49 0.03 0.03 0.16
50～54 0.02 0.02 0.03 50～54 0.02 0.01 0.26
55～59 0.03 0.02 55～59 0.02 0.01 0.01 0.20
60～64 0.05 0.02 0.06 60～64 0.03 0.01 0.02 0.09 0.00
65～69 0.03 0.03 0.00 65～69 0.03 0.02 0.00 0.14
70～74 0.03 0.03 70～74 0.03 0.01 0.13
75～79 0.02 0.01 0.03 75～79 0.04 0.04 0.01 0.08
80～84 0.03 0.04 0.06 80～84 0.05 0.02 0.13 0.01
85～ 0.43 0.28 0.36 0.76 0.34 85～ 0.71 0.54 0.62 0.75 0.44
註：表中，年齢階級は2005年時．例：25～29は2000年時20－24歳から2005年時25－29歳
Ⅳ．考察
本稿では電子化された資料が得られた2000年から
2005年までについて，札幌市の人口動態統計の男女初婚
件数，離婚件数，再婚件数を，各歳コーホート別に積算
し，それらを集計して５歳年齢階級・コーホート別件数
を求め，これを元に札幌市の配偶関係別純移動率の推計
を試み，問題となったコーホート未婚初婚率について，
コーホート別累積初婚件数の実績値や未婚人口の純移動
率を用いて再計算を行った．
その結果，札幌市の場合，男女とも未婚者の純移動率
は15-19歳から20-24歳，20-24歳から25-29歳までは
転入超過であり，問題の25-29歳から30-34歳も含め，
それ以降では転出超過となる傾向があることが確認でき
た．つまり大学などの高等教育機関の集積から高校卒
業・大学進学までの年齢（男女ともほぼ全員未婚者）で
は転入が転出を上回るが，卒業・就職の段階以降となる
と，地元での雇用機会の不足などから未婚者は転出超過
にシフトして行くことが確認された．
つまり高い未婚者割合から連想される，独身者が集ま
る街という札幌市のイメージが，実際の未婚純移動率と
合致するのは25-29歳までであり，それより上の年齢で
は未婚者はむしろ転出超過となっていることが判明し
た．これは，札幌市はコンビニエンス・ストアなどが多
く独身者が住み易い街であり，これが未婚化・晩婚化傾
向を助長しているのではないかという通説とは，逆の移
動傾向である．
一方，有配偶者の純移動率は男女で異なる．男子では
若年で転出超過，25-29歳から30-34歳より上の年齢層
では転入超過であり，同じ男子でも家族形成のタイミン
グ（ただし若年の有配偶者が早婚であることは間違いな
いが，高年齢の有配偶者については不明）により転出入
傾向に差がある．この差がどのような要因によるかはさ
らに分析が必要だが，若年男子が家族形成し市内にとど
まることは経済面からも難しいのではないかと思われ
る．
これに対し，女子有配偶者は，札幌市の場合，すべて
の年齢階層で転入超過であり，東京都を初め他の大都市
圏では一般的とされる，結婚や家族形成に伴う大都市近
郊地域への転出傾向はみられないことが確認された．な
お，男子とは異なり女子では若年の有配偶者も転入超過
であるのは，結婚年齢の差（通常，男子の方が年上）を
反映しているものと思われる．
離別者の純移動率は男女とも全年齢で転出超過であ
り，札幌市の高い離別割合から連想される，道内や本州
から離別者が集まっているのではないかという，従来か
らの通説とは全く逆の傾向が確認できる．
これが他の大都市圏と比べ特異であるかどうかは，今
後，比較検討する必要があるが，経済状況が困難なケー
スが多い（特に女性）とされる離別者の場合，経済面か
らも札幌市内にとどまることが難しいのではないかと推
測される．
一方，死別者の純移動率は，男子が転出超過，女子は
転入超過であるという興味深い傾向も明らかになった．
これも他の地域との比較が必要であるが，死別者の場合
は呼び寄せ効果が男女で逆に作用するといった可能性が
考えられる．
つまり，一般に女子の高齢単独世帯が多く見られるこ
とからも，単独で日常生活を送る上で男女の自活力に相
違があるのではないかと推測される．この場合，男子は
配偶者と死別後，市外に住む家族と同居するか，施設な
どに移動するため転出超過となる．一方，女子は，その
まま単身世帯として残るか，市内に住む家族とともに暮
らす傾向があるのではないかと考えられる．
なお，これらの結果は分母に年齢別人口，各配偶関係
別人口のいずれを取った場合でも，また比較的推計が容
易な未婚者とそれ以外の既婚者に分けて行った場合や，
配偶関係不詳をいずれかに振り分けた場合も基本的に変
わらないことが確認できた．
さらに，今回，算定した未婚者の純移動率や累積初婚
図5 コーホート未婚初婚率の比較
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件数を用いて，年齢５歳階級別コーホート未婚初婚率を
算定したところ，いずれも元の推計値より低めとなった．
したがって，結婚した有配偶女性が市外に流出し未婚の
女性が多く残るために，未婚初婚率が低くなるのではな
いかとの疑問はあたらず，少なくとも直近の2000年から
2005年までについては，純移動率の配偶関係別相違から
未婚女子の相対的過剰が発生するといったことはなかっ
たことが確認できた．
確かに隣接する石狩市や北広島市の住宅地域への結婚
移動は一定程度あると思われるが，首都圏地域とは，異
なり未だに市内周辺部に十分過ぎるほどの宅地供給余力
があること，また道外他地域に対し，過去，一度も転出
超過となったことがないことを考慮すれば，この結果は
2000年以前にも当てはまるものと思われる．
Ⅴ．むすびにかえて―?今後の課題
本稿の主目的は，女子の未婚者と既婚者の純移動率を
推計し，その相違が分母人口の変化として未婚初婚率の
変動に影響を与えているかを検証することにあった．し
かし，札幌市民の人口移動というより広い視点から分析
結果をみると，地方自治や街づくり，都市計画，家族社
会学，地域福祉学など多様な分野に関係する側面がある
のではないかと思われる．
たとえば，未婚者の移動という点で，札幌市は男女と
も大学卒業年齢までは転入超過であるが，就業・家族形
成期以降は男女とも転出超過であり，従来イメージとは
大きく異なる．このことは，札幌市が就業機会や住環境
などの点で，未婚者にとって必ずしも暮らし良い街では
ないのではないか，あるいは，どのような条件が満たさ
れれば，未婚者の転出超過を抑えることが可能となるの
かといった，街づくりを進める上での重要な課題に繫が
ると思われる．一方，有配偶者の移動は男子は30-34歳
より上で女子はすべての年齢階級で転入超過となってい
るが，これをもって家族形成にとり良好な環境が実現し
ている証拠といえるかについては，なお疑問が残る．と
いうのも，若年男子，男女の離別者など他の既婚者グルー
プは転出超過であり，前者と後者の間には経済格差の存
在が推測しうるからである．また，この相違が住宅価格
や交通の利便性などの住環境とも関係するとすれば，市
内の居住分布にも現れるはずである．したがって，この
点についてはさらに空間分布を分析することで，都市計
画面でも有用な知見が得られるのではないかと思われ
る．また死別者の移動は男子は転出超過，女子が転入超
過となっているが，この点についても今後より詳細な分
析を行うことで，家族社会学・地域福祉学などに関連し
た知見が得られるのではないかと考える．
もっとも本稿で推計した配偶関係別純移動率は，電子
化された人口動態統計資料が得られた，直近の国勢調査
間のみであり，ここで確認された傾向が過去も含め安定
的なものであるかは，分析対象期間を拡大する方向で，
今後，検証して行く必要がある．
また，ここで確認された札幌市の配偶関係別純移動率
の諸傾向が，他の地域人口，とりわけ他の政令指定都市
と比較し特異なものであるかも，興味深い問題であり，
さらに検証を要する課題である．
これとも関連し，今後，市内周辺部の宅地供給余力，
住宅取得価格，通勤パターンなどと，有配偶純移動率の
関係など，配偶関係別純移動率と社会経済的要因との関
連を分析し，そのメカニズムを解明したいと考えている．
さらに，これらの諸点をより確実に究明するには，配
偶関係別純移動率を推計ではなく実数で計算し，その精
度を検証するとともに，さらに転入率，転出率に分解し，
各々への影響要因を特定する必要がある．わが国の人口
移動統計で，これが可能なデータは10年ごとの国勢調査
報告人口移動集計しかないが，2010年度には，この実施
が予定されている．すでに述べたように，従来，この集
計においては，配偶関係別の移動人口数は表章されてい
ないが，文部科学省などの公的研究助成を申請・受託す
ることにより，特別集計を申請することは可能であり，
今後，そのための準備を進めて行くことも検討している．
謝辞：本研究は平成19年度－21年度科学研究費補助金
基盤研究Ｃ（課題番号19530448）「札幌市の少子化：政令
指定都市の出生力のシステム・ダイナミック・モデル構
築」の一部をなすものである．データの収集・加工にお
いて竹中健（北海道大学大学院）氏の協力を得た．また
第61回日本人口学会（2008年６月関西大学千里山キャ
ンパス）や人口学会東日本部会を通じ，貴重な意見，コ
メントを頂いた．末尾ながら改めて謝意を表す．
註
⑴ 時系列で性比と女子の未婚初婚率の相関を分析する場
合，未婚初婚率の分子は期間とは異なりコーホート・セン
サス間で発生する初婚件数となる．しかし，長期にわたり
過去の人口動態統計からこれを求めるのは困難であるた
め，次式により，性・年齢５歳階級別人口の変動率と未婚
人口からセンサス間未婚初婚率を推計した．
｛未婚人口（a，t）×（人口（a＋5，t＋5）÷人口（a，t））－
未婚人口（a＋5，t＋5）｝÷未婚人口（a，t）＝センサス間
未婚初婚率（a→ a＋5，t→ t＋5）ただし，aは年齢階級，
tは年次．
この推計では全体の人口と未婚人口の間では死亡率や
純移動率に差はないものと仮定し，５年後の未婚人口を
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推計，これと実際の国勢調査結果に現れた未婚人口数と
の差をコーホート・センサス間で発生した初婚件数と解
釈する．このため配偶関係により死亡率や純移動率に差
がある場合は未婚初婚率が過少または過大となる可能性
がある点に注意する必要がある．
⑵ 本稿は2009年度第１回人口学会東日本部会（2009年９
月，札幌市立大学サテライトキャンパス）において「札幌
市の配偶関係別純移動率 2000年－2005年の推計」とし
て報告した内容に加筆・修正を加え論文化したものであ
る．
⑶ 札幌市の「平成18年度札幌市人口移動実態調査」の，第
34表（転入），第35表（転出）「区内移動世帯の移動理由，
移動主因者の年齢別世帯の状況」???によれば，結婚・離婚
による移動は転入世帯数890件中186件（20.9％），年齢
別では25-29歳の37.9％，30-34歳の32.2％，転出世帯
数947件中160件（16.9％）となっており，年齢別では
25-29歳の36.3％，30-34歳の26.3％を占める．したがっ
て世帯単位のため男女別に分解できないが，札幌市の場
合も，配偶関係の異動が転出入に影響していることが確
認できる．
⑷ 配偶関係別純移動率は各配偶関係別人口の移動傾向を解
明するものではあるが，結婚・離婚などの配偶関係の変化
が移動に及ぼす影響を直接示すものではない点に注意す
る必要がある．たとえば有配偶純移動率には，その年その
年齢で新たなに結婚した者以外の有配偶者（過去からの
非異動者，離別死別からの再婚者など）も含まれる．した
がって，初婚，再婚，離婚，死別などのライフイベントが
個々人の移動にどのような影響を与えるかについては個
票を使ったマイクロレベルの分析が不可欠である．
⑸ 札幌市の配偶関係不詳割合は，15歳以上の人口全体では
2000年の男女とも1.4％から2005年の男子2.4％，女子
2.1％へと倍近くに増加している．とりわけ有配偶割合が
高まる30歳以上で不詳率の上昇が目立ち，もっとも高い
35歳－39歳では男子2.2％女子1.4％から，男子7.1％
女子4.4％へと３倍以上となっている．
⑹ このため表１には掲載していない．しかし，表中，男子
20-24歳の，有配偶－8.77，死別4.34，離別34.84，女子
20-24歳の，有配偶2.33，死別4.67，離別13.18などの
異常に大きな純移動率は，2000年の分母人口が男子
15-19歳の有配偶者292人，死別者３人，離別者１人，女
子15-19歳の有配偶者440人，死別者３人，離別者34人
と極端に少ないことによる．
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「地球色展」 府中市美術館市民ギャラリー 2009年８月24日～30日
「soft CREAM」（ヨコハマ国際映像祭2009関連イベント）横浜赤レンガ倉庫１号館 2009年11月27日～29日
12 Pieces of Roop Animation Vol.3「視線で味わう果実」（DVバージョン)
作品紹介
視線で味わう果実（アニメーションと静止画)
望 月 澄 人
Sumitto MOCHIZUKI
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「地球色展」 府中市美術館市民ギャラリー 2009年８月24日～30日
「fruits 08」（CG静止画Ａ２)
「地球色展」 府中市美術館市民ギャラリー 2009年８月24日～30日
「fruits 07」（CG静止画Ａ２)
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作品紹介
「地球色展」 府中市美術館市民ギャラリー 2009年８月24日～30日
「fruits 10」（CG静止画Ａ２)
「地球色展」 府中市美術館市民ギャラリー 2009年８月24日～30日
「fruits 09 」（CG静止画Ａ２)
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「ANBD 2009 台南展」 崑山科技大学ギャラリー 2009年９月24日～10月７日
「fruits 04」（CG静止画Ａ２)
「ANBD 2009 天安展」 祥明大学ギャラリー 2009年８月24日～９月４日
「fruits 03」（CG静止画Ａ２)
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「ANBD 2009 天津展」 天津美術学院ギャラリー 2009年10月８日～10月18日
「fruits 05」（CG静止画Ａ２)
「ANBD 2009 奈良展」 奈良県文化会館展示室 2009年11月19日～11月23日
「fruits 06」（CG静止画Ａ２)
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作品紹介
Exhibition View2009
?Vertical Landscape?作品上面からみる
?Penetrate Garden?作品床面
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作品紹介
風景を成す場としての空間作品 制作研究
山 田 良
Ryo YAMADA
個展?Vertical Landscape?
札幌芸術の森美術館中庭＋前庭：2009年４月25日－11月８日
個展?Penetrate Garden?
Steen& Strom,Oslo NORWAY：2009年３月18日－４月23日
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?Vertical Landscape?中庭側内観
［作品データ］
ファブリック製
空間サイズ（中庭）：高さ3.6m・幅23.0m・奥行き13.0m
空間サイズ（前庭）：高さ3.6m・幅23.0m・奥行き13.5m
柱状造形：高さ3.6m・0.45m×0.45m（43本）
高さ3.6m・0.9m×0.9m（13本）
60
?Vertical Landscape?中庭側内観
作品内部を観覧することができる
?Vertical Landscape?前庭側を美術館対岸からみる
夏季限定のライトアップのようす
作品紹介
※制作協力：杉浦良輔，平山友美子，奥田諭史，堺麻那，図司早夕里（札幌市立大学デザイン学部空間デザインコース）
61 SCU Journal of Design & Nursing Vol.4,No.1,2010
?Penetrate Garden?作品内観
［作品データ］
紙管製（直径55mm・厚さ４mm）
空間サイズ：高さ2.3m・幅12.0m・奥行き15.0m
床面差し込み管：約30000本
柱状管：2000本
?Penetrate Garden?作品内観
来訪者が自由に空間をデザインすることができる
※制作協力：堺麻那，平山友美子，奥田諭史（札幌市立大学デザイン学部空間デザインコース） 以上 写真：山田良
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作品紹介
これまで自然環境における風景を，造形作品を通してどの
ように見せるかという考察??を続ける一方，作品をつくる側
として，風景を想起させる空間とはどのような状態のものか，
作品そのものが鑑賞者にとっての風景となりえないかという
考えを巡らしている．本制作研究は体験を通して実践検証す
るプロセスの一端であり，今後の制作研究の継続を重視する
前提に立つ．風景の認識方法を定式化することと作品を制作
することとは相互作用に異論の余地はないが，直接ひとつの
理想的な空間形態へと結びつくものとも考えにくい．素材の
選択・鑑賞者との関わり方・制作方法など複数の造形アプロー
チをパラレルに実践することで，風景を想起させる空間イン
スタレーション作品について考察していく．
１．本制作研究における風景の定義
「風景」の言葉のもつ意味としてジンメルは「風景が産出さ
れるところの独特の精神的過程」??という表現を用い，風景と
は見る者による個性を持つもので心や生命の躍動全体と連携
を保つと指摘している．木村はこのジンメルによる風景に固
有な「気分」を捉え，「客観性の極に景観を，主観性の極に風
景を配置することによって，風景経験に具わる認識論的秩序
を，具体的に定式化することができる」??としている．
このように風景とは，見る側によりつくられるという観点
から捉えることができ，視点場（見る人）と媒介（作品）そ
して対象（風景）という立場に分けた上での論理が成り立つ
といえる．
２．動きをアフォード??する空間インスタレーション
2.1 先行作品事例と知覚概念
鑑賞者の動きを促し，また動くことで知覚することが可能
な作品として，荒川修作『見る者がつくられる場』実験展
（1992，東京国立近代美術館)(写真１）をとりあげたい．まず
展覧会のタイトルが印象に残る．工藤によれば，タイトル内
の「られる」は受動であると同時に可能の意味でも考えるこ
とができる??．作家が表現し，鑑賞者が見るという近代芸術の
原理を反転させ，作者が用意した場で鑑賞者が芸術作品をつ
くる＝表現することができるとなり，作家と鑑賞者が共同に
て作品を制作する場という意味となる．つまりこの展覧会の
趣旨は，見る側の知覚の姿勢を能動的に変えなければ，作品に
潜む趣旨も見えてこないということも同時に意味している．
ギブソンによれば，人が自らの置かれる環境を知覚する場合，
体の動きが決定的に重要であるとする??．われわれが対象を
把握する場合，常に眼や頭から体に至るまで動いている．動
くことで対象に関する十分な情報をえることができ，不変項
をピックアップしながら正確な
対象把握にいたるとしている．
2.2 作品報告
?Penetrate Garden?（2009，
ノルウェー・オスロ）では，鑑
賞者の動きをアフォード??する
空間を考えた．視界を遮られる
空間は次なる空間の展開を鑑賞
者に期待させるといえる．また，
作品の大きな特徴のひとつが，
空間内を占める2000本の紙管（直径55mm・高さ2.3m）を
鑑賞者が自由に動かせるということである．これにより各々
の考えるレイアウトを創造・選択し，空間をつくりあげるこ
とができる．内部の紙管の密度は全体において不均一で斑が
あり，われわれは動くことで自らを取り巻く空間状況を把握
することができる．鑑賞者それぞれの動きによって異なる場
の連続となる本作品は，視覚情報から組み上げられ，鑑賞者
の記憶の中での風景となるといえるのではないだろうか．
３．肌理・テクスチャーから解放された
空間インスタレーション
3.1 先行作品事例と知覚概念
James Turrell（ジェームズ・タレル）は直島?南寺プロジェ
クト?について作品にとっての光の重要性を語り，「光に物質
性を持たせたい．光は物を照らし出すものとして使われてい
るが，私自身は光が持っている物質性に強く惹かれる」と述
べている??．
川俣正は対談??の中でこのタレルの作品について「何も見
えない真っ暗な部屋に入り―中略―次第に何か見えてくるが
それは結局自分の目の残像みたいなもの，自分の頭の中で見
えているものを見ている」と表現している．奥行きの感覚や
はっきりとした対象物がないことが，鑑賞者の創造をふくら
ませる傑出した事例とであることはいうまでもなく，川俣も
その効果を述べている．
ものの表面を彩るものは色彩や肌理（テクスチャー）??とす
る，ギブソンが空間知覚の概念を提示するにあたり基礎とし
たのは，われわれを囲む環境を「包囲光配列」としえ捉え，
空間を満たす光によって環境は面のレイアウトとして知覚さ
れるとすることであった．われわれを取り巻く環境の肌理は，
視覚対象に表情を与え味わいや風合いを増す効果を有すると
ともに，見る者に遠近感覚を構成しさらには自分がここにい
るという定位感覚を与える．
3.2 作品報告
?Vertical Landscape?（2009，札幌）では，肌理（テクス
チャー）から解放???され，明確な視覚対象を伴わない空間を
思考した．これにより鑑賞者がイメージを構築し，本作品そ
のものが風景として映ることを期待している．作品は軽量な
ファブリック（寒冷紗１mm目合）を素材としているため，
ささやかな空気の流れに反応しゆらめく．また陽の光を細い
繊維が反射するため，光がボリューム・質量を伴い現れる．
概念としてではなく経験として，鑑賞者の前に風景として浮
遊すると考えている．
参考文献および補注
１)山田良（2008）「風景の見せ方に関する考察 その１―?ノルウェ ・ーフィヨルド海岸沿
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10)素材（寒冷紗）による物質性は確実に存在する．ここではその脆弱さに加え一種類の素
材による均一さを持って解放としている．
風景を成す場としての空間作品 制作研究
?Vertical Landscape??Penetrate Garden?
写真1 荒川修作『口をあけ眼を閉
じて』1990
（出典：東京国立近代美術館，
1991『荒川修作の実験展：見る者が
つくられる場』p.237）
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作品紹介
ミルクラフトプロジェクト
地元企業と地元クリエイターの協同による
札幌発オリジナル「エコ・パッケージ」ブランドの開発
福 田 大 年
Hirotoshi FUKUDA
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図1 ミルクラフトの「シンボルマーク・コンセプトフレーズ・ロゴタイプ」の組み合わせ
図2 ミルクラフトブランドのオリジナル製品「メモクラフト」（メモパッド）・白と黒の２タイプ（撮影：上田亮)
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図4 メモクラフト メモ紙の裏面（撮影：上田亮)
図3 メモクラフト 蓋を開いた状態（撮影：上田亮)
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図５：メモクラフト 広報用リーフレットのオモテ面 図６：メモクラフト 広報用リーフレットのウラ面
開発スタッフ
Producer：近藤篤祐
Creative Director：福田大年
Art Director：児玉美也子／上田亮
Designer：児玉美也子／上田亮／馬渕みなみ
Copywriter：池端宏介
Photographer：中村祐弘
Project Manager：福田大年
Planner：福田大年／池端宏介／児玉美也子／上田亮
Programer：山崎智子
Assistant：林佑希子
Production：COMMUNE／Futaba.／モリタ株式会社
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作品紹介
幌内布引アートプロジェクト 炭鉱
やま
の遺産
きおく
を掘り起こす#２
上遠野 敏
S atoshi KATONO
札幌市立大学デザイン学部
三笠市の山奥に眠る北炭幌内布引立坑跡で「幌内布引アートプロジェクト 炭鉱の遺産を掘り起こす#２」を開催しました．
閉山から20年の沈黙を破り，アートの力で「場の記憶」を掘り起こし炭鉱遺産の活用に一石を投じることができました．
12日間の会期で600名の観覧者が来場され，炭鉱遺産の価値と記憶を甦らせることができました．
●会期：10日３日（土)～11月３日（火／祝）の土曜・日曜・祝日のみ公開（９月20日～27日プレオープン）
●参加アーティスト
・上遠野 敏（作家＆アートディレクター）
・札幌市立大学美術部 noumenon（ノメノン）
牛田美穂，織笠晃彦，川内優加，木村尚史，倉本祥平，冨田香代子，成田彩子，畑山愛実，福田翼，磯川亮太，石崎佑美
伊藤里菜子，太田耕平，工藤寛子，桜井亜美，佐藤文香，萩原拓矢，山根春菜，平野大地，山本倫子
・S ARD（サード：札幌地域デザイン研究会）
浅見和司，梅村守，北村有樹士，酒井裕司，嶋田健一，町谷浩幸，松田建夫
●主催：NPO 法人 炭鉱の記憶推進事業団 後援：北海道空知支庁，三笠市
自然が回復して緑に包まれる布引立坑跡・立坑繰込所と捲上室
●メイン会場 北炭幌内炭鉱 布引立坑跡
上遠野 敏＆札幌市立大学美術部 noumenon
北炭幌内炭鉱は，北海道最初の近代炭鉱として開発された1879（明治12）
年から閉山の1989（平成元）年まで，その歴史は世紀を超える．数ある坑
口の中で布引坑は，1917（大正６）年に開削された深さ297mの立坑で，
その後半世紀にわたり主力坑口として活躍した．1967（昭和42）年の幌内
立坑完成によって，入坑口から坑内排気へと役割が変化したが，1975年に
幌内立坑直下で発生したガス爆発事故では，その復旧作業に欠かすことの
できない存在であった．1970年代後半には沢を埋めていた炭鉱住宅もほと
んど姿を消し，1983年の坑内合理化によって立坑は役割を終えた．閉山時
に主要施設は撤去されたが，開削時に建設された煉瓦・コンクリート合築
の巻上機械の建物や，坑口から排気扇風機に至るコンクリート風洞は，今
でも残っている．上遠野敏と札幌市立大学美術部 noumenon（ノメノン）
が，幌内炭鉱半世紀の歴史を記憶した空間を活かして作品を制作した．
１．アプローチ 札幌市立大学美術部 noumenon作品
「手ぬぐう道」 白いタオル，ロープ
鉱夫が坑内の中に入るとき白い手ぬぐいを首に巻いていた．この手ぬぐいは，汗を拭ったり，怪我の手当をしたり，マスク
の代わりとしても使われた．鉱夫にとって白い手ぬぐいは炭鉱仕事の必需品であった．現在，森となった布引立坑へと続く道
に，白いタオルをフラッグの様に掛けることで，当時往来していた沢山の鉱夫の活気を表し，鑑賞者を向かい入れる道しるべ
とした．
■火薬庫
坑内で使用するダイナマイトを保管するためのレンガ造倉庫．川の対岸にある大きな倉庫が保管用で，誤爆時に備えて土塁が巡らされ
るなど，施設の設置・管理は法令によって厳しく規制されていた．手前の小さな倉庫では，当日の坑内携行分を一時的に保管し，ここか
ら火薬有資格者がダイナマイトをリュックサックに詰めて坑内へ入っていった．
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制作風景 作品「手ぬぐう道」
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２．立坑繰込所 札幌市立大学美術部 noumenon作品
「ドコカラドコヘユク」 テグス，その場の素材
鉱夫の繰込所．入坑前や後の憩いや交流の場として鉱夫の安らぎの場でもあった．現在では天井が半壊し，地面には木が生
え，建物が自然へと還っていく様子を見ることが出来る．地面には，崩れた屋根の材木や，古びた部品など，当時の痕跡がい
たる所に残されている．それらのものを，その位置のままで宙に浮かせ，時の経過による物語を想起させる空間とした．
■立坑繰込所
山の向う側（現在の幌内炭鉱景観公園付近）にあった炭砿事務所と立坑の間を連絡する人車（人員用トロッコ）と，坑内へ入出坑する
立坑ケージとの乗り継ぎ時に，鉱員が待機していた建物．入坑前に一服した後は，捜検（発火の危険があるマッチなどを所持していない
か確認する身体検査）を受けてから入坑した．
３．捲上室 上遠野敏 作品
「陽光の聖堂」 太陽光，透明カラーアクリル板，捲上室空間
幌内布引アートプロジェクト 炭鉱
やま
の遺産
きおく
を掘り起こす#2
制作風景 作品「ドコカラドコヘユク」
ステンドグラス作品「陽光の聖堂」／ワイヤーの動物作品「不在の気配」
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「陽光の聖堂」
90年を経て主を失った捲上室は荘厳である．天井も高く，ドイツの炭鉱施設の内部空間を思わせる．天に向かって開くワイ
ヤー孔や，絶妙に配置された多くの窓から降り注ぐ陽光はかつての栄華を想わせる．日本の経済を支えた基幹産業の炭鉱とこ
こで働いていた人々の誇りに敬意を払い，現代のステンドグラスから降り注ぐ柔らかな色の陽光によって，かつての栄華と人々
を奉るための聖堂（カテドラル）に見立てた．
■捲上室
入気立坑のケージ（坑内に入るエレベーターのカゴ：鳥かごのような形状であったことからケージと呼ばれていた）を昇降させるため，
モーターや操作装置が置かれていた建物．レンガとコンクリートが併用された建物は，建築素材がレンガからコンクリートへと移り変わ
る端境期らしい特徴を有している．
４．捲上室 札幌市立大学美術部 noumenon作品
「不在の気配」 鉄のワイヤー，針金
人の気配のなくなった捲上室．人がいるあいだは現れることがなかった山の動物たちが，警戒をといて，この場所に現れる．
ふたたび山の主となった動物たちの姿を，鉄のワイヤーの線で形作ることで，存在を感じるが姿を見ることができない気配を
表現した．彼らは人の不在，山へと還っていく場の象徴である．
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ステンドグラス作品
「陽光の聖堂」
ワイヤーの動物作品
「不在の気配」
５．風洞 上遠野 敏 作品 「風のささやき」 風，繭の毛羽，枝，風洞空間
布引立坑跡の景観の特徴は，長く横たわる苔むす風洞であ
ろう．谷間の湿潤な環境は施設を緑のシェルターで覆い，「山
川草木悉皆成仏」の極楽浄土の趣である．坑内の空気を排出
していた風洞は役割を終えて，今では自然の風をかすかに出
し入れして静かな呼吸をしている生物のようだ．風洞横に開
け放たれた洞に風の流れを視覚化させて，時間と共に自然と
同化して行く様子を繭の毛羽と落ち枝で表した．風と光と風
洞空間の神秘性を味わうために，風洞内の懐に抱かれて裏か
ら見ることを意図した作品である．
■風洞
1967（昭和42）年に幌内立坑が完成し主力坑口の座を譲っ
た後も，1983（昭和58）年まで，坑内からの排気を担う重要
な役割を果たした．坑内の汚れた空気は，布引排気立坑と最奥
部の４片添風洞（４号風洞）から地上に出て，コンクリート造
の風洞トンネルを通り，その末端部に設置されていた出力
600kW の扇風機（ファン）によって大気へ拡散放出された．
６．風洞 札幌市立大学美術部 noumenon作品
「観月坑」 角材，シート，水
風洞の中から見上げる排気口は，満月のように丸く光
り輝く．底部に水盤を作り，水を張ることで光反射によ
り２つの満月の光を鑑賞することができる．それらの神
秘的な光は，より美しく場を明るく照らし風洞に入った
人々を包み込む．
作品「風のささやき」と風洞
作品「観月坑」
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７．風洞斜坑 上遠野 敏 作品
「夢かなえ地蔵」 札幌軟石，風洞斜抗空間
塞がれた風洞斜抗の奥深くには縦横に掘りめぐらせた坑道が横たわっている．今では役割を終えて静かな眠りにつく．戦後
の日本の復興は，石炭を産出する人々の働きがあって支えたと言える．犠牲になった方々の鎮魂と人々の平安，併せてアート
プロジェクトの安全を祈願して地蔵尊を安置した．布引
立坑跡の敷地各所には，「夢かなえ地蔵」と「六道抜苦」
のお札を置かせていただいた．
■風洞斜坑 ４片添風洞（４号風洞）
海抜127mにある坑口から，地下－164mの坑底まで続く
斜坑．幌内立坑とともに新たに掘削された排気専用の坑道で，
幌内立坑から入った空気は坑内を巡った後，旧新幌内砿側の
第２風井と旧幌内砿側の４号風洞の東西両翼の排気坑道から
地上に放出された．平行して，４片添風洞のメンテナンスのた
めに，もう一本の斜坑が掘られている．
風洞の排気扇風機設置口の外観 風洞の扇風機設置口の内側からの雪の眺め
自然が回復して苔むした風洞の外観風洞の上部
作品「夢かなえ地蔵」
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●ビジターセンター（総合案内所） 北炭幌内炭鉱 中央町 監察員詰所跡
札幌のクリエーター集団 SARD
二つの川が合流する幌内中央町は，今でこそ何もないが，沢を炭住が埋め尽くしていた往時は，まさに幌内の「中央」にふ
さわしい賑わいの場所であった．なかでも，二つの沢からの道の交差点は，炭鉱の人々の出入りを見張る監察員詰所が置かれ
ていた．幌内の炭鉱遺産活動に係わってきた札幌のクリエーター集団SARDが，その要衝の地に，ビジターセンターとしての
空間を創造した．
８．ビジターセンター SARD作品
「記憶の入口」 テント骨組み（鉄管），針金，幌内神社からの解体材（木材）借用
炭鉱時代が終わり，この場所から布引へ向かう人々はいなくなった．一軒だけ残されたマンサード屋根の建物も時代の変化
とともに傾き，存在以外は，その機能は失われつつある．傾きかけた建物に直角に，僅かな針金により連続する新たな空間は，
再生された炭鉱施設の面影を伝え，人々を受け入れていく．まるでこれから坑内へ向かう人々の集まりのように．
■幌内中央町
1889（明治12）年の幌内炭鉱開鉱時から，主力居住区として発展してきた地区．囚人労働で開発された開鉱期には，付近に
監獄の外役所があった．ここから沢が２つに分かれ（布引隧道や幌内炭鉱景観公園がある本沢，布引立坑のある奔幌内），要衝
の地であったことから，ビジターセンター設置場所付近には，生協や商店が並び，人々の出入りを監視する観察員詰所も置か
れていた．
塞がれた風洞斜坑内部と作品「夢かなえ地蔵」 風洞斜坑外観
オープニングセレモニーの模様ビジターセンター「記憶の入り口」
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●関連エリア
●関連展示
９．布引隧道 上遠野 敏 作品 「黒い狩人の往来」
ろうそく，風車，オブジェ，鉄，太陽光，霧，水，隧道トンネル空間
布引隧道の入り口は幌内本町側にあり，布引立坑まで鉱夫を繰り出すた
めのトロッコ人車のトンネルである．現在はトンネル内部の崩落により水
脈が切れて満々と地下水に浸され，霧と注ぎ込む太陽光の静 な神秘を漂
わせて森の中にポッカリと口を開けている．炭鉱夫が往来するにぎやかな
往時の様子をろうそくの光と回転する風車とオブジェの影をトンネル内部
の壁をスクリーンにして走馬灯のように映し出した．
■布引隧道
戦前は，各所に小規模坑口が分散していた．戦後になって，人員入出坑は布引
立坑に，揚炭・資材搬入は常磐斜坑（布引立坑の山の向こうにある本沢地区，現
在の幌内炭鉱景観公園内）に集約されたが，坑口浴場，作業指示を受ける繰込所，
砿事務所など管理施設は，依然として本沢地区側に残っていた．ここから，入出
坑口である布引立坑との間は山を挟んで相当の距離があるため，人車（人員連絡
用のトロッコ）で結ぶこととなり，1952（昭和27）年に掘削されたトンネル．
炭鉱景観公園，幌内市街地，鉄道記念館，アートミュージアム
ビジターセンターから布引立坑とは別の沢を上流部に向かうと，広大な選炭機跡の敷地に坑
口や大正時代の変電所などが残っている．ここは，2001年から続けられている地道な市民活動
によって，幌内炭鉱景観公園として巡回できるように整備されてる．さらに下流部に向かうと，
昭和初期の名残を残した幌内市街地，北海道での鉄道発祥の地にちなみ鉄道記念館，三笠出身
の川俣正氏の作品も収蔵する幌内中学校の校舎を活用したミカサ・モダンアートミュージアム
など，見どころが多数ある．
幌内布引アートプロジェクトの記録などを含めた報告展
2009年11月27日（金)～12月08日（火) CAI02
2009年12月10日（木)～12月27日（日) NPOそらち炭鉱の記憶マネジメントセンター
スライドトーク：上遠野 敏＆札幌市立大学美術部 noumenon（ノメノン)／酒井 裕司（NPO炭鉱
の記憶推進事業団 事務局長／吉岡 宏高（NPO炭鉱の記憶推進事業団 理事長）
協力：炭鉱施設の解説：吉岡宏高 撮影：中優樹 上遠野敏 札幌市立大学美術部 noumenon
水没している布引隧道と作品「黒い狩人の往来」
関連展示風景
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台湾台南市「共栄コミュニティ」を訪ねて
坂 倉 恵美子
札幌市立大学看護学部
?日本への関心>
2009年７月21日から26日にかけて，台湾台南市を訪
問した．
この年の３月，シンガポールで開かれた第24回アルツハ
イマー病国際学会に出席した私は，ここで出会った国立
成功大学規格與設計学院建築学系博士・陳柏宗さんと，
TAINAN Y.M.C.A老人服務中心主任・遊如玉さんか
ら，台湾への誘いを受けたのだ．
台湾は人口2300万人，面積は３万６千km?と，九州よ
りもやや小さな島国でありながら，新興工業経済地域と
して発展著しい．かつて日本は，この台湾を1885年から
1945年までの間，植民地としてきた．戦争中も台湾島で
は敵味方が砲火を交える戦闘が行われなかったことか
ら，日本が植民地支配した他地域に見られる反日感情は
薄いといわれる．日本語教育を受けて育った高齢者世代
がまだ残り，戦後世代も日本文化へのあこがれから，日
本語学習が盛んであるという．
声をかけてきた遊さんは，流暢な日本語で「日本の老
年学の専門家に台湾の実情を見てもらいたい」と言った．
遊さんの所属する台湾YMCAは，台南市に「共栄コミュ
ニティ」という大規模な高齢者向高層住宅を運営してい
る．
そして，この設計に深く関わったのが陳さんであった．
陳さんの属している国立成功大学は，国立研究型重点化
大学のひとつで，2007年に台湾で最初の老年学研究所が
設立されたことで知られている．台湾当局は「共栄コミュ
ニティ」を建てるにあたって，台湾で最も老年学の研究
がすすんでいる国立成功大学の蓄積に期待し，来たるべ
く高齢社会にふさわしい住環境のモデルを作ってほしい
と依頼したのだった．
つまり私に声をかけてきた二人は，台湾が誇る高齢者
向住宅「共栄コミュニティ」の設計と運営の実務担当者
であった．その施設の実務担当者として，コミュニティ
が直面している認知症対策の手がかりを得るべく，この
アルツハイマー病国際学会に参加していたのである．そ
して日本の老年学の専門家の目で「共栄コミュニティ」
を評価してもらいたいとの声がけだったのである．
承知のように日本では世界でもまれに見る勢いで高齢
化が進展している．日本は1970年に高齢化率７％に達
し，1994年に14％を超え，2007年には21％を超えて超
高齢化社会になった．
このような経緯を経て，2000年に介護保険制度が実施
され，急激な高齢化社会の進展を鑑みて，日本政府は
1986年に長寿社会対策大綱を策定し，1988年には「長
寿・福祉社会を実現するための施策の基本的考え方と目
標について」，いわゆる「福祉ビジョン」を発表した．そ
してこれが1989年「高齢者保健福祉推進10ヶ年戦略
（ゴールドプラン）として具体化された．
このような経緯を経て，2000年，介護保険制度が実施
され，在宅で介護が受けられる仕組みが整えられてきた
が，家族支援はまだまだ十分ではなく，介護疲れによる
虐待などの問題が生じてきている．
それでも，公的な介護保険は先進国ではドイツに続い
て二番目の実施例であり，様々な問題を抱えながらも世
界的に成功例として受け止められている．このような日
本の高齢者対策を台湾の関係者も注視していたのであ
る．
?日本を追いかける台湾>
日本の高齢化は，1950年代半ばから70年代にかけて
続いた高度経済成長期に，農漁村から都市部の工業地帯
に若年人口が移動したことが背景にある．高度経済成長
は，資本主義国家中，GNP世界第２位の経済大国まで日
本を押し上げた一方，地方での過疎化が進行，伝統的な
家族社会が変容し，核家族化が進行した．
一方台湾は，人口密度が高く，資源を持たない島国で
あり，工業輸出に依存した経済と，儒教に由来した勤勉
性で国を発展させてきたことも，日本とよく似ている．
それだけに社会の高齢化の様相も日本とよく似た展開を
見せている．世界で最も急速に高齢化社会がすすんでい
るのが日本であるとしたならば，それに続くのが台湾で
あろうか．
2009年11月現在の統計（政府全國統計資料）によれ
ば，総人口 23,109,141人 に対して，65歳以上は
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2,454,063人（10.61％）となっているが，2015年以降は
次のような台湾特有の事情で，高齢化が加速すると予測
されている．
1945年に太平洋戦争が終わると，50年間日本の植民地
だった台湾は，国民党の中華民国によって接収された．
そしてすぐに大陸では国境内戦が勃発，首都を制圧され
た国民政府は台湾に移転した．このときに大陸から台湾
に渡ってきた人々を「外省人」と言い，もともと台湾に
住んでいた住民「本省人」と区別する．その数はおおよ
そ190万と言われ，台湾の人口を一挙に押し上げた．こ
れらの人々が現在，老境に達しようとしているのだ．さ
らに，日本と同じように台湾の高度経済成長はベビー
ブーマーをもたらしたのが，このときに生を受けた者た
ちは，数年後には確実に高齢者の仲間入りをするのであ
る．
このまま推移すると，高齢化率は，2030年にフランス
に並び，2050年には日本についで世界２位の高齢国にな
ると，台湾政府の高齢者白書は予測している．
台湾が高齢者福祉に対して本格的な取り組みを始めた
のは最近のことだ．儒教文化の色濃い台湾では「孝」の
価値規範が人々の間に深く根ざしていた．このため親の
老後の面倒は子どもがみることが当然視されていた．台
湾では親が子供の教育費に財産を投入し，老後の蓄えを
残さないという例が多く見られるという．
台湾の民法は「子は父母を敬い，父母によく尽くさな
ければならない」と規定しており，社会福祉は家族を単
位として行われてきた．台湾の老人福祉法は1980年に施
行されたが，日本では公的機関が支援しようとするのに
対し，台湾では老人福祉は家庭が行うべきものとしたと
ころに特徴がある．
しかし，高度経済成長に伴う社会変化の中で，家族を
取り巻く社会環境は変貌を遂げようとしている．台湾に
おいても，家族をめぐる状況は，大家族形態から核家族
化の一層の進行，女性の社会進出などの変化を来たして
いる．子供の養育に全財産を費やしたのに，子供は別居
を選び，仕送りも十分ではないという高齢者世帯が増え
ている．こうなると，高齢者の扶養を家族だけに担わせ
るあり方は，時代にそぐわなくなってきた．
老親は子供が扶養するのが当然と考えられていた台湾
では，軍人・公務員・教員保険，労働者保険，農民健康
保険などの個別の年金制度はあったが，日本の国民年金
のように国民全体を対象とした制度はなかった．
しかし，社会の高齢化が意識されだした2000年代に
入ってから国民年金を望む声が高まり，紆余曲折を経て，
2007年７月に国民年金法が成立し，2008年10月に施行
された．さらに2009年１月１日より労保年金が施行され
た．これによって，これまで被雇用者は退職時に一括し
て年金を受け取れるだけであったが，労保年金制度実施
後は毎月年金を受け取ることができるようになった．
このように高齢化社会の到来を前に，台湾では個人を
対象にした福祉制度の整備が始まろうとしているのであ
る．
?外省人が暮らすコミュニティ>
陳さん，遊さんの招きを受けて，台湾を訪問したのは
2009年７月21日だった．
訪れたのは私と国際福祉大学谷規久子准教授の二人．
21日に台北に降り立った私たちは，その日のうちに台湾
が誇る新幹線で台南市に移動．市の中心に広大なキャン
パスを構える台南成功大学内のゲストハウスに投宿し
た．
私たちを迎えたのは，前述の二人に加え，劉立凡成功
大学大学老年学研究所助理教授の三人だった．劉さんの
所属する老年学研究所は2007年に設立された初めての
高齢者問題についての研究機関で，研究所からこの国初
の社会老年学のテキストが刊行された．初日のミーティ
ングの中で劉さんは，前述したような台湾の高齢社会の
状況を語った．
翌日，朝食の時間前に遊さんが出迎えにきた．台湾の
市民生活を体験してもらいたいと言って，ゲストハウス
の朝食ではなく，台湾流に朝食を屋台でいただくことに
したのだ．一般に台湾では三度の食事を屋台で取ること
が多い．朝食も家族そろって屋台まで出向く．
続いて，成功大学の北側に位置する「共栄コミュニ
ティ」に案内された．
台湾は，大陸での国境内戦に敗れた国民政府が実効支
配を続けているが，このときに大陸から渡ってきた外省
人は，日本人と入れ替わるように旧日本人居住区に入り，
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「眷村」と呼ぶコミュニティを作った．
外省人は，大陸に攻め込んで故郷に帰るつもりだった
ので，眷村は仮住まいという認識だった．そのため眷村
の住居は長く貧相なままだったという．その中で外省人
たちは郷里をいつまでも忘れられず，眷村の中で閉鎖的
で独自の文化を保っていたのである．大陸に帰ることを
夢見てきた外省人たちだったが，それもかなわず，時代
とともに眷村住民と建物の高齢化もすすんだ．眷村の街
並みは，戦前の姿を今に伝える独自なものとして残った．
そこで政府は90年代に入って眷村の近代化を進めた．
長栄コミュニティはもともと北垣という名前の眷村で
あったが，2003年に集合住宅の建設と末端自治会の合併
により「共栄コミュニティ」となった．
現在の「共栄コミュニティ」は十四階建ての高層集合
住宅が10棟あり，ここに578世帯1,262人が暮らしてい
る．この中で，国民政府とともに大陸から渡ってきた者
は総人口の31.8％を占め，コミュニティの65歳以上の
老齢人口は401人に達する．そして，移民は主に70－84
歳に集中し，高齢者人口の75.3％を占めている．
「共栄コミュニティ」訪問の後に案内されたのだが，多
くの眷村と同様，共栄コミュニティも旧日本人居留区に
作られたらしく，周辺には，軍隊本部，旧日本軍台南衛
戍病院，昭和天皇が皇太子時代に植えた記念樹などが史
跡として保存されている．案内役を買って出た陳さんの
お父さんは，台湾で歴史的建造物などの保存運動に取り
組んでいるという．
その陳さんは，施設を設計した立場から眷村の昔なが
らのコミュニティを保存しつつ，進む住民の高齢化を支
えることが課題だったと言った．
戦前の面影の残る古い眷村の一角が整理され，広大な
敷地の中に中層マンションが規則正しく並ぶ姿は近未来
都市のようだった．台湾ではバイクが庶民の足となって
いるのだが，これとぶつかる高齢者が多く，台湾では社
会問題になっている．しかし，建物と建物の間には緑豊
かなコミュニティ空間がある「共栄コミュニティ」では
住民は安全に生活を楽しむことができる．
建物にはコミュニティ活動センターがあり，住民の交
流区間となっていた．私たちが訪れたセンターには，現
在の高齢者が現役時代を思い起こさせる写真などが飾っ
てあった．住民たちは施設から出ることなく，安全に交
遊を楽しむことができる状況にあった．
「共栄コミュニティ」は，成功大学老年学研究所と連携
した最先端の「高齢者コミュニティケア計画」に基づい
て介護サービスを受けることができ，110人のボラン
ティアが活動している．
?コミュニティ高齢者の主観的幸福感>
この「共栄コミュニティ」の介護システムを運営して
いるのが，遊さんの台湾YMCAである．遊さんは「ここ
共栄コミュニティでも高齢者の一人暮らしが増えていま
す．これらの方々にどのような生きがいを提供するかが
課題です」という．
そして，成功大学で老年学を研究する劉さんは「台湾
の老年学研究はまだまだ始まったばかりです」と言いな
がら，この「共栄コミュニティで」暮らす高齢者の主観
的幸福感について研究を進めたいと言った．
私は，2007年に取り組んだ石狩市Ｈ地区と札幌市Ａ団
地で取り組んだ積雪寒冷地での高齢者の主観的幸福感に
関する研究を話題にした．
これは，豪雪地帯と積雪市域の２地域を対象とし，北
海道という雪が多い地域に生活する高齢者の健康指数，
社会的環境，居住環境，転倒恐怖感を独立変数とし，改
訂版PGCモラールスケールを用い主観的幸福感（従属
変数）の関連要因を明らかにしたものである．
調査の結果，大都市札幌市Ａ地区に暮らす高齢者と比
較して，過疎地域Ｈ地区に暮らす高齢者では主観的幸福
感は（詳細項目は差があるものの）ほぼ同様な結果であっ
た．
Ｈ地区における高齢者の外出頻度を見ると，全国平均
より20％程度少なく，その行動範囲は，公共の温泉，近
所づき合い，診療所への往復にすぎないものであった．
しかしながら，この地区の高齢者が回答した主観的幸福
感は全国他地域平均との差を認めなかった．利便性に恵
まれた都市よりも，不便ではあるけれど，昔ながらのコ
ミュニティが残る過疎地の方が主観的幸福感を維持して
いる結果となったのだ．
このことを興味深く聞いた劉さんは，「共栄コミュニ
ティ」でのQOLの研究で，私がＨ地区で使ったのと同じ
台湾台南市「共栄コミュニティ」を訪ねて
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スケールを使いたいと言った．「共栄コミュニティ」に
とって昔ながらの継続的人間関係がQOLを高める大き
な要因であるならば，眷村の住民がそのまま移動した「共
栄コミュニティ」では主観的幸福感は高い値を示すはず
だ．介護の問題，家族関連要因など探求すべき要因はもっ
と別にあることになる．比較研究の結果，浮かび上がる
のは「コミュニティ」とは何かという課題だろう．７月
26日，積雪寒冷地である北海道と亜熱帯に属する台湾と
の共同研究に強い期待を感じて，私たちは台南市を離れ
たのである．
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積雪寒冷地の札幌で高齢期を健やかに生きるための知恵
―?平成20年度札幌市立大学市民講座への取り組み―?
坂 倉 恵美子?? 原 井 美 佳?? 進 藤 ゆかり??
村 松 真 澄?? 斉 藤 雅 也??
??札幌市立大学看護学部，??札幌市立大学デザイン学部
１．はじめに
わが国においては，高齢者の割合が年々増加し，平均
寿命が延長している??．平均寿命の延長により，老年期は
ライフサイクルの中で大きな部分を占めるようになり，
心身の変化に適応した日常生活の工夫が求められる．
WHO憲章では，健康とは「完全な肉体的，精神的およ
び社会的福祉の状態であり，単に疾病または病弱の存在
しないことではない」とされており，健康を考える上で
身体的面のみならず心理面，社会面を考慮することが必
要である．老化の過程は，個々人の高齢者の生活習慣や
社会関係などに影響されるため一様でなく，個人差があ
る．老年医学者Rowe,J.W.と老年社会学者Kahn,R.L.
は，サクセスフルエイジングという概念を提唱した??．そ
の概念は，食生活と運動，社会的交流を中心とする健全
なライフスタイルの継続が可能性を最大化するというこ
とである．
北方圏にある札幌は，積雪寒冷期を含む四季の変化を
享受すると共に冬季間の不自由も多くある地域である．
そのような地理環境の中に於いても「心身ともに闊達な
生活」であるための支援として，老年看護領域から発信
できるものはないであろうかと考えた．その結果，市民
公開講座の形で本プログラム展開が実現したので，積雪
寒冷地の札幌で高齢期を健やかに生きるための知恵―?
平成20年度札幌市立大学市民講座―?の概要として報
告する．
２．プログラムと内容
１）平成20年９月９日（火）13：00－15：00
積雪寒冷地で健康に暮らす秘訣……あなたのお口は
健康ですか？
村松真澄：札幌市立大学看護学部講師
健康に生活するためには口腔保健が大切であり，北海
道の調査結果も織り交ぜながら最新情報を提供した．
北海道の歯と医療費について
「8020運動に基づく歯と全身の健康に関する実態調査
報告書」のデータから，70歳以上の高齢者における現在
歯数と平均診療保険点数では，現在歯数が０～４歯の場
合の平均診療保険点数は3593点，５～９歯では2968点，
10～14歯では2619点，15～19歯では2501点，20歯以上
では2266点であった．このように明らかに歯数が少ない
ほど平均診療保険点数は高かった．さらに，8020達成者
は2266点であるのに対して，非達成者は2979点であっ
た．疾病別にみても，どの疾患においても8020達成者の
平均医療費が低かった．北海道においては，歯数・補綴
状況・歯周病治療と平均医療費とは関連していた．
歯周病と全身との関係について
全身状態や悪い生活習慣が歯周病に影響し，喫煙や糖
尿病は歯周病との関連が強く危険因子であること，歯周
病が感染性心内膜炎，糖尿病，心筋梗塞，脳梗塞，低体
重児や早産の発症，誤嚥性肺炎などに関連していること
が報告されている．
唾液の重要性と口腔乾燥について
唾液の分泌量は，１日あたり平均で0.6～1.0ℓとも
1.0～1.5ℓともいわれている．健常な人の，唾液中には歯
周病やう蝕を予防する抗菌成分が含まれている．唾液は，
会話や嚥下のための潤滑材としても，味覚に関与してい
る．また，最近は口腔乾燥症が話題になっている．唾液
分泌量低下に影響をもたらす薬剤は，数百種類あるとい
われるが，とくに，抗うつ剤，抗精神病薬剤，降圧剤，
抗ヒスタミン剤などがある．これらの薬剤は，高齢者の
方が一般的に服用する薬剤である．唾液の分泌量低下や
口腔乾燥症がある場合，たとえば，糖尿病であった場合，
医師と相談して糖尿病をコントロールすること，糖尿病
でなくても口腔乾燥が薬剤によるものがどうかを医師と
相談する必要もある．セルフケアとしては唾液腺マッ
サージのほか，水を飲む，咀嚼が必要な食物を食べる，
砂糖を含有しないキシリトール入のガムを嚙む，口腔乾
燥対応の保湿ジェルを使う，粘膜に刺激の少ない口腔ケ
ア製品を使うことなどである．
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口腔ケア実習
歯みがきが大切なことは，歯科医師会や歯科衛生士会
からの広報活動で周知のとおりである．普段意識してい
ない口腔機能を自覚するためにビスケットを食べなが
ら，口腔機能のありがたさを確認した．粘膜の汚れをと
るマウスリンスとスポンジブラシによる実習を実施し
た．参加者は，自覚的には気付かない口腔機能低下，特
に唾液による自浄作用の低下などにより，口腔の不快感
につながっていることを感じることができ，口の中が
すっきりしたとの評価を得た．また，本講座の最後に，
自分や家族が口腔乾燥で困っている受講者の方からの質
問があった．かかりつけ医との相談や口腔内科，ドライ
マウス外来，耳鼻咽喉科への受診を勧めて終会とした．
２）平成20年10月８日（水）13：00－15：00
積雪寒冷地で快適な排尿……排尿について心配なこ
とありませんか？
平井修二：医療法人北志会 ラベンダー在宅医療ク
リニック
原井美佳：札幌市立大学看護学部助教
北海道の冬に向かう季節，この地ならではの楽しみも
ある一方で，寒さとうまくつきあっていく生活の知恵が
求められる．本講座では，在宅専門医と看護師の立場か
ら，この地に長年居住する高齢者が培ってきた知恵を，
さらに膨らませ生活に取り入れられるものとすることを
意識し講座を構成した．
講座のタイトルを，「排尿について心配なことありませ
んか？」と題し，講座前半90分は，「高齢者の排尿障害
について―?積雪寒冷地で快適な排尿―?」，講座後半30
分は「尿失禁」をサブタイトルとして講座を展開した．
講座前半では，排尿障害はどのようなメカニズムで起
こるのか（解剖と生理），排尿障害（特に寒冷地で問題と
なる疾患），排尿障害の治療法，日常生活のポイント，効
率のよい水分摂取，これらの内容に沿って排尿障害とつ
きあう方法，緊急の治療が必要な場合，などについてお
話した．また，泌尿器科外来あるいは内科外来で実際に
使用されている排尿障害に関する生活指導パンフレット
を用い，排尿障害と対処方法について説明を行った．
その後，講座後半で，つらい症状尿失禁は人知れず悩
んでいる方が多いという実状や，寒さと尿意や失禁との
関連についてお伝えした．そして，尿失禁の軽減や予防
の効果が提唱されている骨盤底筋体操の効果と適応につ
いて説明し，体操の実際をリーフレットに沿って体験し
ていただいた．この運動は，どのような尿失禁症状をお
持ちの方が，生活に取り入れていけば効果的なのかにつ
いて実例をあげながら説明を行った．しかし，まず症状
をお持ちの方は，かかりつけ医に相談することが重要で
あること，そして更に，尿失禁をはじめとする排泄に関
する症状で困っている場合，どのような診療科や機関に
相談することができるのか，ひとりで抱えず悩まず軽減
解決するための方策をお伝えした．同時に，お困りの症
状と少しでも上手に付き合っていくための下着やナプキ
ンなどのグッズが市販されていることを展示説明し，快
適な生活のための提案を行った．実際にそれらグッズを
使用したことのある参加者から，価格や適応の限界につ
いての質問や意見交換がなされた．
本講座への参加者には，尿失禁症状をお持ちの方，あ
るいは，ご家族に症状をお持ちの方が含まれていた．ま
た，今現在症状はないものの，これから自分や家族が快
適な排泄を維持するための知恵を備えたいという動機で
参加された方も多く，これらの方々へ，排尿障害に対す
る啓発活動の場としての講座展開となった．
３）平成20年11月18日（火）13：00－15：00
積雪寒冷地の高齢者にとって安全で快適な住環境と
入浴法
坂倉恵美子：札幌市立大学看護学部教授
斉藤雅也：札幌市立大学デザイン学部講師
わが国では，入浴にまつわる事故による救急隊出動数
が年々増加し，家庭内での溺死数すなわち入浴に関わる
死亡数は年間で１万人を越え，年々増加している．しか
も，入浴による死亡者の85％以上が高齢者であり，厚生
労働省人口動態統計による死亡の分析結果では，冬期間
に多いことが発表されている??．
入浴は，皮膚を清潔に保ち，抹消循環の促進によって
新陳代謝を活性化し，爽快感を与える．さらに，適度な
温熱刺激は心身の緊張を緩和して鎮静をもたらし，寝た
きりの人や意識障害の人には重要な刺激になるものであ
る．加齢に伴う心肺機能の低下があり，循環器疾患をも
つ高齢者にとっての入浴は，循環動態の変化，交感神経
系の賦活，酸素消費量の増加，不感蒸泄による脱水症な
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ど有害作用も明らかになってきた．高齢者の入浴にまつ
わる死亡事故に関する疫学的傾向について，一人で入浴
できる自立高齢者で，浴室の気温が下がる冬や，高温浴
に入浴した際の発生頻度が高いことが厚生労働省統計に
よって公表されている．
一方，日本人は元来お風呂好きの国民であり，古くは
浮世風呂の時代から銭湯の文化は温泉文化へと継承され
ている．入浴による爽快感は，ホルモンのβ-エンドル
フィンやドーパミンの分泌を高めて血液の流れを促進
し，心身の健康に役立つが，そのためには，毎日の正し
い入浴習慣を身につけていく必要がある．その望ましい
入浴の知識は当たり前のことで容易なことであるが，過
ちは繰り返されている．
本講座のテーマは，「積雪寒冷地の高齢期にとって安全
で快適な入浴法」であり，入浴時の事故発生機序と生理
学的影響を理解し，安全で効果的な入浴習慣が定着でき
るような説明に心がけた．
後半は，建築環境学の視点から「放射に対する環境感
覚を活かす」と題する講演を行なった．安全で快適な住
環境を実現するためには，積雪寒冷地や高齢者という物
理面・生理面のハンディキャップを補うものと捉えがち
である．しかしむしろ積雪寒冷地の気候特性をよく理解
し，高齢者としての人生経験の豊かさを日常にうまく活
かすことこそ重要であると全体を通して訴えた．
住環境の分野は多岐にわたるが，中でも話題になるの
が温熱環境である．ところが，ふだんわたしたちが自宅
や身の回りの温湿度を測る機会はほとんどない．本講座
では，まず受講者とともに室温やいろいろな物の表面温
度を想像し，その後に温湿度計や赤外線温度計によって
計測した．その結果，室温はほとんどの受講者が想像し
た値と実際とが一致したが，窓や天井，床の表面温度は
まともに言い当てられないものが多く，受講者の関心を
高めることができた．
ところで，ヒトの温熱快適性や体感温度は，空気温湿
度だけではなく，特に冬季の室内環境では，窓や壁，天
井，床表面の温度，すなわち「放射」の大きさによって
決まる．自分の温度感覚の正確さ，不正確さを実感して
もらうことで，温熱快適性や体感温度のメカニズムにつ
いて理解を促すことができた．以上を俯瞰して，入浴行
為を考えると，裸体時に壁や床の表面温度が極端に冷え
ていると，空気温度がどんなに高くても体感温度は低く，
入浴者の温熱快適性が得られないことが容易に想像され
る．脳卒中や心疾患等を誘発する危険性がきわめて高い
ことにも繫がる．入浴前の温水シャワーによる壁表面温
度の上昇を促し，なるべく浴室全体の温熱快適性を高め
ることが適切な入浴法として奨励される．これは低断熱
な浴室においても（一時的なヒートショックを抑制する
には）効果の大きい手法であることを訴えた．
暖冷房システムは，室内空気を強制的に暖めたり冷や
したりする技術であるが，そのコントロールにおいて住
まい手の意識がどうしても室温の上げ下げにいきがちに
なる．しかしながら，表面温度の高低をコントロールす
ることを優先し，適切な温度感覚を有することが重要で
ある．最後に，建築の高断熱性が求められる理由は，「放
射」の影響が大きいからであることを会場で改めて強く
訴え講座をまとめた．
４）平成21年１月15日（木）13：00－15：00
痛みは，病気のサイン＝積雪寒冷地に住む高齢者の
注意すべき病気について
山内正憲：札幌医科大学付属病院麻酔科講師
進藤ゆかり：札幌市立大学看護学部助教
寒冷刺激によって悪化する様々な痛みの病気について
説明し，特に高齢者に多く見られる帯状疱疹及び帯状疱
疹後神経痛に関して，その病態から最新の治療法につい
てスライドを用いて市民の方へもわかりやすく講演を
行った．その後，実際に帯状疱疹に罹患した高齢者の実
際の現状や罹患したときの注意点について説明した．ま
た，一般的な痛みの対処方法のための知識として，注意
転換法やタバコとお酒と痛みとの悪循環関係についても
講演した．更に，高齢者によく起こりやすい肩痛に対し
て，気軽に行える予防運動として棒ストレッチを紹介し，
実際にタオルを代用して参加者全員に体験してもらっ
た．
その後，痛みを主訴とする病気についてスライドを用
いて説明し，実際に麻酔科で行われている様々な疼痛治
療法について市民の方へ広く紹介した．
その結果，参加者アンケートから「実際に痛みの医学
専門家がいることを初めて知った」，「帯状疱疹について
積雪寒冷地の札幌で高齢期を健やかに生きるための知恵
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の知識がよくわかった」，「体を動かす簡単な体操などが
体験できてよかった」などの意見が多くみられた．
３．参加者の概要
１）参加者の背景
本市民講座の参加者延べ人数は81名であった．このう
ち男性は41名（50.6％），女性は40名（49.4％）であっ
た．ここに，本講座主催者によるアンケートへの回答75
名分についてその概要を述べる．参加者の年代は10歳代
から80歳代まで幅広かったが，最も多かったのは60歳
代27名（36.0％），次いで70歳代18名（24.0％）であっ
た．80歳代は４名（5.3％）であった（図２）．
参加者に，その立場を尋ねたところ，61名（81.3％）
が「一般市民」と回答した．これらの人々が，本講座へ
参加するに至った情報源は，「広報さっぽろ」が35名
（46.7％）と最も多く，次いで新聞14名（18.7％），チラ
シ11名（14.7％）の順であった（図３）．
居住区は札幌市内全区に及んでおり，その中でも中央
区が最も多く23名（30.7％），次いで東区13名（17.3％），
豊平区８名（10.7％）であった（図４）．
本講座への満足度は，とても満足40名（53.3％），ま
あまあ満足31名（41.3％），どちらともいえない１名
（1.3％），未回答３名（4.0％）であることから，71名
（94.6％）の参加者が満足と答えていた．
２）アンケート―?自由記述欄―?より
参加者へのアンケートの自由記載欄より，本講座を受
講しての意見を以下に記載する．
･とても身近な話で全部役に立った．
･期待どおりの内容で大変満足，次回からの講座も楽し
み．
･たいそう楽しく参考になった．
･実技主体の講義大変よかった．日常生活に即，実行で
きる．
･高齢者に沿った問題点と，その対処方法について詳し
く理解しやすい説明だった．
･自分も含めて周りに高齢者が多いので参考になった．
･理解できるようにわかりやすい説明だった．
･運動し生活を快適にしていきたい．
･普段聞けないようなことを具体的に聞けた．
･専門的知識に触れる機会が少ないので，大変参考にな
り，楽しく参加している．
･難しい話もあるが，とても興味深く聞いた．
･毎日の生活に取り入れていきたい．
･初めて参加したが堅苦しくなく講座を聞けてよかっ
た．両親のためと思って参加したが自分自身のために
もなった．
･冬期間積雪寒冷地に住むものにとって健康上の注意点
の示唆があり有益であった．
･専門的で，しかもわかりやすく親切．
･レベルが高く，最新の知識を知ることができて大変良
かった．ただ２時間の範囲では高度な情報なので忘れ
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図3 参加者の情報入手方法 n＝75
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るかもしれない．
･冬期間積雪寒冷地に住むものにとって健康上の注意点
の示唆があり有益であった．
４．おわりに
以上のように，積雪寒冷地の札幌で高齢期を健やかに
生きるための知恵―?平成20年度札幌市立大学市民講
座―?を企画展開した．参加者は，毎回のテーマを楽し
みに参加くださる方，そのテーマがご自身にとって大き
な関心事であると語り参加くださる方など様々であっ
た．回を重ねるにつれ，参加者同士，そして参加者と我々
企画者が顔見知りとなり，馴染みの講座として位置づけ
られた感がある．このように老年看護教育に携わる者と
して，本講座を企画展開したことにより，高齢者の方々
と共に，快適に暮らすための知恵を分かち合い，笑顔で
交流する場を創造できたと感じている．参加者から，「次
回はいつ？」，「来年度はいつから？」，「こんなテーマの
講座をやってほしい」という主体的な要望がある．今後
は，このような本講座の経験や要望を生かし，老年看護
領域としてスタンダードなテーマを守りつつ，参加者の
要望を取り入れた新たなテーマを検討していきたい．そ
して，参加者の生活に知恵と潤いを添える集いの場，市
民に貢献できる場として，さらに展開することを願い取
り組みを継続していく考えである．
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臨床看護で必要な看護技術?口腔ケアと食べる支援>
―?平成21年度 札幌市立大学専門講座への取り組み―?
村 松 真 澄
札幌市立大学看護学部
１．はじめに
高齢者の楽しみである食べることを支援したいという
看護師の仲間はたくさんいる．その分野の第一人者であ
る田中靖代先生の研修会に参加する機会があり，北海道
でも企画したいと考えた．田中先生は，愛知県下の３次
救急を担う基幹病院で手術室師長を務めるなど急性期病
院の30数年看護師のキャリアを持ち，定年退職を待たず
に地域に飛び出しナーシングホーム気の里を立ち上げ，
現在，通所介護施設やレスパイトハウス，訪問ステーショ
ン認知症患者の小規模施設を運営している．田中先生に
研修会の企画を提案したところ，「大好きな北海道なの
で」と心よくお引き受けいただいた．
ここでは，臨床で必要な看護技術?口腔ケアと食べる
支援>の概要を報告する．
２．プログラムと内容
１）2009年11月７日（土）10：00－12：00
口腔ケアの実践―?口腔ケアの基本知識と技術
〔村松真澄：札幌市立大学看護学部講師〕
口腔ケアの重要性，口腔ケアの定義，唾液で口腔内乾
燥を予防することの重要性，急性期病院での口腔ケアの
実際，療養型病院や訪問看護での口腔ケアの実際につい
てスライドとDVDを使って講義を実施した．その後，口
腔ケア実習を実施した．普段意識していない口腔・嚥下
機能を自覚するためにビスケットを食べていただきなが
ら，口腔・嚥下機能について確認し，粘膜の汚れをとる
マウスリンスとスポンジブラシによる実習を実施した．
自覚的には気づかない口腔機能の低下や唾液による自浄
作用の低下などが口腔の不快感につながっていることを
感じ，スポンジブラシによるケアも口の中がすっきりし
たとの声が聞かれた．
２）2009年11月７日（土）13：00－16：30
食べる支援の実践―?生活場面における摂食・嚥下
トレーニング
〔田中靖代：ナーシングホーム気の里施設長〕
自己紹介とナーシングホーム気の里の紹介から始まっ
た．
小脳梗塞患者の経口摂取を可能にした実践から，食支
援へのこだわりが生まれたこと，暮らしの中で食を楽し
むことが健康だけでなく生きる喜びにもつながること，
摂食嚥下のメカニズムを理解した上でどの様に支援すれ
ば食べられるのかを洞察すること，１つできるようにな
ると生活行動はさらに拡大することなどをスライドや
DVDを使い講義をした．最後に口腔機能・摂食嚥下訓練
にもつながる「ドンパン節を」を全員で歌い踊った．
演習では，田中先生によるバナナを使ったスプーンテ
クニックの実演ととろみ剤の粘性の実験を実施した．
３．参加者の概要
１）参加者の背景
本専門職講座の参加者は72名であった．参加者に対し
て，〝当講座参加に関するアンケート"を実施した．ここ
に，72名のうち63名の回答が得られたのでその概要を
述べる．男性は７名（11.1％），女性は53名（84.1％）
であった．参加者の年代は20歳代から60歳代まで幅広
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かったが，最も多かったのは30歳代22名（35.0％），次
いで20歳代18名（28.6％）であった．
参加者の立場は，「専門職」が36名（57.1％），「一般
市民」が23名（36.5％）であった．
これらの人々が，本講座へ参加するに至った情報源は，
「知人または職場」が48名（76.3％）と最も多く，次い
で「その他」８名（12.7％），「本学ホームページ」「チラ
シ」３名（4.8％）の順であった．
居住地域は札幌市内が48名（76.2％），次いで道内12
名（19.0％）であった．
本講座への満足度は，とても満足31名（49.2％），ま
あまあ満足26名（41.3％），どちらともいえない３名
（4.8％），あまり満足できない２名（3.2％），未回答１名
（1.6％）であることから，57名（90.5％）の参加者が満
足と答えていた．
２）アンケート―?自由記述欄―?より
参加者へのアンケートの自由記載欄より，当講座受講
しての意見を以下に記載する．
⑴講座内容に関して
･実践的に学べた．体験することで学習したことが深ま
る内容だった．自分の実践との比較ができた．
･他者への伝達学習ができそうな内容でした．
･口腔ケアの重要性を再度感じました．
･本日は大変勉強になり参加させていただくことができ
ましてありがとうございました．早速，明日から職場
で行ってみようと思います．
･口腔ケアの大切さ，食べることの大切さを再度確認す
る事が出来，有意義な研修でした．
･私は救急で勤務しており，口腔ケアについては知識も
経験もありませんでした．今回，病棟師長のすすめで
受講しましたが人間の生命活動の中でとても重要な
〝食べる"ということの大切さを改めて感じ，口腔ケア
が感染予防に役立ち，非常に大切なケアであると理解
することができました．
･学生時代に学んでいた口腔ケアだけではなく，様々な
道具や材料を用いた口腔ケアの方法を学ぶ事ができ
た．急性期の病院だから時間がないからできないとい
うのは言い訳で口腔ケアをする時間を持つからこそ患
者の肺炎予防や口腔内疾患の早期治療につながるとい
うのを学んだ．食事の形態ではなく食べさせる工夫（テ
クニック）を取得することで，その人らしい食生活を
おくることができることを学んだ．
･実習も含めた内容だったので，体感することができ，
知識をスムーズに体で覚えることができた．
･実践やおどりもあり楽しく学ぶ事ができました．
･明日からでも使える知識の習得があったので．自分と
の違いを上手く見つけられるかは不安があるのが，ト
レーニングしていけばできるんじゃないかと思う．
･とても良かったですが，もっと，もっと事例を詳しく
知りたかった．ボリュームたっぷりで時間が足りない
印象でした．さらに自分で嚥下，口腔ケアについて深
めたいと思いました．ありがとうございました．
･以前，北海道口腔セミナーの方で先生のお話を聴く機
会がありました．人数も多く会場も広かったのであま
り画像がみえずケアの方法がわからなかった．今回は
近くで見れ実際に体験できてよかったです．田中先生
の講義より，色々と可能性があることがよくわかりま
した．またぜひ来道して頂きたいです．
･口腔ケアも日々行うケアでどのようにしたら良いか分
からず困っていた内容だったのでとても勉強になりま
した．
･演習がありとてもわかり易かったです．
･今まで行ってきた口腔ケアや食事介助について見直す
機会となった．
･準備がすばらしい．
･実際に自分が患者の立場で口腔ケア，食介をしてみて
ただするだけが看護ではなくそれが相手にとってどう
いう効果につながるかを理解できました．
４．おわりに
看護で大切にしなければならないことの一つである食
べる楽しみを可能にする支援について，「口腔ケアと食べ
る支援」で専門職講座を開催した．田中先生の「実践知」
が皆さまのもとに届き，明日からの実践につながること
を願う．
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2009JICA青年研修（マレーシア・感染症対策）受託報告
―?研修準備・実施について―?
大 野 夏 代?? 松 浦 和 代?? 清 水 光 子?? 原 井 美 佳??
藤 井 瑞 恵?? 中 村 惠 子?? 田 中 聖 美??
??札幌市立大学看護学部，??札幌市立大学看護学部（学生)
１．はじめに
2009年本学は JICA青年研修事業として，マレーシア
の医療従事者12名を受け入れ，桑園キャンパスにて研修
を実施するという貴重な機会を得た．JICAの青年研修
事業は，「わが国が開発途上国を対象に実施する技術協力
の一環として，国際協力機構（JICA）がこれら諸国の未
来の国づくりを担う青年層を対象に，日本における専門
分野の経験，技術を理解する基礎的な研修を実施するこ
とにより，これら諸国の国づくりを担う若手人材の課題
解決への取り組みに資する知識，意識を向上させること
を目的とする事業」である??．
新設大学である本学では，海外研修員の研修受託は初
めてであり，ノウハウの蓄積のない状態であったが，大
学内外の関係者の協力により実施することができた．
今回の研修受託事業は，本学教職員や学生たちに新た
な気づきをもたらした．本稿では研修の詳細や成果を報
告し，今後の本学の国際交流の継続的な発展に寄与する
ことを目的とする．
２．準備段階
１）受け入れ決定まで
JICAの青年研修事業では，「青年研修」という名前の
通り，35歳以下の専門分野に従事している青年を対象と
する．研修期間は18日間であり，その内訳は来日プログ
ラム３日間，分野別プログラム13日間及び帰国プログラ
ム２日間である．この13日間の分野別プログラムを，本
学で引き受けた．JICAから提示された研修目的は，「日
本の感染症管理を行政施策，実践から理解する」とあり，
対象者はマレーシア人，想定される職種は，看護管理者・
看護教育者・看護実践者などの医療従事者および医療行
政官等である．研修内容は，「講義および関係機関の視
察・見学，実習など」と，必要に応じて「関係者との意
見交換などを目的とするワークショップ」である．
本学の理念は，「人間重視を根幹とした人材の育成」「地
域社会への積極的な貢献」であり，JICAの人材育成に協
力し世界へ貢献することは，大学の持つ使命の一つであ
ると考えることができる．そのため今回の研修受託は，
当初より積極的に検討された．
2009年４月，看護学部内で準備委員を募集した．これ
により，自薦他薦の委員５名（教員）と海外での活動の
経験のある学生１名，事務局を含めた準備委員会が発足
した．研修時期は，本学の学事暦，マレーシアの祝祭日，
マレーシアと札幌の気候の差などを勘案し，10月28日
からの日程とし企画書を整えた．研修実施言語は，マレ
イ語という選択肢もあったが，通訳の手配など現実的な
状況を勘案し英語と決まった．
２）受け入れ決定以降
⑴ プログラム確定に向けての作業
企画書の審査の後，５月１日に JICAによる研修受託
団体としての決定が通知された．研修実施に向けて，
JICA―大学間で交された事務手続の流れを表１に示す．
研修の目的は，対象者が看護師など実務者であること
から，①日本/北海道/札幌の感染症対策の現状と課題を
知る，②日本の感染症対策における地方政府の役割を知
る，③感染症対策に関する看護師養成教育の実際につい
て知る，とした．JICAの指導を得ながら，募集要項（GI，
General Information）を作成した．これにより，マレー
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表1 研修実施に向けて，JICA－大学間で交された事務手続
の流れ
時 期 事項（主たる担当組織)
2009年４月 企画書提出（大学）
５月 企画書の審査・研修受託団体の決定（JICA）
６月 募集要項（General Information）作成（JICA，
大学）
研修員の募集開始（JICAマレーシア）
８月 実施計画，見積もりの提出（大学）
９月 応募書類の受領と選考（JICA，大学）
契約締結（大学，JICA）
10月 研修の実施（大学）
11月 業務報告書・経費精算報告書の提出（大学）
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シアで現地政府を通し研修員の募集が開始される．
プログラム確定に向けた調整が，準備委員会の大きな
役割の一つであった．受け入れが決定すると速やかに，
準備委員会は研修内容を組み立てるために精力的に活動
を開始した．
研修を計画するに当たっては，できるだけ現場を見る
ような機会を設けたい，という準備委員会の方針があっ
た．そのため，事業の日程が既に決まっている，札幌市
の予防接種事業などとの調整をまず開始した．
ところでこの年の６月には，日本全国では，新型イン
フルエンザが流行しており，公共機関においても計画さ
れた事業が中止されたり延期されたりしていた．中止さ
れない事業でも，利用者の自粛により通常とは異なる動
きがみられた．研修の行われる10月頃がインフルエンザ
流行のピークとも言われており，将来的な予測が困難な
状況であった．今回の感染症対策の研修の依頼先は，そ
れらインフルエンザの流行の影響を直接受けた部署が多
く，通常業務外である本研修に対し協力を依頼すること
には困難があった．
しかも今回の研修の依頼先は，医療機関や保健セン
ター等である．プライバシー保護の観点から，一般市民
である利用者の協力を得て見学させていただくために，
見学先施設は大変な労力を使うことになる．今回は，研
修員の人数が多いこともあり，調整は容易ではなかった．
施設を２箇所確保して２グループに分けて見学したり，
ひとつの施設でも２つのグループに分けて，半分の研修
員は待機するような体制を考えたりした．準備委員と施
設とで，利用者に負担の少ない方法を検討した．
⑵ 交流プログラムの計画
国外での研修においては，異文化交流も重要な要素の
ひとつであると考える．「マレーシアの文化を理解する」
ことと「国境のない感染症の理解を深める」ことを目的
に，本学学生と研修生との２件の交流プログラムを計画
した．
ひとつは宿泊研修であり，文化の日の祝日を利用して，
本学看護学部学生と研修員とで行う研修である．もう１
件は，土曜日午前中に市民との交流を計画した．これは，
看護学部学生だけではなく，本学デザイン学部学生や，
札幌市立の高校の生徒を参加者とするような企画であ
る．内容の検討，会場の確保，参加者募集の手順など，
必要な事項をひとつずつ検討し確定した．
⑶ ウェルカムパーティの準備
ウェルカムパーティは，学生たちにも協力を依頼し，
歓迎の気持を表現したいと考えた．研修初日には，本学
のYOSAKOIソーラン部「真花（まなか）」の演舞と，茶
道サークル「Cha部」の茶道を披露してもらうよう調整
を進めた．
３）契約締結まで
契約の締結に必要なのは，研修の実施計画と経費の見
積もりである．予算を見積もるためには当然，計画細部
にわたる決定が必要である．札幌市関係，大学の実習施
設等を中心に，見学や講義を依頼し，８月上旬ごろまで
に殆どの部分の内諾を得た．最終的に，講義・演習17件，
施設見学４件，宿泊研修などの交流プログラム２件と
なった．また，研修２日目には札幌市長の表敬訪問も組
むことができた（表２）．
JICAと大学の契約締結は，研修開始の約１ヶ月前を
目処に行われる．それに向けて，計画細部の検討を繰り
返し，予算案が策定できる程度にまで具体化した．
４）研修員決定から研修まで
⑴ 研修実施決定まで
JICAマレーシアでの応募の締め切りが８月末日であ
るため，９月の第１週には，人数等の通知がある予定で
あった．宿泊研修で使用する部屋数は，人数と性別が不
明な状態では確定できない．研修員の背景（看護師が何
人なのか，他の職種がいるのかどうかなど）は，講師の
先生にもお伝えしなければならない．研修準備の段階か
ら，研修員の決定は準備に必要な事項であった．９月上
旬は，研修員の決定に向けて緊急に検討が必要な事態が
あることも予測し，準備委員は連絡体制を強化して，研
修員名簿の到着を待った．
そのような９月のある日，JICA札幌の担当者より電
話があった．「マレーシアでも新型インフルエンザが大流
行中で，現場はその対応で混乱を極めている．そのため，
研修の対象となる若手の医療従事者を研修に行かせる余
裕がない．当初の締め切りであった８月末には，２名の
応募しかなかった．JICAマレーシアでは締め切りを９
月18日まで延長し募集を進めるが，万が一応募が７名に
満たない場合には，研修自体が中止になる」とのことで
あった．研修が中止となった場合には，大学と JICAとの
契約も当然締結されず，研修準備にかかった費用が
JICAから支払われないことになる．また，ようやく依頼
した施設や外部講師へは，再度アポイントをとり，事情
を説明しお詫びをしながら中止を通知することになる．
新型インフルエンザの流行が，研修準備に重大な影響を
及ぼした．
しかし，研修を実施する予定の10月は大学の通常業務
の多忙な時期である．研修が中止になる可能性があると
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いう状況であっても，この時期に，翌月の研修の準備を
保留にはできない．経費のかかる準備を後回しにしなが
らも，必要な教材等のリストアップと購入方法の調査，
講師からの講義概要の収集など具体的な準備を進めた．
この頃には通訳派遣など，外部業者との交渉も多かった
が，インフルエンザによるキャンセルもありえるとの説
明をしながらの仕事となった．
準備委員である教職員は，研修に関する業務と通常業
務との調整に苦慮した．通常業務を優先すれば，研修準
備の仕事は時間外での作業となる．研修実施の見通しが
得られるまでは経費の執行ができず，それが更に業務を
煩雑にし，この頃の業務負担は小さくなかった．研修が
実現することだけを期待しつつ，準備委員はそれぞれに
作業を進めた．
⑵ 研修員決定まで
９月18日，JICAマレーシアや現地政府の努力によ
り，12名の研修員が決まったという連絡があり，研修中
止という最悪の事態は回避することができた．マレーシ
アからの研修員予定者は，医師３名，看護師９名の12名
であった．医師の一人が男性で，あとの11名が女性であ
り，年齢は全員が20代後半から30代前半である．
2009JICA青年研修（マレーシア・感染症対策）受託報告
表2 研修プログラム
月 日 時間 内 容 場 所
AM 開講式・オリエンテーション
１ 10/28(水)
PM
「CDCガイドラインに基づく感染症対策」
「ワクチンで防ぐことのできる感染症―?日本での最新情報」
札幌市立大学
大学内案内／ウェルカムパーティ
市長表敬訪問 札幌市庁舎
AM
「北海道の感染症対策の方針」 サテライトキャンパス
２ 10/29(木)
PM
「戦略的マネジメントと５Ｓの原則を用いた継続的質改善」
「学校保健における感染症対策の現状と課題」
札幌市立大学
AM 札幌市立山鼻南小学校／札幌市立柏中学校見学 各学校
３ 10/30(金)
PM
「札幌市の感染症対策の現状」
「札幌市の予防接種の実際」
札幌市立大学
４ 10/31(土) AM 青少年意見交換会 サテライトキャンパス
５ 11/1(日) 終日 自主研修 研修生宿泊所
「感染症病棟の設置運営について」 札幌市立大学
AM
感染症外来・感染症病棟見学 市立札幌病院
６ 11/2(月) 「主要な口腔感染症とその予防策」 北海道大学
PM
「Global Issueとしての感染症とその対策」 札幌市立大学
宿泊研修 北海道青少年会館
７ 11/3(火)
AM 「感染症とがん―マレーシアと日本の比較から―」 札幌市立大学
８
11/4(水) 「結核との闘い―結核の現況とストップTB戦略」
PM 結核予防会北海道支部
施設および健診見学
AM 施設及び乳幼児予防接種事業見学
札幌市手稲区保健福祉
部健康・こども課
９ 11/5(木) 「夜間急病センターの変遷」
PM
社団法人札幌市医師会
夜間急病センター夜間急病センター見学
10 11/6(金)
AM
看護系大学における感染症対策の現状と課題
「学生生活における感染症予防」
「感染症対策：大学における教育内容とその教授法」
「臨地看護学実習における感染症予防」
札幌市立大学
PM 医療廃棄物工場見学 ㈱リプロワーク
11 11/7(土) 終日
自主研修・評価会準備等 研修生宿泊所
12 11/8(日) 終日
AM-PM ライティングスキルワークショップ
13 11/9(月） 札幌市立大学
PM フェアウェルパーティ
14 11/10(火） AM アクションプラン発表・評価会・閉講式 JICA札幌
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この段階までは私たちの関心の中心はプログラムで
あったのに対し，ここに来て急に「研修員」という人た
ちを意識することができ，準備の段階が少し進んだこと
を感じた．９月末に JICAより写真入りの研修応募者情
報が手渡された．
⑶ 研修員来日
10月26日，JICA札幌より研修員来日の連絡があっ
た．研修員達が JICA札幌でオリエンテーションを受け
ている写真が添付されてきた．この写真は「研修員来
日?」として学内に掲示され，準備に関わった教職員以
外にも知らされた．
そのときは，開講式の準備で忙しく，準備委員間で話
をする機会はなかったが，後で聞くと，何人かはこの写
真を見て，研修の成功を予感したという．研修員の清潔
で健康な印象や，人の良さそうなリラックスした表情が，
そのような予感を抱かせたのだ．そして，それら第一印
象は，研修員たちの実際と大きく外れてはいなかったの
である．
３．研修実施段階
１）研修開始
10月28日の朝，開講式およびオリエンテーションで
の研修員の第一印象は，「反応が良い」ということであっ
た．笑顔やうなずきなどにより，担当者の慣れない英語
が通じていることがわかり，気持が通じるような気がし
た．
研修初日には，本学学生たちが大活躍であった．英語
での簡単な説明をしてYOSAKOIの演舞と茶道を披露
してくれた．ウェルカムパーティには，上記２団体の学
生たちが，それぞれ演舞の衣装と和服で参加したので，
パーティは大変盛り上がり，研修員は写真をたくさん
とっていた（写真１）．研修員はほとんどが女性であった
こともあり，和服には興味津々であった．
YOSAKOIおよび茶道による歓迎も喜んでいただき，
ウェルカムパーティが無事に終わった．開講式を迎える
までの苦労が並大抵ではなかったために，楽しそうに参
加してくれる研修員達の様子に関係者は本当に安堵し
た．
また，開講式の次の日には，札幌市長を表敬訪問し，
研修員代表が研修参加の抱負を述べた（写真２）．この様
子は各新聞で写真入で報道されたため，研修期間中あち
こちで「新聞に載っていた皆さんですね」などと声を掛
けられた．
２）青少年意見交換会
本学での研修が開始され４日目の10月31日（土）は，
本学のサテライトキャンパスにおいて青少年意見交換会
を行った（写真3－4）．「マレーシアのことを聞いてみよ
う」と副題をつけたこの事業の参加者は，研修員12名の
他，看護学部学生を中心に，デザイン学部学生，他大学
学生，高校生など，青少年20名と教員など数名であった．
内容としては，前半のプレゼンテーションは，研修員
代表からは「マレーシアの生活」，日本人側からは，高校
写真1 ウェルカムパーティ
写真2 札幌市長表敬訪問
上田文雄札幌市長（写真中央）と研修員
写真3 青少年意見交換会で挨拶する中村惠子副学長
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生の「海外研修で感じたこと，学んだこと」と，青年海
外協力隊の経験のある看護学部学生による「ドミニカ共
和国での活動」という３件であった．どれも参加者の関
心を強く惹く楽しい発表であったが，特に高校生のプレ
ゼンテーションは，社会に対する問題意識の鋭さ，高い
語学力を備えた堂々とした発表であり印象的であった．
後半のグループワークでは，研修員２－３名と日本の
青少年４－５名で，６－７名のグループを形成した．各
グループに通訳を配置し，マレーシアや日本の生活につ
いて質問や意見交換を行った．
グループワークでは，実に様々な会話がされた．「マ
レーシアは多民族国家なので，（日本人でも）看護師とし
て働けます」「タミフルの副作用は，マレーシアでは聞い
たことがない」など，医療事情に関することや，「ニン
ジャ」「スモウ」など，研修員の日本についての関心事が
話し合われ，その他，学生が研修員に日本語を教えたり
する光景も見られた．どのグループも楽しそうで，計画
した１時間弱は，あっという間に経過した．
４．研修準備上の留意点
研修を受託する立場では，配慮の必要な事項が様々に
あった．それらについてどのように考え，対処したかを
紹介する．
１）安全対策
今回は，JICA札幌の宿泊施設が満員だったので，
JICAの契約ホテルの中から宿泊先を選定した．研修員
は，研修中はマイクロバスで全員一度に移動する．大学
へのアプローチがよく，バスを停めやすいホテルを選ん
だ．
２）健康
研修員は，本国の勤務先では集中的に仕事をこなして
から研修に参加するので，移動の疲れや気候の違いなど
から，体調を崩すこともあると聞く．JICAのシステムに
よると，研修期間中，研修員が具合が悪くなった場合は，
JICA札幌のメディカルルームが状況を判断し，担当者
が同行して市内の病院で受診させるとのことである．ま
た研修員は期間中 JICAより支給される「メディカル
カード」を常に携行し，診療代の支払い手続きなども
JICAを通すようになっている．
今回は，インフルエンザが日本中で流行っている時期
での研修であった．札幌市内でも，小中学校を中心に学
校閉鎖が相次いでいた．本学がインフルエンザのために
学校閉鎖になった際には研修の実施は可能なのか，など
の不安が準備段階にはあった．見学先施設の担当者も含
め，関係者は，研修員の健康状態をとても心配していた
が，研修期間中，研修員は全員が毎日元気で，期間中，
咳ひとつ聞く事も無かった．
３）控え室
研修期間中，控え室２室を固定した．食費は JICAから
支給される生活費に含まれるので，研修員は，スーパー
やコンビニで昼食を各自で買って控え室で食べることが
多かった．
何人かは昼食後，礼拝をしていた．この点において，
食事や休憩に使用する１室とは別に，静かな部屋があっ
たことはよかったのではないか，と思われる．
４）その他のトラブル
外国人の研修受託するにあたり，準備に関わった教職
員は，トラブルが発生した時には柔軟に対応しよう，と
いう気持ちで研修を迎えた．大学としては特に，研修実
施によって学生に負担のかかることは避けなければなら
ない．研修初日には，トイレや給湯室まで一緒に行き，
不便はないかなどを観察したが，問題になる事態は何も
無かった．
研修中，集合時間の遅刻も皆無であった．移動予定時
間より早く集合している．「遅刻しないようにがんばって
います」「時間通り集合するなど当たり前」とのことで
あった．名札の着用を求められる施設が多かったが，名
札の不携行も無かった．遅刻やトラブルが無いため，研
修は細部にわたるまで計画通りに進行し，予定通りの成
果を持ち帰っていただけたと思う．
５．研修終了後
１）研修成果のまとめ
JICA札幌における成果報告会では，今回の研修で学
写真4 青少年意見交換会 グループワーク
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んだことや，それらを本国でどのように活かすかが活動
計画（action plan）として発表された．研修で学んだこ
ととしては，「最小の投入で最大の効果をあげており，し
かも継続的に発展している日本の感染管理の組織的なマ
ネジメント」等であった．効果的な感染症対策のため帰
国後それぞれの職場で導入したい事項としては，「抗生剤
や防具を適切に使用したい」「関連職種間の情報共有と
コーディネーションを行いたい」などがあげられた．さ
らに，日本の小児保健のシステムの見学を通し，学童や
保護者など国民を啓蒙し感染予防に参加させることの重
要性を学んだ，と述べた．
また研修員代表より口頭で，「今回の研修では多くを学
んだ．感染症だけではなく，日本人の働く姿勢の素晴ら
しさや微笑の中の誠実さも学んだ．研修の成果を持ち帰
り，マレーシアの状況を分析し，時間はかかるかもしれ
ないが新しい課題に取り組みたい．わが国の国民に最良
のサービスを提供するよう努力します」と，今後の抱負
と共に，研修に関わった全ての人への感謝が述べられた．
２）研修員による研修の評価
研修員による研修の評価では，「大変期待充足された」
または「おおよそ期待充足された」と12名中８名が回答
した．研修プログラム中，最も有益であった研修項目は，
「学校保健における感染症対策」（７名），「感染症とがん」
（３名），「戦略的マネジメントと５Ｓの原則を用いた継続
的質改善」（３名）であった．
自由記述では，「感染症対策の知識のみならず日本文化
を知る機会を得ることができ，素晴らしいプログラムで
満足している」「日本文化を学び，勤勉な日本人を見るこ
とができ，私はとても幸運な人間である」と，今回の研
修についての感想が述べられた．
研修員のひとりが，「日本のお茶の苦い味や，浴衣の帯
の苦しい感じは，見ただけではわからないことだった．
ここまで経験できて，本当によかった」と語った（写真
５）．
受け入れ機関の研修運営管理については，全員が５点
（最高点）と回答し，研修員の満足感が確認された．
３）講師や学生など関係者の感想
研修員は，どの講義も関心をもって聞き，講義や施設
見学において研修内容に関連した適確な質問を毎回行っ
た．学外の講師からは，「マレーシアの皆さんは優秀で知
識があり，経験豊富な方たちでした．質問するとすぐに
回答が返ってきて，楽しく講義できました」などの感想
があった．
交流プログラムに参加した学生たちは，「日本のことを
聞かれて説明できないときがあった．自国のことを知っ
ていなくてはいけないのだとわかった」など，直接異文
化に接触した体験から得られる気づきがあった．宿泊研
修に参加し，研修員と寝食をともにした学生のひとりは，
「言葉はぜんぜんできなかったけど，午前１時ごろまで部
屋で話し込んだ．スマトラ地震の緊急援助に行ったとき
の写真をPCで見せてくれて，その時は衝撃的であった
けど，それを含め良い経験だった」と語った．その学生
はまた「１年生のときから外国の方と交流がしたいと
思っていた．新聞では，大学が中国と提携したことが報
道されても，学生には機会がないようだとあきらめてい
た．だから今回ポスターを見て，うれしくてすぐに申し
込んだ」と語った．
４）準備委員の感想
ある準備委員は，「研修員に充実した学びを，そして楽
しい時間を過ごして欲しい……その一念で連日遅くまで
作業をした．研修員達が JICA札幌でオリエンテーショ
ンを受けている写真を初めて見た時は，当然ながら見知
らぬ人々であったが，本学での全プログラムを終了し，
走り去るバスをお見送りする時には，まるで馴染みの友
人との別れであるかのような切ない思いがした．このこ
とは，まさに本プログラムの成功を象徴していると思わ
れる．非常に大変であったけれども，それだけに，研修
を無事終えたとき，体験したすべてが忘れがたい経験と
なった」と感想を述べた．
また，青少年意見交換会運営を担当した委員は，「アジ
ア圏の研修生と接することで，普段意識することのない
母国の文化を居ながらにして意識する機会となり，民
族・人種の類似性・多様さ，世界の広さを感じることが
できた．また，高校生や他大学・学部の学生との連絡調
整により視野と人脈が広まった．委員として参加するこ
とは，非常に有意義であった」と述べた．
写真5 研修生の茶道体験
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６．おわりに
今回の研修員は，まさにマレーシアの将来の国づくり
を担う人材であったと思う．その方たちの研修を受託で
きたことは，大学として誇るべきことであるし，研修最
終日に，研修員の研修に対する満足が聞かれたことは，
準備に携わった教職員にとって，とてもうれしいことで
あった．が，研修の本当の成果は，帰国した元研修員達
が，それぞれの職場で提供するサービスの改善により評
価されるものである．現場の業務での，小さな改革を継
続することを期待したい．
７．謝辞
今回の研修は，JICA札幌，JICAマレーシア，マレー
シア政府などと協働することにより実現した．研修の講
師・見学施設，本学の教職員・学生，研修コーディネー
ター，その他研修に関わった各人に感謝をしたい．また，
本稿をまとめるにあたり快く写真掲載の許諾をしてくだ
さった元研修員，本学学生の皆様に感謝する．
引用文献
１)独立行政法人国際協力機構国内事業部：青年研修事業の
手引き，２，2009
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引用文献 後述の文献記載様式に準ずる
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２）第２部：作品および報告（査読なし）
【作品 Works】アート作品もしくはデザイン作品の紹介（既発表分を含む）．
【報告 Reports】教育実践，実践報告（デザイン・アートイベント，ワークショップ等），地域連携・産学官連携，
国際交流に関する報告で記録的価値のあるもの．
【その他 Others】委員会により掲載が妥当と認めたもの．
４．研究対象者への倫理的配慮
人および動物が対象である研究は，本文中「方法」の項に倫理的配慮をどのように行なったかを記載すること．
５．提出原稿
投稿原稿は３部（うち２部は複写でよい）提出する．最終原稿提出時には図表等を含む本文のデジタルデータ（CD-
ROM 等）を提出する．なお，一度，投稿された原稿は執筆者に返却しない．
６．原稿の採否
１）原稿の採否は，査読を経て委員会が決定する．
２）委員会の判定により，原稿の種類の変更を著者に勧めることがある．
３）この投稿要領に記載されていない事態が発生した場合には，委員長に一任し，迅速に対応する．
７．著者校正
著者校正を１回行なう．ただし，校正時の加筆は原則として認めない．
８．原稿様式およびページ数について
投稿原稿の１編は原稿の種類を問わず，ワープロ・パソコン等で作成する．
原稿はA?版，横書き，２段組，23字（字送り10pt）×46行（行送り14.9pt）とし，MS明朝，９ptで印刷する．
（１ページ当たり966字×２段＝1,932字）
数字および英字は原則半角とし，句読点に「，」および「．」を使用する．
仕上がり原稿は，抄録，本文，図表，文献を含めて下記のページ数以内とする．
?第１部>（査読有）
原著論文 １編 16ページ以内
総説 １編 12ページ以内
研究報告 １編 16ページ以内
研究ノート １編 16ページ以内
資料 １編 12ページ以内
?第２部>（査読なし）
作品 １編 ５ページ以内
報告 １編 ７ページ以内
その他 １編 ７ページ以内
※規定のページを超える場合は，委員会にご相談ください．
９．原稿作成上の留意点
１）原稿は原則として和文または英文とする．ただし，英文についてはネイティブ・スピーカーのチェック完了後の原
稿とする．
２）図，表および写真は，挿入希望位置を著者自ら指定する．図，写真は原則としてそのまま掲載可能な，明瞭なもの
とする．カラー図版も掲載可とする．
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３）原稿の左下に鉛筆書きにてページ番号を付す．
４）原稿には表紙を付し，表題，著者名および所属，希望する原稿の種類，原稿枚数，図表および写真の枚数を書き，
キーワードを記す．
５）原著論文については250ワード以内の英文抄録をつけること．
６）文献記載様式は以下の通りとする．
①文献は本文の引用箇所の右肩に??????などの番号で示し，本文の最後に一括して引用番号順に列記する．
②文献の著者が３人までの場合は全員，４人以上の場合は３人まで記載し，４人目以降は「他」と省略する．
③記載方法は下記例に従う．
【雑 誌】著者名：表題―?副題―?．雑誌名 巻（号）：掲載頁，発行年（西暦）
【単行本】著者名：表題―?副題―?．編者，書名．出版社所在地：出版社名，pp掲載頁，発行年（西暦）
【翻訳本】訳者名：書名．pp掲載頁，出版社，発行年（西暦）
【ホームページ等】
例)文部科学省：「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」（2006）．http://www.mext.go.jp/b
 
menu/houdou/18/07/06072707.htm
例）Hurst M:Joining strategy and usability:The customer experience methodology. 2005. http://www.
creativegood.com/doc/creativegood-method.pdf
④上記に該当しない引用文献の記載方法については，委員会が協議し決定する．
10．電子情報公開
採択された原稿が電子情報にて開示されることを了解の上，投稿することを掲載条件とする．
投稿要領
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編集後記
紀要編集委員会は投稿要領および査読要領の改定作業から今年度の活動を開始した．
投稿要領の見直しでは，まず，第一部「査読あり」の原稿の種類にあった「その他」を廃止し，「原著論
文」，「総説」，「研究報告」，「研究ノート」，「資料」を原稿の種類とした．また，従来，投稿者および査読
者から指摘されていた〝原稿の種類の違いが不明確でわかり難い"という課題を解決するため「原著論文」，
「総説」，「研究報告」，「研究ノート」，「資料」の概念を改めて規定し直し，さらにそれぞれを特徴づけるキー
ワードを付加することで原稿の種類の違いをより明確にした．
査読要領の見直しでは，査読方針を規定したことが特筆される．従来，査読者（＝審査員）から著者へ
のコメントの中には，〝抽象的で包括的な修正要求"，〝原稿の種類の違いを考慮しない過度な修正要求"な
どがあったが，これを著者の立場から見た場合，要求された事柄が不明確のため，〝どこをどのように修正
すれば良いのか"，あるいは〝どの範囲までを書き直せば良いのか"が判らず，時間的制約のなかで著者を
いたずらに困窮させ，投稿意欲を萎えさせてしまう恐れがあった．この問題の解決策として規定された査
読指針は，概略すると①査読は審査員の立場だけではなく，より良い論文を作り上げていく助言者の立場
で行うよう心がけること，②論文の書き方や分析・考察などで不十分な点があれば，具体的な箇所を指摘
し，例示等を用いて具体的・客観的に助言すること，③著者の論考を尊重し，過度な修正要求は避けるこ
と，④「投稿要領」，「査読内容・評価基準」に則り，査読を行うこと，などである．本指針は査読者と著
者間の認識の隔たりを解消し，査読の精度を高めてより良い論文を作り上げていくことに効果を発揮する
ものと確信している．
第１部「論文（査読あり）」には，原著論文２編，総説１編，研究報告２編が投稿された．これらの論文
は，査読者および編集委員による厳正なる査読，査読に基づく論文の修正，修正論文の再査読および紀要
編集委員会による最終審査などを経た．結果的に，〝著者が希望する原稿の種類"どおり，原著論文２編，
総説１編，研究報告２編を掲載することとなったが，投稿要領および査読要領の改定効果が現れたものと
推測している．現に，査読者から著者へのコメントは具体的な箇所を指摘し，具体的・客観的に助言する
形式になっており，原稿修正は助言に沿って行われていた．このような明確な意見交換が〝著者が希望す
る原稿の種類"と〝査読者の判断による原稿の種類"が短時間で収束する一因になっているものと思われ
る．
第２部「作品および報告（査読なし）」には，作品４編，報告４編を掲載することとなった．これらの作
品および報告は，デザイン学部・看護学部教員の多様な活動を紹介する貴重な機会になっているものと思
われる．
最後に，学年末の多忙な中，短期間での査読・再査読の労を引き受けて下さった査読者の皆様，第１部
「論文（査読あり）」に投稿された皆様，第２部「作品および報告（査読なし）」に出品・投稿された皆様，
および査読・編集業務を担われた紀要編集委員の皆様に心から感謝申し上げます．ご協力，誠にありがと
うございました．
紀要編集委員長 城 間 祥 之
SCU Journal of Design & Nursing Vol.4,No.1,2010  101
 SCU Journal of Design &Nursing
札幌市立大学研究論文集 第4巻 第1号
編 集 紀要編集委員会 委員長 城間 祥之
上遠野 敏，齊藤 雅也
吉川由希子，佐藤公美子，菅原 美樹
上田 理子，宮原 誠一，布広 成規
表紙デザイン 吉田 和夫
発 行 日 2010年３月31日
発 行 札幌市立大学 地域連携研究センター
〒005-0864北海道札幌市南区芸術の森１丁目
電話 011-592-2346 ファックス 011-592-2369
?URL>http://www.scu.ac.jp
印 刷 所 株式会社アイワード
〒060-0033北海道札幌市中央区北３条東５丁目５番地91
電話 011-241-9341 ファックス 011-207-6178
ISSN 1881-9427
★カラー対応機★

